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本
書

に
つ

い
て

このたびは、 弊社のレーザ溶接用スキャニングシステム用ソフ ト ウェア SWDraw2 をお

買い求めいただきあ りがと う ございます。

本製品を正し くお使いいただくために、 この 「取扱説明書」 を最後までお読みください。
また、 ご覧になった後は大切に保管してください。

本書は、レーザ溶接用スキャニングシステムのパソコン用アプリ ケーシ ョ ン 「SWDraw2」
で、溶接を制御する方法ついて記載されています。 レーザ溶接用スキャニングシステムの
設置、保守、仕様については、各レーザ溶接用スキャニングシステムの取扱説明書を参照
してください。

1. ご注意

• 本書は、 SWDraw2 を搭載したレーザ溶接用スキャニングシステム （GWM-STD/
SHG/MHP/PFL/DDL/FL/STD2-000/STD2-001/STD2-002/MHP2-000/DDL2-000）
を対象と し、 重要な相違がない限り、 GWM-PFL の図や画面を使用して解説してい
ます。

• Microsoft Windows は、 米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国におけ
る登録商標または商標です。

• 本書に記載されている会社名、 製品名は、 それぞれ各社の商標または登録商標です。

• 本書の内容の一部、 または全部を無断で転記するこ とは禁止されています。

• 本書の内容については、 将来予告なしに変更されるこ とがあ り ます。

• 本書の内容については万全を期しており ますが、 万一不可解な点や、 誤り、 お気付き
の点があ り ましたら、 ご購入先にご連絡ください。

• 本装置と組み合わせてご使用になる製品 （パソコンなど） の使用説明書も併せてお読
みください。

• パソコンソフ トのグラフ ィ ッ ク描画 （DXF データインポート ） には （株） ナッ ク ソ
フ ト ウェアの CADBuilderOCX を使用しています。

本書について
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2. 本書の表記方法について

ハー ド ウ ェ アやソ フ ト ウ ェ アの損害やエラーの発生を防止するために、 必ず
守っていただきたい情報を記載し ています。

特定のテーマに関する補足情報を記載し ています。

メ ニュー、 アイ コ ン、 ボタ ン、
ウ ィ ン ド ウ、 タ ブ

［］ で囲んで表記し ます。
（例） ［OK］ ボタ ンを選択し ます。

キーボー ド上のキー ＜＞で囲んで表記し ます。
（例） ＜ Tab ＞キーを押し ます。

参照先 『』 で囲んで表記し ます。
（例） 『第 8 章 3.2 　 パスワー ド を変更する』 （5 ページ） を参照し

て く だ さい。
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1. 特長

SWDraw2 は、 レーザマーキング用アプリ ケーシ ョ ンと して定評のある 「LMDraw」 の操

作性や機能を継承した、高速多点溶接および図形溶接用のパソコン用アプリ ケーシ ョ ンで
す。

下記のレーザ装置と組み合わせるこ とで、高速多点溶接を高安定・高品質で行う こ とがで
きます。

　GWM-STD/STD2-000 ： ML-2000 シ リーズ、 ML-6000/6700/6800B シ リーズ

　GWM-SHG ： ML-8150A
　GWM-MHP/MHP2-000 ： ML-6900 シ リーズ

　GWM-PFL/STD2-001 ： ML-3000 シ リーズ

　GWM-DDL/DDL2-000 ： ML-5100 シ リーズ

　GWM-FL/STD2-002 ： ML-6800C/MF-C シ リーズ

• Windows 環境での操作

マウスを使った簡単な操作で各種作業が行えます。 また、 図形作成ソフ ト （市販
CAD ソフ ト など） で作った図を簡単に登録できます。

• 大き く見やすいグラフ ィ ッ ク画面

Windows に準拠した表示画面の採用によ り、 大き く見やすい作図画面で作業できま

す。

• 作図機能の充実

• 自動バッ クアップ機能搭載

時間や操作回数を指定し、 データを自動的にバッ クアップできます。

• 機器の設定 ・管理が容易

レーザ装置やスキャナの設定、 状態確認をパソコンから行えます。

第 1 章 SWDraw2 の概要
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2. イ ンス ト ール

2.1. レーザ装置用アプリケーション 「SWDraw2」 をイ ンス ト ールする

パソコンからレーザ装置を制御するためには、パソコンにレーザ装置用アプリ ケーシ ョ ン
「SWDraw2」 をインス トールする必要があ り ます。対応 OS は各レーザ溶接用スキャニン

グシステムの取扱説明書を参照してください。

画面表示や文言は、デスク ト ップパソコンの標準的な設定の場合で説明します。OS のサー

ビスパッ クやパッチの適応具合によ り、 表示が異なる場合があ り ます。

「SWDraw2」 では、 Windows 10 / Windows 11 のタッチパネル操作 （タブレッ ト型端末

を含む） は想定していません。 キーボード とマウスを用いた操作方法で説明します。

以下の手順で、「SWDraw2」 をインス トールします。Windows Vista 以降ではインス トー

ル中にデバイス ド ライバのインス トールも含め、［インス トールするか否か］の UAC（ユー

ザアカウン ト制御） ダイアログが表示される場合があ り ますが、意図的に中断する場合を
除き、 すべて ［はい］ や ［許可］ を選択して、 インス トールを続行してください。

1 すべてのアプ リ ケーシ ョ ンを終了し ます。

2 本製品に付属の DVD をパソ コ ンにセ ッ ト し ます。

SWDraw2 のインス ト ール作業、 および SWDraw2 の操作は、 必ず

Administrators 権限のあるユーザで行って く ださい。 また、 SWDraw2 の操作は、

イ ンス ト ール作業時と同じユーザで行って く だ さい。

パソ コ ンにすでに 「SWDraw2」 がイ ンス ト ールされている場合は、 ス ター ト メ

ニューから ［コ ン ト ロールパネル］ を選択し て、 以下の手順でいったんアン イ
ンス ト ールし て く だ さい。
［プログラムと機能］ から 「SWDraw2」 を右ク リ ッ ク し て、 ［アン イ ンス ト ー

ル］ を選択する
なお、 パソ コ ンを起動し てからアン イ ンス ト ールを行う前に、 SWDraw2 を起動

し ないで く だ さい。 また、 作業フ ォルダ （メ ニューの ［設定］ － ［環境設定］
－ ［フ ォルダ］ で設定し たフ ォルダ） のバッ クア ッ プを と っておいて く だ さい。
アン イ ンス ト ールが終わったら、 再起動し て、 再度イ ンス ト ールし て く だ さい。

インス ト ールを開始する と きには、 USB メ モ リや USB ハー ド デ ィ スクなど、 本

機以外の新しい USB 機器を接続し ないで く ださい。 異なる ド ラ イバがインス

ト ールされるおそれがあり ます。
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3 DVD をセ ッ ト する と ラ ンチャ （Autorun.exe） が起動し、 以下の画面が表示されま
す。 .NET Faramework 3.5 がイ ンス ト ールされていない場合は手順 4 へ、 それ以外
の OS の場合は手順 7 に進みます。

上記画面が表示されない場合は、 DVD ド ラ イブをエクスプローラで開き、 Autorun.exe をダブルク リ ッ

ク します。

4 パソ コ ンに .NET Framework 3.0 または 3.5 がイ ンス ト ールされていない場合、以下
の画面が表示されます。 ［Install］ ボタ ンを選択し、 .NET Faramework 3.5 を イ ンス
ト ールし ます。 ［Install］ ボタ ンを選択し た場合は、 手順 5 に進みます。

5 「この機能をダウンロー ド し てイ ンス ト ールする」 を選択し ます。 必要なフ ァ イル
のイ ンス ト ールが始ま り ますので、 そのままお待ち く だ さい。 イ ンス ト ールが完了
する と手順 6 に進みます。

.NET Framework 3.5 を イ ンス ト ールする場合、 ソ フ ト ウ ェ アをダウンロー ド し

ますので、 イ ン ターネ ッ ト 環境が必要にな り ます。
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6 イ ンス ト ールが成功し たこ と を確認し たら、 ［閉じ る］ ボタ ンを選択し て手順 7 に進
みます。

7 ラ ンチャ （Autorun.exe） の ［Install Program］ ボタ ンを押し ます。

DVD には 32bit 版および 64bit 版の両方のプログラムが収録されています。 お使いのパソコンの OS を

自動判別し、 適切なインス トーラを起動します。 また、 言語の切り替え （日本語および英語） も自動で

行います。 言語の切り替えはインス トールするパソコンの OS が初回セッ ト アップ （OS のインス トー

ル、 アクティベート ） されたと きの言語が日本語の場合には日本語が、 日本語以外の場合には英語が選

択されます。 その選択言語に応じて、 それぞれの言語版がインス トールされます。

ランチャには言語切り替えのラジオボタンがあ り、 選択した言語のプログラムをインス トールするこ と

ができます。 ただし、 日本語フォン トのない英語版 OS に日本語版をインス トールするなど、 該当する

フォン トがパソコンにインス トールされていない場合は文字化けを起こし、 アプ リ ケーシ ョ ンも正常に

動作しません。

8 ［次へ］ ボタ ンを押し ます。

［Install Program］ ボタ ンをダブルク リ ッ ク し ないで く ださい。 インス ト ーラが多

重起動され、 インス ト ールに失敗する場合があり ます。
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9 注意事項を読み、 同意された場合は、 「使用許諾契約の条項に同意し ます」 に
チ ェ ッ ク を し、 ［次へ］ ボタ ンを押し ます。

10 ［イ ンス ト ール］ ボタ ンを押し ます。

ファ イルのコピーが開始されます。

11 デバイス ド ラ イバーイ ンス ト ール確認画面が表示されたら、 「このド ラ イバーソ フ
ト ウ ェ アを イ ンス ト ールし ます」 を選択し てイ ンス ト ールし ます （表示は異なる場
合があ り ます）。
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12 「SWDraw2」 のイ ンス ト ールが完了する と、 以下の画面が表示されます。 ［完了］
ボタ ンを押し て画面を閉じ ます。

13 パソ コ ンの再起動要求画面が表示されます。 まず、 ［Close］ ボタ ンを押し てラ ン
チャ （Autorun.exe） を閉じ ます。 続いて、 パソ コ ンから DVD を取り出し ます。 最
後に ［はい］ ボタ ンを押し て、 パソ コ ンを再起動し ます。

以上で、 「SWDraw2」 がインス トールされました。

「SWDraw2」 の初回起動時、 インス トールフォルダに接続機種の情報がないと きに再起

動のメ ッセージが表示されます。 再起動後、 オンラインで検知した機種で動作します。
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2.2. ド ラ イバを イ ンス ト ールする

スキャナコン ト ローラ とパソコンを USB ケーブルで接続する場合、 初回にド ライバのイ

ンス トールが必要です。 SWDraw2 インス トール時に自動でインス トールされます。以下

の手順で、 ド ライバをインス トールします。

2.2.1. パソ コ ンの OS が Windows 10 / Windows 11 の場合

「SWDraw2」 が正し く インス トールされているものと します。

スキャナコン ト ローラ とパソコンを USB ケーブルで接続しても、特に表示はあ り ません。

スキャナコ ン ト ローラ とパソ コ ンを USB ケーブルで初めて接続する と きは、

USB メ モ リや USB ハー ド デ ィ スクなど、 本機以外の新しい USB 機器を同時に

接続し ないで く だ さい。 異なる ド ラ イバがイ ンス ト ールされるおそれがあ り ま
す。
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2.3. ド ラ イバのイ ンス ト ールに失敗し た場合

ド ラ イバのインス トールに失敗した場合は、 デバイスマネージャーから USB デバイス ド

ライバをインス トールします。デバイスマネージャーの操作方法にはいくつかの方法があ
り ますが、 OS ごとに代表的な方法を示します。

1 すべてのアプ リ ケーシ ョ ンを終了し ます。

2 本製品に付属の DVD をパソ コ ンにセ ッ ト し ます。 ラ ンチャ （Autorun.exe） が起動
し た場合、 ［Close］ ボタ ンを押し てセ ッ ト ア ッ プを中止し ます。

3 スキャナコ ン ト ローラの USB 用コネク タに USB ケーブルの一端を接続し ます。 ま
た、 も う一端をパソ コ ンの USB ポー ト に接続し ます。

4 スキャナコ ン ト ローラの電源を ON にし ます。

スキャナコン ト ローラがパソコンに認識されます。

5 ［デバイスマネージャー］ 画面を表示し ます。 Windows 10 / Windows 11 の場合

1) キーボー ドの＜ Windows ロゴ＞キーと＜ X ＞キーを同時に押し ます。

2) ポ ッ プア ッ プ されたシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューから ［デバイスマネージャー］ を選択し ま

す。

［デバイスマネージャー］ 画面が表示されます。

6 ［デバイスマネージャー］ 画面が表示されたら ［SWDraw］ （または ［不明なデバイ
ス］） をダブルク リ ッ ク し ます。 （表示されていない場合は、 右ク リ ッ ク し てハー ド
ウ ェ ア変更のスキャ ンを実行し ます。）
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7 ［ド ラ イバーの更新］ ボタ ンを押し ます。 OS によ っては、 ［全般］ タ ブに ［ド ラ イ
バーの更新］ ボタ ンはな く 、 ［ド ラ イバー］ タ ブに ［ド ラ イバーの更新］ ボタ ンが
あ り ます。

8 「コ ンピ ューターを参照し て ド ラ イバーソ フ ト ウ ェ アを検索し ます」 を選択し ます。

9 以下の画面が表示されたら ［参照］ ボタ ンを押し、 デバイス ド ラ イバーソ フ ト ウ ェ
アの入っている フ ォルダを指定し ます。

デバイス ド ライバーソフ ト ウェアは、 インス トール先のド ライブ、 フォルダ、 またはセッ ト した DVD
にあ り ます。

インス トール先のド ライブ、 フォルダ

インス トール先フォルダ　X:\Program Files\SWDraw2\MUS_0002
（X: はインス トール先ド ライブで、 通常は C ド ラ イブです。 64bit の OS の場合は Program Files フォル

ダは Program Files(x86) とな り ます）
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DVD ド ラ イブが D ド ラ イブにマウン ト されている場合、 各フォルダは以下のよ うにな り ます。 必ず適

合する OS のフォルダを選択してください。

Windows 10 / Windows 11 の場合 ： D:\USB_Driver\SWDraw_x64

フォルダを選択して ［OK］ ボタンを押し、 ［ド ラ イバーソフ ト ウェアの更新］ 画面の ［次の場所でド ラ

イバーソフ ト ウェアを検索します］ の欄に選択したフォルダが表示されているこ とを確認して、 ［次へ］

ボタンを押します。

10 ［セキュ リ テ ィ ］ 画面が表示された場合は、 「このド ラ イバーソ フ ト ウ ェ アを イ ンス
ト ールし ます」 を選択し ます。

11 ［ド ラ イバーソ フ ト ウ ェ アの更新］ 画面、 ［MIYACHI USB Laser Scanner のプロパ
テ ィ ］ の画面 （SWDraw2 のタ イ ト ルが変わり ます）、 ［デバイスマネージャー］ 画
面を閉じ ます。
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2.4. USB デバイス ド ラ イバの動作を確認する

［デバイスマネージャー］ 画面でユニバーサルシ リ アルバスコン ト ローラにデバイス ド ラ
イバがインス トールされていて、 正常に動作しているか否かで確認します。

1 スキャナコ ン ト ローラの USB 用コネク タに USB ケーブルの一端を接続し ます。 ま
た、 も う一端をパソ コ ンの USB ポー ト に接続し ます。

2 スキャナコ ン ト ローラの電源を ON にし ます。

スキャナコン ト ローラがパソコンに認識されます。

3 ［デバイスマネージャー］ 画面を表示し ます。 OS ご とに異なる表示方法は、 『2.3. ド
ラ イバのイ ンス ト ールに失敗し た場合』 を参照し て く だ さい。

4 ［デバイスマネージャー］ 画面が表示されたら、 ユニバーサルシ リ アルバスコ ン ト
ローラーを ク リ ッ ク し て展開し ます。 ［MIYACHI USB Laser Scanner］ を右ク リ ッ
ク し て ［プロパテ ィ ］ を表示し ます。

［全般］ タブで ［デバイスの状態］ を確認して、 「正常に動作しています」 と表示されてい
れば正常です。

2.4.1. USB デバイス ド ラ イバの更新

『2.4. USB デバイス ド ライバの動作を確認する』 で正常動作が確認できない場合、 ［ド ラ

イバの更新］ を実行します。 ユニバーサルシ リ アルバスコン ト ローラの画面で、以下のよ
うに操作します。

［ド ラ イバー］ タブで ［ド ラ イバーの更新］ ボタンを押します。 以降は 『2.3. ド ラ イバの

インス トールに失敗した場合』 の手順に従ってインス トールします。
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2.5. パソ コ ンのネ ッ ト ワークの設定

レーザ装置用アプリ ケーシ ョ ン 「SWDraw2」 でスケジュール設定を行うためには、 レー

ザ装置と同じネッ ト ワークグループに設定する必要があ り ます。以下の手順で、パソコン
のネッ ト ワーク設定を行ってください。
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2.5.1. パソ コ ンの OS が Windows 10 / Windows 11 の場合

1 キーボー ドの＜ Windows ロゴ＞キーと＜ R ＞キーを同時に押し ます。

2 フ ァ イル名を指定し て実行ダイアログの名前欄に＜ control ＞と入力し て OK ボタ ン
を押すと コ ン ト ロールパネル画面が開きます。

3 [ネ ッ ト ワーク と イ ン ターネ ッ ト ]画面にある [ネ ッ ト ワーク と共有セン ター]ボタ ンを
ク リ ッ ク し ます。

［ネッ ト ワーク接続］ 画面が表示されます。

4 [ ネ ッ ト ワーク と共有セン ター ] 画面にある [ アダプ タ設定の変更 ] を選択し ます。
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5 ［イ ン ターネ ッ ト  プロ ト コル バージ ョ ン 4 （TCP/IPv4）］ を選択し、 プロパテ ィ を選
択し ます。

［インターネッ トプロ ト コルバージ ョ ン 4 （TCP/IPv4） のプロパティ］ 画面が表示されます。

6 IP ア ド レス とサブネ ッ ト マスク を設定し ます。

7 ［OK］ ボタ ンを押し てコ ン ト ロールパネルを閉じ ます。

以上で、 設定が終了しました。

IP ア ド レス ： 192.168.1.100 （例）

* レーザ装置が 「192.168.1.10」 なので、

10 以外であれば良い。

サブネ ッ ト マスク ： 255.255.255.0
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2.6. パソ コ ンの環境設定

レーザ装置用アプリ ケーシ ョ ン 「SWDraw2」 を使用する前に、 以下の手順でパソコンの

環境設定を行ってください。
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2.6.1. パソ コ ンの OS が Windows 10 / Windows 11 の場合

1 キーボー ドの＜ Windows ロゴ＞キーと＜ R ＞キーを同時に押し ます。

2 フ ァ イル名を指定し て実行ダイアログの名前欄に＜ control ＞と入力し て OK ボタ ン
を押すと コ ン ト ロールパネル画面が開きます。

3 [ハー ド ウ ェ ア とサウン ド ]画面にある [電源プ ラ ンの選択 ]ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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追加プ ラ ンの表示を押し て高パフ ォーマンスを選択、 プ ラ ン設定の変更を押し ま
す。

4 「詳細な電源設定の変更」 を ク リ ッ ク し ます。 　 詳細設定が表示されます。

以下のよ う に設定し ます。 （以下は従来と同じ） その他は標準設定と し ます。

ハー ド デ ィ スク→次の時間が経過後ハー ド デ ィ スクの電源を切る ： な し （または ０ ）

デ ィ スプレ イ→次の時間が経過後デ ィ スプレ イの電源を切る ： な し （または ０ ）

USB 設定→ USB セレ ク テ ィ ブサスペン ドの設定 ： 無効
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パソ コ ンの画面の設定を変更し ます。

１ ． デスク ト ッ プの何も表示されていない箇所を右ク リ ッ ク し、

表示された一覧から 「個人用設定」 を ク リ ッ ク し ます。

２ ． 画面左側の 「ロ ッ ク画面」 を ク リ ッ ク し、 「スク リーンセーバー設定」 を ク
リ ッ ク し ます。
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「スク リーンセーバーの設定」 が表示されます。

「スク リーンセーバー」 ボ ッ クスから 「（な し）」 を ク リ ッ ク し、 「OK」 を ク リ ッ ク し ます
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溶接操作の流れ

こ こではパソコンを使って溶接する操作の基本を、 以下の例を用いて簡単に説明します。

例）

• 溶接対象 ： SUS 材

• レ イアウ ト フ ァ イル名 ： SAMPLE
• 溶接する図形 ： 四角

溶接操作の基本的な流れは、 以下のとおりです。

第 2 章
【ク イ ッ ク リ フ ァ レンス】
パソ コ ンからの溶接実行

本章の操作の前に設置と接続が、 完了し ている こ と を確認し て く だ さい。
完了し ていない場合は、 各レーザ溶接用スキャニングシステムの取扱説明書を
参照し、 設置と接続を行って く だ さい。
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① 　 装置を起動する

起動前に以下の点を確認してください。

• レーザ装置、 スキャナコン ト ローラ、 パソコンの電源が OFF になっているこ と

• レーザ装置、 スキャナコン ト ローラ、 パソコンが USB ケーブルで接続されているこ と

• レーザ装置とパソコンが LAN ケーブルで接続されているこ と

• メモ リ カードが正常に差し込まれているこ と

1 （GWM-MHP/MHP2-000 の場合のみ） チ
ラークーラの電源を ON にし、 水を流せ
る状態にし ます。

2 レーザ装置の電源を ON にし ます。

3 レーザ装置の CONTROL キースイ ッ チを
ON にし ます。

4 スキャナコ ン ト ローラの電源を ON にし
ます。

5 自己診断が終了する と、 POWER イ ンジ
ケータ だけが点灯し ます。 点灯を確認し
てから、 次の操作に進みます。

6 パソ コ ンを起動し ます。
パソ コ ンの起動完了を確認し てから、 次
の操作に進みます。

SWDraw2 を起動する と きは、 他の

アプ リ ケーシ ョ ンをすべて終了し
て く だ さい。

電源起動直後の自己診断中は、 メ
モ リ カー ド を抜いた り、 電源を
OFF にし た り し ないで く だ さい。

データが破損し て、 メ モ リ カー ド
が使用できな く なるおそれがあ り
ます。



① 　 装置を起動する

30

SWDraw2

7 パソ コ ンのデスク ト ッ プにある
［SWDraw2］ アイ コ ンを選択し て、 アプ
リ ケーシ ョ ン 「SWDraw2」 を起動し ま
す。
「SWDraw2」 が起動する と作図画面が表
示されます。

8 作図画面の状態表示欄で、 正常に接続さ
れている こ と を確認し ます。
タ イ ト ルバーに 「オン ラ イ ン」 と表示さ
れれば、 レーザ装置とオン ラ イ ンの状態
です。

9 スキャナコ ン ト ローラの ［LASER 
CONTROL］ ボタ ンを ON にし ます。

以上で、 装置が起動できました。
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② 　 スケジュールを設定する

溶接を実行するためには、 波形の作成方式、 レーザ光の照射時間、 出力値など、 レーザ光の出力条件
を設定する必要があ り ます。 本装置では、 出力条件のこ とをスケジュールといいます。

こ こでは、 波形を FIX 方式で作成します。

② .1. GWM-STD/SHG/STD2-000

1 メ ニューから ［レーザ制御］ － ［スケジュール］ を選択し ます。

［スケジュール画面］ 画面が表示されます。

2 ［スケジュール］ 欄で任意のスケジュール番号を設定し て （例 ： 「0」） から、 ［FORM］ 欄で
「FIX」 を選択し ます。

FIX 方式の画面が表示されます。

3 ［ピークパワー］ 欄にレーザ出力ピーク
値を、 ［REPEAT］ 欄にはレーザ光を 1
秒間に出力する回数を、 ［SHOT］ 欄には
レーザ光を出力する回数を次のよ う にそ
れぞれ設定し ます。

4 ［↑ SLOPE］ ～ ［SLOPE ↓］ に、 レーザ
出力時間と レーザ出力値を、 以下のよ う
に設定し ます。 ［↑ SLOPE］ は
［FLASH1］ を入力し た後でないと、 入力
できません。

5 設定が終了し たら、 ［転送］ ボタ ンを押し ます。

スケジュールフ ァ イルがスキャナコ ン ト ローラに転送されます。

以上で、 スケジュールを設定できました。

ピーク
パワー

REPEAT SHOT

1.00 10 100

↑ SLOPE FLASH1 COOL1 FLASH2 COOL2 FLASH3 SLOPE ↓

TIME 0.6 3.6 00.0 2.4 00.0 1.9 1.2

パワー － 100.0 － 085.0 － 050.0 －

[SHOT][REPEAT]

レーザ出力時間と レー

ザ出力値を設定する

［ピークパワー］

［FORM］［スケジュール］
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② .2. GWM-MHP/MHP2-000

1 メ ニューから ［レーザ制御］ － ［スケジュール］ を選択し ます。

［スケジュール画面］ 画面が表示されます。

2 ［スケジュール］ 欄で任意のスケジュール番号を設定し て （例 ： 「0」） から、 ［FORM］ 欄で
「FIX」 を選択し ます。

FIX 方式の画面が表示されます。

3 ［ピークパワー］ 欄にレーザ出力ピーク
値を、 ［REPEAT］ 欄にはレーザ光を 1
秒間に出力する回数を、 ［SHOT］ 欄には
レーザ光を出力する回数を次のよ う にそ
れぞれ設定し ます。

4 ［↑ SLOPE］ ～ ［SLOPE ↓］ に、 レーザ
出力時間と レーザ出力値を、 以下のよ う
に設定し ます。 ［↑ SLOPE］ は
［FLASH1］ を入力し た後でないと、 入力
できません。

5 設定が終了し たら、 ［転送］ ボタ ンを押し ます。

スケジュールフ ァ イルがスキャナコ ン ト ローラに転送されます。

以上で、 スケジュールを設定できました。

ピークパワー REPEAT SHOT

1.000 10 100

↑ SLOPE FLASH1 COOL1 FLASH2 COOL2 FLASH3 SLOPE ↓

TIME 0.6 3.6 0.0 2.4 0.0 1.9 1.2

パワー － 100.0 － 85.0 － 50.0 －

[SHOT][REPEAT]

レーザ出力時間と レーザ出力値を設定する

［ピークパワー］

［FORM］［スケジュール］
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② .3. GWM-PFL/DDL/STD2-001/DDL2-000

1 メ ニューから ［レーザ制御］ － ［スケ
ジュール］ を選択し ます。

［スケジュール］ 画面が表示されます。

2 レーザ装置がオン ラ イ ンの状態で、 ［開
く （接続）］ ボタ ンを押し ます。

［スケジュール入力画面］ 画面が表示され

ます。

3 ［スケジュール］ 欄で任意のスケジュー
ル番号を設定し て （例 ： 「0」） から、
［フ ォーム］ 欄で 「FIX」 を選択し ます。

FIX 方式の画面が表示されます。

4 ［ピークパワー］ 欄にレーザ出力ピーク
値を、 ［繰返し］ 欄にはレーザ光を 1 秒
間に出力する回数を、 ［回数］ 欄には
レーザ光を出力する回数を次のよ う にそ
れぞれ設定し ます。

5 ［↑ SLOPE］ ～ ［↓ SLOPE］ に、 レーザ
出力時間と レーザ出力値を、 以下のよ う
に設定し ます。 ［↑ SLOPE］ は
［FLASH1］ を入力し た後でないと、 入力
できません。

以上で、 スケジュールを設定できました。

スケジュール入力画面は、 レーザ
装置がオン ラ イ ンの状態のと きの
み開 く こ とができます。

ピークパワー 繰返し 回数

1.000 10 100

↑ SLOPE FLASH1 COOL1 FLASH2 COOL2 FLASH3 ↓ SLOPE

時間 0.6 3.6 0.0 2.4 0.0 1.9 1.2

パワー － 100.0 － 85.0 － 50.0 －

［開 く （接続）］ ボタ ン

［回数］［繰返し］

レーザ出力時間と レーザ出力値を設定する

［ピークパワー］［フ ォーム］

［スケジュール］
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② .4. GWM-FL/STD2-002

1 メ ニューから ［レーザ制御］ － ［スケ
ジュール］ を選択し ます。

［スケジュール］ 画面が表示されます。

2 レーザ装置がオン ラ イ ンの状態で、 ［開
く （接続）］ ボタ ンを押し ます。

［スケジュール入力画面］ 画面が表示され

ます。

3 ［スケジュール］ 欄で任意のスケジュー
ル番号を設定し て （例 ： 「0」） から、
［フ ォーム］ 欄で 「FIX」 を選択し ます。

FIX 方式の画面が表示されます。

4 ［セ ッ ト パワー］ 欄にレーザ出力ピーク
値を、 ［繰返し］ 欄にはレーザ光を 1 秒
間に出力する回数を、 ［回数］ 欄には
レーザ光を出力する回数を次のよ う にそ
れぞれ設定し ます。

5 ［↑ SLOPE］ ～ ［↓ SLOPE］ に、 レーザ
出力時間と レーザ出力値を、 以下のよ う
に設定し ます。 ［↑ SLOPE］ は
［FLASH1］ を入力し た後でないと、 入力
できません。

以上で、 スケジュールを設定できました。

スケジュール入力画面は、 レーザ
装置がオン ラ イ ンの状態のと きの
み開 く こ とができます。

セ ッ ト パワー 繰返し 回数

100 10 100

↑ SLOPE FLASH1 COOL1 FLASH2 COOL2 FLASH3 ↓ SLOPE

時間 0.6 3.6 0.0 2.4 0.0 1.9 1.2

パワー － 100.0 － 85.0 － 50.0 －

［開 く （接続）］ ボタ ン

［回数］［繰返し］

レーザ出力時間と レーザ出力値を設定する

［セ ッ ト パワー］［フ ォーム］

［スケジュール］
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③ 　 溶接する図形を作る
（レ イアウ ト フ ァ イルを作る）

溶接する図形を配置し、 レイアウ ト ファ イルと して保存します。

こ こでは、 例と して四角を配置したレイアウ ト ファ イルを作成します。

1 新規のレ イアウ ト を作るためには、 新規
のレ イアウ ト フ ァ イルが必要です。

［新規レ イ アウ ト 作成］ ボ タ ン を押 し ま
す。

作図画面の レ イ ア ウ ト が空白に な り ま
す。

2 ［四角］ ボタ ンを押し ます。

3 四角を配置し ます。

配置する位置を カーソルでク リ ッ ク し て
から、 マウスを動かし て適当な大き さに
なった位置でク リ ッ ク し ます。
［四角］ 画面が表示されます。

4 値を入力し、 ［OK］ ボタ ンを押し ます。

［四角］ ボタ ン

［新規レ イアウ ト 作成］ ボタ ン

マウスを動かし て四角の大き さ を決める

［OK］ ボタ ン
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5 四角を配置し たら、 レ イアウ ト フ ァ イル
を保存し ます。

メ ニ ューから ［フ ァ イル］ － ［名前を付
けて保存］ を選択し ます。

［名前を付けて保存］ 画面が表示 さ れま
す。

6 ［フ ァ イル名］ にフ ァ イル名 （例 ：
SAMPLE） を入力し、 ［確定］ ボタ ンを
押し ます。

7 フ ァ イルが保存される と、 右の画面が表
示されます。 ［OK］ ボタ ンを押し て画面
を閉じ ます。

以上で、溶接する図形が作成でき、 レイアウ ト
ファ イルと して、パソコンの作業フォルダに保
存されました。

フ ァ イル名を入力する

［OK］ ボタ ン
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④ 　 レ イアウ ト フ ァ イルを転送する

作成したレイアウ ト ファ イルをスキャナコン ト ローラに転送します。 スキャナコン ト ローラでは、 レ
イアウ ト ファ イルを番号で管理しているので、 ファ イルに番号を割り当てる必要があ り ます。

1 続いて、 転送の有無を確認する画面が表
示されます。

2 ［はい］ ボタ ンを押し ます。

［データ転送］ 画面が表示されます。 先ほ
ど作成し たレ イ アウ ト が強調表示 （サム
ネイル表示では赤枠表示、 リ ス ト 表示で
は背景が灰色または青色） されています。

［いいえ］ ボ タ ン を押す と、 レ イ ア ウ ト
フ ァ イルを転送せずに作図画面に戻り ま
す。

3 左側の ［転送可能レ イアウ ト 一覧］ で転
送するレ イアウ ト フ ァ イル （例 ：
SAMPLE） を選択し、 右側の ［転送済み
レ イアウ ト 一覧］ でレ イアウ ト 番号
（例 ： 1） をダブルク リ ッ ク し ます。

［転送済みレ イアウ ト 一覧］ のレ イアウ ト
名に名称が表示され、 転送済みにチ ェ ッ
クが付きます。

4 フ ァ イルが転送される と、 右の画面が表
示されます。 ［OK］ ボタ ンを押し て画面
を閉じ ます。

レ イ アウ ト 番号の変更がない場合は、 右
の画面が表示さ れます。 ［OK］ ボ タ ン を

押し て画面を閉じ ます。

これでレイアウ ト フ ァ イルがスキャナコン ト
ローラに転送され、 レイアウ ト番号 （アクティ
ブレイアウ ト ） が設定されました。

［はい］ ボタ ン

転送するレ イアウ ト フ ァ イルを

選択する
［転送］ ボタ ン

レ イアウ ト 番号をダブルク リ ッ クする

［OK］ ボタ ン

［OK］ ボタ ン
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⑤ 　 溶接する

溶接を実行します。

1 続いて、 ［コ ン ト ロール］ 画面を開 く か
否かを確認する画面が表示されます。

2 ［はい］ ボタ ンを押すと、 ［コ ン ト ロー
ル］ 画面が表示されます。

［いいえ］ ボタ ンを押すと、 作図画面に戻
り ます。

3 溶接する対象をセ ッ ト し ます。

4 先ほどの手順で作成し たレ イアウ ト が、
［レ イアウ ト 番号］ （例 ： 「1」） に表示さ
れている こ と を確認し ます。

溶接する レ イ アウ ト フ ァ イルが特定され

ます。

レーザ光を照射する場合は、 必ず保護メ ガネを着用し て く だ さい。

レ イアウ ト フ ァ イルが転送できな
い、 またはレ イアウ ト 番号が転送
し たレ イアウ ト に切り替わってい
ない場合は、 オフ ラ イ ンの場合や
［制御モー ド］ が 「リ モー ト 」 であ
る こ とが考えられます。

［はい］ ボタ ン

［レ イアウ ト 番号］
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5 スキャナコ ン ト ローラがローカル制御に
なっている こ と を確認し ます。 ［制御
モー ド］ の表示が 「ローカル」 になって
いればローカル制御です。 ローカル制御
になっていない場合、 ［レーザコ ン ト
ロール］ の ［ローカル］ ボタ ンを押し て
く だ さい。

6 ［HV］ または ［LD］ の表示が 「ON」 に
なっていれば起動し ています。 起動し て
いない場合、 ［レーザコ ン ト ロール］ の
［HV ON］ または ［LD ON］ ボタ ンを押
し て く だ さい。

7 使用するシャ ッ タ番号の ［シャ ッ ター
開］ ボタ ンを押し、 シャ ッ タ を開きま
す。

8 ［レーザスキャ ン］ ボタ ンを押し ます。

［レーザスキャニング準備完了］ 画面が表
示されます。

9 ［START］ ボタ ンを押し ます。

溶接が開始されます。

以上で、 溶接できました。

［レーザスキャニング準備完了］ 画面の ［START］ ボタ ン上にマウスのカーソル

をおいたまま 5 秒以上経過し た と き、 またはレーザスキャ ン完了直後、 安全の

ために画面がロ ッ ク され、 以下の画面が表示されます。 ［OK］ ボタ ンを押すと、

［レーザスキャニング準備完了］ 画面に戻り ます。

キーボー ドの <Enter> キーまたは <Space> キーを押し、 ［レーザスキャ ン］ ボ

タ ンを押すと、 以下の画面が表示されます。 キーボー ドから溶接を開始する場
合は、 <Shift> キーを押し ながら <Enter> キーまたは <Space> キーを押し、

［レーザスキャ ン］ ボタ ンを押し て く だ さい。

［LD］

［レーザスキャ ン］

ボタ ン

［LD ON］ ボタ ン

［ローカル］

［コ ン ト ロールデバイ

ス］

［シャ ッ ター開］

ボタ ン

［START］ ボタ ン







⑥ 　 装置を終了する

40

SWDraw2

⑥ 　 装置を終了する

1 メ ニューから ［レーザ制御］ － ［コ ン ト
ロール］ を選択し ます。
［コ ン ト ロール］ 画面が表示されます。

2 ［HV OFF］ または ［LD OFF］ ボタ ンを
押し ます。

3 停止動作中は、 作図画面に冷却中メ ッ
セージが表示されます。 なお、 SCAN 
READY ラ ンプの点滅時間は、 レーザ装
置によ り異な り ます。

4 HV または LD の停止が完了する と、 パネ
ルイ ンジケータの SCAN READY ラ ンプ
が消灯し ます。
作図画面の冷却中 メ ッ セージが消えま
す。

冷却中メ ッ セージが表示されている
間は、 電源を OFF にし ないで く だ さ

い。
停止動作中に、 電源を OFF にする

と、 レーザ装置の寿命が著し く 低下
し ます。

タ イ ト ルバーに 「オン ラ イ ン」 と表
示されている間は、 電源を OFF にし

ないで く だ さい。
「オン ラ イ ン」 と表示中に電源を
OFF にする と、 メ モ リ カー ドのデー

タが失われ、 装置を起動できな く な
る可能性があ り ます。

［LD OFF］ ボタ ン
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5 ［コ ン ト ロール］ 画面の ［オフ ラ イ ン］
ボタ ンを押し ます。

6 ［閉じ る］ ボタ ンを押し て、 ［コ ン ト ロー
ル］ 画面を閉じ ます。

7 メ ニューから ［フ ァ イル］ － ［アプ リ
ケーシ ョ ンの終了］ を選択するか、 画面
右上の ［×］ ボタ ンを押し て、
「SWDraw2」 を終了し ます。

8 ス ター ト メ ニューから ［Windows の終了
（U）］ を選択し て Windows を終了し、 パ
ソ コ ンの電源を OFF にし ます。

9 スキャナコ ン ト ローラの電源を OFF にし
ます。

10 レーザ装置の電源を OFF にし ます。

11 （GWM-MHP/MHP2-000 の場合のみ） チ

ラークーラの電源を OFF にし、 水を止め

て く だ さい。

以上で、 装置を終了できました。

［オフ ラ イ ン］ ボタ ン

［閉じ る］ ボタ ン

［×］ ボタ ン
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1. 作図画面の構成

(1) メ ニューバー ・ ツールバー

レイアウ ト ファ イル作成のための機能を選択できます。 （詳細については、 『第 3 章

2. 作図画面の機能一覧』 （44 ページ） 参照）

(2) 作図コマン ド一覧

作図でよ く使う機能のボタンです。 （詳細については、 『第 3 章 2. 作図画面の機能一

覧』 （44 ページ） 参照）

(3) レ イアウ ト エ リ ア

作図を行う領域です。 このエリ アの円の中が実際に加工される範囲です。 一般図形
の描画や図形の選択などは、 十字カーソル （以降では 「カーソル」 と表記） や座標
入力によって行います。 カーソルは、 マウス操作で自由に動かすこ とができます。

第 3 章 作図画面

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）



 1. 作図画面の構成

43

SWDraw2

3
章

　
作

図
画

面

(4) メ ッ セージ表示

操作に関する メ ッセージが表示されます。

(5) 操作履歴表示

操作の履歴が表示されます。

(6) プロパテ ィ 欄

図形のプロパティが表示されます。 プロパティの変更を行う こ と もできます。

(7) コマン ド入力欄

座標や角度、 半径などを半角数字によって入力できます。

(8) ステータ スバー

現在のカーソルの位置、 レーザ装置のオン ・ オフが表示されます。

レ イアウ ト エ リ アで背景のみを ク リ ッ クする と、 プロパテ ィ 欄に 「全体重ね書
き」、 「定点ワブ リ ング」、 「ワブ リ ング」 のプロパテ ィ が表示されます。
全体重ね書きは、 レ イアウ ト 全体を繰り返す回数 （1 ～ 5000） 指定できます。

定点ワブ リ ングは、 レーザスキャニングが停止するまで、 レ イアウ ト 全体を繰
り返し ます。 定点ワブ リ ング機能を使用する と きのレ イアウ ト は、 1 つの部品

のみ構成し、 単一の閉図形にし て く だ さい。 複数のイ メ ージを含むレ イアウ ト
の場合、 定点ワブ リ ングと ならない場合があ り ます。
全体重ね書き と定点ワブ リ ングは併用できません。 全体重ね書きの場合は数値
を入力、 定点ワブ リ ングの場合はチ ェ ッ クボ ッ クスにチ ェ ッ ク を付けた後に
［更新］ ボタ ンを押すと、 どち らか選択し た機能が有効にな り ます。
ワブ リ ングの種類 「Default」 は、 システムパラ メ ータのワブ リ ング機能が有効

にな り ます。 また、 作図画面のワブ リ ングと システムパラ メ ータのワブ リ ング
の両方を選択し た場合、 作図画面の設定値が有効にな り ます。 （詳細について
は、 『第 5 章 4. システムパラ メ ータ設定 （レーザ装置の動作条件を設定する）』

（114 ページ） 参照）

ステータ スバーの機能

項目 機能

座標値 カーソル位置の座標値が表示されます。

HV ON/OFF
LD ON/OFF

レーザ装置が起動している場合は ON、 停止している場合は OFF が

表示されます。

GUIDE ON/OFF レーザ装置のガイ ド光がオンの場合は ON、 オフの場合は OFF が表

示されます。

MSHU ON/OFF レーザ装置に内蔵されている安全シャッ タが開いている場合は ON、

閉じている場合は OFF が表示されます。

SHU1 ON/OFF レーザ装置に内蔵されている分岐シャッ タ 1 が開いている場合は

ON、 閉じている場合は OFF が表示されます。

SHU2 ON/OFF レーザ装置に内蔵されている分岐シャッ タ 2 が開いている場合は

ON、 閉じている場合は OFF が表示されます。

SHU3 ON/OFF レーザ装置に内蔵されている分岐シャッ タ 3 が開いている場合は

ON、 閉じている場合は OFF が表示されます。

Hard Error
ERROR NONE

エラーの状態を示します。 エラーが発生した場合は Hard Error、 エ

ラーがない場合は ERROR NONE が表示されます。
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2. 作図画面の機能一覧

以下に、 作図画面で使用できる メニューとその機能を示します。

作図画面の機能一覧 （ １  / ６ ）

メ ニュー名 サブ メ ニュー名 ボタ ン 機能

ファ イル 新規作成 レイアウ ト ファ イル新規作成画面を表示します。
（『第 4 章 1.1. 新規作成 （レイアウ ト ファ イルを新規作成す

る）』 （50 ページ） 参照）

開く レイアウ ト ファ イルを開きます。
（『第 4 章 1.2. 開く （既存のレイアウ ト ファ イルを編集する）』

（51 ページ） 参照）

上書き保存 開いたレイアウ ト ファ イルを同じファ イル名で保存します。
（『第 4 章 1.3. 上書き保存 （レイアウ ト ファ イルを上書き保存

する）』 （52 ページ） 参照）

名前を付けて保
存 －

開いたレイアウ ト ファ イルを別名で保存します。
（『第 4 章 1.4. 名前を付けて保存 （レイアウ ト ファ イルを保存

する）』 （52 ページ） 参照）

旧バージ ョ ンで
保存

－

ハッチングや繰り返し機能がないバージ ョ ン （SWDraw2 の

V00-02A 以前または SWDraw） で読み込むために、 開いたレ

イアウ ト ファ イルを古いバージ ョ ンで保存します。 ハッチン
グは連続線に変換されるか削除され、 繰り返しは初期化 （1
固定） されます。
（『第 4 章 1.5. 旧バージ ョ ンで保存』 （53 ページ） 参照）

インポート→
DXF インポート －

CAD の DXF ファ イルをインポート します。

（『第 4 章 2.1. DXF インポート （DXF ファ イルをインポート

する）』 （57 ページ） 参照）

インポート→
GWH インポート －

GWH- □□ - □□の GWH ファ イルをインポート します。

（『第 4 章 2.2. GWH インポート （GWH ファ イルをインポー

トする）』 （58 ページ） 参照）

レイアウ ト合成 既存のレイアウ ト ファ イルを複数取り込んで、 合成したレイ
アウ ト ファ イルを新規に作成します。
（『第 4 章 3. レイアウ ト を合成する』 （59 ページ） 参照）

アプ リ ケーシ ョ
ンの終了 －

「SWDraw2」 を終了します。

（『第 4 章 4. アプリ ケーシ ョ ンの終了』 （61 ページ） 参照）

レーザ制御 コン ト ロール レイアウ ト ファ イルの転送、 溶接の実行、 制御機の各種設定
を行います。
（『第 5 章 1. コン ト ロール』 （62 ページ） 参照）

スケジュール 波形の作成方式、 レーザ光の照射時間、 レーザ出力値を設定
します。
（『第 5 章 (1) 出力条件 欄』 （91 ページ） および 『第 5 章 (2) 出
力条件 欄』 （103 ページ） 参照）

データ転送 レイアウ ト ファ イルをスキャナコン ト ローラに転送します。
（『第 5 章 2.1. レイアウ ト ファ イルの転送』 （70 ページ） 参照）
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レーザ制御
（つづき）

スキャナ調整
－

スキャナの動作条件を設定します。
（『第 5 章 1.2. スキャナの設定』 （67 ページ） 参照）

システムパラ
メータ設定 －

レーザ装置の基本的な動作条件を設定します。
（『第 5 章 4. システムパラ メータ設定 （レーザ装置の動作条件

を設定する）』 （114 ページ） 参照）

RS232C 通信設

定 －

制御パソコンと GWM コン ト ローラ間の RS-232C 通信にお

いて、 GWM コン ト ローラ側の通信条件を設定します。

（『第 5 章 5. RS232C 通信設定』 （120 ページ） 参照）

イベン ト情報
－

発生したイベン トの内容を表示します。
（『第 5 章 6. イベン ト情報』 （121 ページ） 参照）

外部 I/O モニタ

テス ト

外部入出力コネクタに接続された I/O 信号をモニタ リ ングし

ます。
（『第 5 章 7. 外部 I/O モニタテス ト 』 （122 ページ） 参照）

編集 元に戻す

－

操作を元に戻します。
（『第 6 章 1. 元に戻す （操作を取り消す）』 （123 ページ） 参

照）

やり直し

－

元に戻した操作をやり直します。
（『第 6 章 2. やり直し （操作をやり直す）』 （123 ページ） 参

照）

削除

－

選択した図形を削除します。
（『第 6 章 3. 図形の削除 （図形を削除する）』 （123 ページ） 参

照）

コピー

－

図形のコピーを配置します。
（『第 6 章 4.1. コピー （コピーを配置する）』 （124 ページ） 参

照）

回転コピー

－

図形のコピーを回転して配置します。
（『第 6 章 4.2. 回転コピー （コピーを回転して配置する）』

（125 ページ） 参照）

反転コピー

－

図形のコピーを反転して配置します。
（『第 6 章 4.3. 反転コピー （コピーを反転して配置する）』

（126 ページ） 参照）

移動
－

図形を移動します。
（『第 6 章 5.1. 移動 （図形を移動する）』 （127 ページ） 参照）

回転移動

－

図形を回転して移動します。
（『第 6 章 5.2. 回転移動 （図形を回転して移動する）』 （128
ページ） 参照）

反転移動

－

図形を反転して移動します。
（『第 6 章 5.3. 反転移動 （図形を反転して移動する）』 （129
ページ） 参照）

コ メン ト編集

－

作図で作成されたコ メン トの編集を行います。
（『第 6 章 6. コ メン ト （コ メン ト を編集する）』 （131 ページ）

参照）

下絵縮尺変更

－

下絵のサイズを変更します。
（『第 6 章 5.4. 下絵縮尺変更 （下絵のサイズを変更する）』

（130 ページ） 参照）

作図画面の機能一覧 （ ２  / ６ ）

メ ニュー名 サブ メ ニュー名 ボタ ン 機能
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編集
（つづき）

行列→設定 図形をコピーして行列状に配置します。
（『第 6 章 7.1. 行列配置』 （132 ページ） 参照）

行列→解除 設定した行列を解除して、 元の図形の状態に戻します。
（『第 6 章 7.2. 行列解除』 （133 ページ） 参照）

調整 ト リ ミ ング

－

線の一部を削除または延長します。
（『第 7 章 1.1. ト リ ミ ング （線の一部を削除する）』 （134 ペー

ジ） 参照）

交点切断

－

線と線が交差する と ころにある余分な線を削除します。
（『第 7 章 1.2. 交点切断 （交点の不要な線を削除する）』 （135
ページ） 参照）

選択モード 選択モードに切り替えます。
（『第 7 章 2.1. 選択モード （選択モードに切り替える）』 （136
ページ） 参照）
選択した図形のプロパティを表示します。
（『第 7 章 3.1. プロパティの使い方』 （138 ページ） 参照）

回転モード 選択モードのと きに、 図形を回転します。
（『第 7 章 2.2. 回転モード （選択モードで線分を回転する）』

（137 ページ） 参照）

連続線分解

－

連続線を構成点ごとに切り離し、 線分にします。
（『第 7 章 4. 連続線分解 （図形を分解する）』 （148 ページ） 参

照）

四角分解

－

四角を線分もし くは線分と円弧に切り離します。
（『第 7 章 5. 四角分解 （四角形を分解する）』 （149 ページ） 参

照）

分割
－

図形を任意の位置で分割します。
（『第 7 章 6. 分割 （図形を分割する）』 （150 ページ） 参照）

円弧連続線化
－

円弧を指定した数で連続線に分割します。
（『第 7 章 7. 円弧連続線化』 （152 ページ） 参照）

結合

－

2 本の線分や円弧を 1 点で重ね合わせます。

（『第 7 章 8. 結合 （2 つの図形を 1 点で重ね合わせる）』 （153
ページ） 参照）

連続線結合
→ AUTO

－

複数の直線または円弧で構成されたオブジェク ト を自動的に
結合して 1 つの連続線分にします。

（『第 7 章 9.1. AUTO （自動で 1 つの連続線分にする）』 （155
ページ） 参照）

連続線結合
→ MANUAL

－

複数の直線または円弧で構成されたオブジェク ト を手動で結
合して 1 つの連続線分にします。

（『第 7 章 9.2. MANUAL （手動で 1 つの連続線分にする）』

（156 ページ） 参照）

フ ィ レッ ト

－

2 本の線分もし くは連続線の直線 2 要素で構成された角に対

して、 指定した半径で角を丸めます。
（『第 7 章 10. フ ィ レッ ト 』 （157 ページ） 参照）

作図画面の機能一覧 （ ３  / ６ ）

メ ニュー名 サブ メ ニュー名 ボタ ン 機能
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調整
（つづき）

構成点追加
－

連続線分を構成している構成点要素を追加します。
（『第 7 章 11. 構成点追加』 （159 ページ） 参照）

構成点削除
－

連続線分を構成している構成点要素を削除します。
（『第 7 章 12. 構成点削除』 （160 ページ） 参照）

ハッチングの
連続線化

－
円または四角に設定されたハッチングを連続線にします。
（『第 7 章 13. ハッチングの連続線化』 （161 ページ） 参照）

スキャニング順
→自動 －

選択したオブジェク トに接して連続しているオブジェク トの
スキャニング順とスキャニング方向を自動的に設定します。
（『第 8 章 2. スキャニング順自動機能』 （163 ページ） 参照）

スキャニング順
→逆転

－
選択したオブジェク トの始点と終点を取り替えます。
（『第 8 章 3. スキャニング順逆転機能』 （168 ページ） 参照）

スキャニング順
→確認 －

選択したオブジェク トに接して連続しているオブジェク ト と
スキャニング方向を表示します。
（『第 8 章 4. スキャニング順確認機能』 （171 ページ） 参照）

作図 線分 作図コマンド一覧 ：
［線分］ ボタン

直線を描画します。
（『第 9 章 1. 線分 （直線を描く）』 （175 ページ） 参照）

連続線分 作図コマンド一覧 ：
［連続線分］ ボタン

複数の直線または円弧で構成されたオブジェク ト を描画しま
す。 （連続線分 ： ジグザグ線のよ うな複数の直線をつなげた
線）
（『第 9 章 2. 連続線分 （連続した複数の線分を描く）』 （176 ペー

ジ） 参照）

平行線 作図コマンド一覧 ：
［平行線］ ボタン

既存の直線と同じ傾きの直線を描画します。
（『第 9 章 3. 平行線 （平行線を描く）』 （190 ページ） 参照）

四角 作図コマンド一覧 ：
［四角］ ボタン

長方形を描画します。
（『第 9 章 4. 四角 （四角を描く）』 （191 ページ） 参照）

円 [Manual] 作図コマンド一覧 ：
［円 [Manual]］ ボタ

ン

オーバーラ ップ付きの円を描画します。
（『第 9 章 5.1. オーバーラ ップ付きの円を描く （Manual）』
（194 ページ） 参照）

円弧

－

半径を指定して円弧を描画します。
（『第 9 章 6. 円弧 （半径を指定して円弧を描く）』 （198 ペー

ジ） 参照）

3 点円弧 作図コマンド一覧 ：
［3 点円弧］ ボタン

円周上の 3 点を指定して円弧を描画します。

（『第 9 章 7. 3 点円弧 （円周上の 3 点を指定して円弧を描く）』

（200 ページ） 参照）

スポッ ト 作図コマンド一覧 ：
［スポッ ト ］ ボタン

点を描画します。
（『第 9 章 8. スポッ ト （スポッ ト溶接用の点を描画する）』

（201 ページ） 参照）

搬送制御 作図コマンド一覧 ：
［搬送制御］ ボタン

搬送制御コマンドを配置します。
（『第 9 章 9. 搬送制御』 （202 ページ） 参照）

円 [Auto] 作図コマンド一覧 ：
［円 [Auto]］ ボタン

従来の円を描画します。
（『第 9 章 5.2. 従来の円を描く （Auto）』 （196 ページ） 参照）

コ メン ト

－

スキャニングとは関係なく レイアウ トデータに対しての情報
を付加します。
（『第 9 章 10.1. コ メン ト を作成する』 （205 ページ） 参照）

作図画面の機能一覧 （ ４  / ６ ）

メ ニュー名 サブ メ ニュー名 ボタ ン 機能
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レイアウ ト 左揃え
－

図形を左揃えで整列します。
（『第 10 章 1. 左揃え』 （208 ページ） 参照）

右揃え － 図形を右揃えで整列します。

上揃え － 図形を上揃えで整列します。

下揃え － 図形を下揃えで整列します。

左右中央揃え － 図形を左右中央揃えで整列します。

上下中央揃え － 図形を上下中央揃えで整列します。

左右均等揃え － 図形を左右均等揃えで整列します。

上下均等揃え － 図形を上下均等揃えで整列します。

表示 全図形表示
－

図形が存在する領域だけを表示します。
（『第 11 章 1. 全図形表示』 （212 ページ） 参照）

全体表示 画面をデフォルトの表示に戻します。

拡大 表示している画面全体を拡大表示します。

領域拡大 － 領域を指定して拡大表示します。

縮小 表示している画面全体を縮小表示します。

画面移動 － 中心位置を指定して表示範囲を移動します。

グ リ ッ ド表示
－

オン／オフを切り替えます。
（『第 11 章 7. グ リ ッ ド表示』 （215 ページ） 参照）

再表示
－

画面表示を更新します。
（『第 11 章 8. 再表示』 （215 ページ） 参照）

下絵表示
－

下絵の表示のオン／オフを切り替えます。
（『第 11 章 9. 下絵表示』 （215 ページ） 参照）

下絵編集モード
－

下絵編集モードのオン／オフを切り替えます。
（『第 11 章 10. 下絵編集モード』 （215 ページ） 参照）

オーバーラ ップ
表示 －

四角オブジェク トのオーバーラ ップ部分の表示のオン／オフ
を切り替えます。
（『第 11 章 11. オーバーラ ップ表示』 （215 ページ） 参照）

入力支援 グ リ ッ ド設定
－

グ リ ッ ドの間隔を設定します。
（『第 12 章 1. グ リ ッ ド設定』 （216 ページ） 参照）

グ リ ッ ド原点
－

グ リ ッ ドを配置します。
（『第 12 章 2. グ リ ッ ド原点』 （217 ページ） 参照）

スナップ設定
－

グ リ ッ ドに吸着させる要素を設定します。
（『第 12 章 3. スナップ設定』 （218 ページ） 参照）

角度補正
－

角度補正のオン／オフを切り替えます。
（『第 12 章 4. 角度補正』 （219 ページ） 参照）

作図画面の機能一覧 （ ５  / ６ ）

メ ニュー名 サブ メ ニュー名 ボタ ン 機能
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入力支援
（つづき）

距離計測
－

指定した 2 点間の距離を計測します。

（『第 12 章 5. 距離計測』 （219 ページ） 参照）

設定 環境設定 アプリ ケーシ ョ ンの基本的な機能の動作を設定します。
（『第 13 章 1. 環境設定』 （220 ページ） 参照）

ヘルプ SWDraw2 の

バージ ョ ン情報

「SWDraw2」 のバージ ョ ン情報を表示します。

（『第 15 章 1. SWDraw2 のバージ ョ ン情報 （SWDraw2 の

バージ ョ ン情報を確認する）』 （230 ページ） 参照）

コン ト ローラの
バージ ョ ン情報

－

スキャナのコン ト ローラ ソフ トのバージ ョ ンを表示します。
（『第 15 章 2. コン ト ローラのバージ ョ ン情報 （スキャナコン

ト ローラ ソフ トのバージ ョ ン情報を確認する）』 （230 ページ）

参照）

作図画面の機能一覧 （ ６  / ６ ）

メ ニュー名 サブ メ ニュー名 ボタ ン 機能
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1. フ ァ イルの作成、 保存、 転送

1.1. 新規作成 （レ イアウ ト フ ァ イルを新規作成する）

溶接する図形データのレイアウ ト とその加工条件は、 レイアウ ト ファ イルに保存されま
す。 そのため、新しい溶接データを作る場合は、新しいレイアウ ト ファ イルを作成する必
要があ り ます。

以下の手順で、 新規のレイアウ ト ファ イルを作成できます。

1 ツールバーの ［新規レ イアウ ト 作成］ ボタ ンを押すか、 メ ニューから ［フ ァ イル］
－ ［新規作成］ を選択し ます。

新規のレイアウ ト ファ イルが作成され、 レイアウ トエ リ アが空欄になり ます。

2 保存し ないと、 レ イアウ ト フ ァ イルと し て作業フ ォルダに格納されません。 レ イア
ウ ト が終了し たら、 フ ァ イルを保存し て く だ さい。
フ ァ イルの保存方法については、 『第 4 章 1.3. 上書き保存 （レ イアウ ト フ ァ イルを
上書き保存する）』 （52 ページ） を参照し て く だ さい。

第 4 章 フ ァ イル

レ イアウ ト フ ァ イルは 1 つしか開 く こ とができません。 作業中のレ イアウ ト

フ ァ イルがある場合は、 必要に応じ て、 あらかじめ保存し て く だ さい。



 1. フ ァ イルの作成、 保存、 転送

51

SWDraw2

4
章

　
フ

ァ
イ

ル

1.2. 開 く （既存のレ イアウ ト フ ァ イルを編集する）

以下の手順で、 既存のレイアウ ト ファ イルを編集できます。

1 ツールバーの ［レ イアウ ト フ ァ イルを開 く ］ ボタ ンを押すか、 メ ニューから ［フ ァ
イル］ － ［開 く ］ を選択し ます。

［開く］ 画面が表示されます。

2 編集する フ ァ イルを選択し ます。

3 ［確定］ ボタ ンを押し ます。

レイアウ ト ファ イルが開き、 レイアウ トエ リ アに溶接データが表示されます。

レ イアウ ト フ ァ イルは 1 つしか開 く こ とができません。 作業中のレ イアウ ト

フ ァ イルがある場合は、 必要に応じ て、 あらかじめ保存し て く だ さい。

フ ァ イルの表示をサムネイル表示ではな く 、 フ ァ イル名のリ ス ト 表示にし たい
と きは、 ［表示切替］ ボタ ンを押し て く だ さい。

フ ァ イルを選択する
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1.3. 上書き保存 （レ イアウ ト フ ァ イルを上書き保存する）

以下の手順で、 レイアウ ト ファ イルを上書き保存できます。

1 レ イアウ ト フ ァ イルを開いた状態で、 ツールバーの ［レ イアウ ト の保存］ ボタ ンを
押すか、 メ ニューから ［フ ァ イル］ － ［上書き保存］ を選択し ます。

レイアウ ト ファ イルがパソコンの作業フォルダに上書き保存され、 「レイアウ トが保存されました」 とい

う メ ッセージが表示されます。 ［OK］ ボタンを押して画面を閉じます。

2 「レ イアウ ト フ ァ イルを転送し ますか」 のメ ッ セージが表示されます。
［はい］ ボタ ンを押すと、 レ イアウ ト データ転送から レーザスキャ ンまで実行でき
ます。 （詳細については、 『第 4 章 1.6. レ イアウ ト フ ァ イルの転送』 （54 ページ） 参
照）
［いいえ］ ボタ ンを押すと、 作図画面に戻り ます。

1.4. 名前を付けて保存 （レ イアウ ト フ ァ イルを保存する）

以下の手順で、 レイアウ ト ファ イルを保存できます。

1 メ ニューから ［フ ァ イル］ － ［名前を付けて保存］ を選択し ます。

［名前を付けて保存］ 画面が表示されます。

2 ［フ ァ イル名］ にフ ァ イル名を入力し ます。

• フ ァ イル名は、 ド ラ イブ名、 デ ィ レ ク ト リ名を含めて半角で 255 文字以内で

入力し て く だ さい。
• フ ァ イル名に半角を使用する と きは、 大文字を使用し て く だ さい。
• フ ァ イル名に半角カ タ カナ、 特殊文字 （① Ⅱ ㈱など）、 記号 （\/:*?"<>|）、 半

角スペース、 CON、 AUX、 COM1 ～ COM9、 LPT1 ～ LPT9、 PRN、 NUL は

使用できません。

フ ァ イルの表示をサムネイル表示ではな く 、 フ ァ イル名のリ ス ト 表示にし たい
と きは、 ［表示切替］ ボタ ンを押し て く だ さい。 次回起動時も切り替え後の形式
で表示されます。

フ ァ イル名を入力する
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3 ［確定］ ボタ ンを押し ます。

レイアウ ト ファ イルがパソコンの作業フォルダに保存され、 「レイアウ トが保存されました」 という メ ッ

セージが表示されます。 ［OK］ ボタンを押して画面を閉じます。

4 「レ イアウ ト フ ァ イルを転送し ますか」 のメ ッ セージが表示されます。
［はい］ ボタ ンを押すと、 レ イアウ ト データ転送から レーザスキャ ンまで実行でき
ます。 （詳細については、 『第 4 章 1.6. レ イアウ ト フ ァ イルの転送』 （54 ページ） 参
照）
［いいえ］ ボタ ンを押すと、 作図画面に戻り ます。

1.5. 旧バージ ョ ンで保存

以下の手順で、 レイアウ ト ファ イルを旧バージ ョ ン形式で保存できます。

1 メ ニューから ［フ ァ イル］ － ［旧バージ ョ ンで保存］ を選択し ます。

2 ハッ チングが存在する場合、 メ ッ セージが表示されます。
［はい］ ボタ ンを押すと、 ハッ チングが連続線に変換されます。 （詳細については、
『第 7 章 13. ハッ チングの連続線化』 （161 ページ） 参照）
［いいえ］ ボタ ンを押すと、 ハッ チングはすべて削除されます。
また、 繰り返し も初期化されます。

［旧バージ ョ ンで保存］ 画面が表示されます。

3 ［フ ァ イル名］ にフ ァ イル名を入力し ます。

• フ ァ イル名は、 ド ラ イブ名、 デ ィ レ ク ト リ名を含めて半角で 255 文字以内で
入力し て く だ さい。

• フ ァ イル名に半角を使用する と きは、 大文字を使用し て く だ さい。
• フ ァ イル名に半角カ タ カナ、 特殊文字 （① Ⅱ ㈱など）、 記号 （\/:*?"<>|）、 半

角スペース、 CON、 AUX、 COM1 ～ COM9、 LPT1 ～ LPT9、 PRN、 NUL は
使用できません。

［OK］ ボタ ン

フ ァ イル名を入力する
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4 ［確定］ ボタ ンを押し ます。

レイアウ ト ファ イルがパソコンの作業フォルダに保存され、 「レイアウ トが保存されました」 という メ ッ

セージが表示されます。 ［OK］ ボタンを押して画面を閉じます。

1.6. レ イアウ ト フ ァ イルの転送

作成したレイアウ ト ファ イルをスキャナコン ト ローラに転送します。スキャナコン ト ロー
ラでは、 レイアウ ト ファ イルを番号で管理しているので、 ファ イルに番号を割り当てる必
要があ り ます。

以下の方法で、 レイアウ ト ファ イルをスキャナコン ト ローラに転送するこ とができます。

1 レ イアウ ト フ ァ イルの保存後、 「レ イアウ ト フ ァ イルを転送し ますか」 のメ ッ セー
ジが表示されたら、 ［はい］ ボタ ンを押し ます。

レイアウ ト ファ イルがスキャナコン ト ローラに転送されているか否か、 およびレイアウ ト番号が同一か

否かで、 その後のシーケンスが異なり ます。 1.6.1 ～ 1.6.4 で説明します。

2 ［コ ン ト ロール］ 画面を開 く か否かの画面が表示されます。
［はい］ ボタ ンを押すと、 ［コ ン ト ロール］ 画面が表示されます。 ［コ ン ト ロール］
画面では、 レーザスキャ ンなどのレーザ制御が可能です。 （詳細については、 『第 5
章 1. コ ン ト ロール』 （62 ページ） 参照）
［いいえ］ ボタ ンを押すと、 作図画面に戻り ます。

フ ァ イルの表示をサムネイル表示ではな く 、 フ ァ イル名のリ ス ト 表示にし たい
と きは、 ［表示切替］ ボタ ンを押し て く だ さい。 次回起動時も切り替え後の形式
で表示されます。



［OK］ ボタ ン

［はい］ ボタ ン
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1.6.1. レ イアウ ト フ ァ イルが転送済みで、 レ イアウ ト 番号が同一の場合

1 「フ ァ イルの転送が完了し ま し た」 のメ ッ セージが表示されたら、 ［OK］ ボタ ンを
押し ます。

1.6.2. レ イアウ ト フ ァ イルが転送済みで、 レ イアウ ト 番号が異なる場合

1 レ イアウ ト フ ァ イルを転送する場合は、 ［はい］ ボタ ンを押し ます。

［いいえ］ ボタンを押すと、 レイアウ ト ファ イルをスキャナコン ト ローラに転送せずに作図画面に戻り ま

す。

2 転送が完了し、 レ イアウ ト 番号が転送されたレ イアウ ト フ ァ イルの番号に変更され
た メ ッ セージが表示されたら、 ［OK］ ボタ ンを押し ます。

［制御モー ド］ が 「リ モー ト 」 の場合、 スキャナコ ン ト ローラのレ イアウ ト 番号
（アク テ ィ ブレ イアウ ト ） は切り替わり ません。 （詳細については、 『第 5 章 2. 
データ転送 （レ イアウ ト の転送、 削除、 コ ピー）』 （69 ページ） 参照）

［はい］ ボタ ン

［OK］ ボタ ン
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1.6.3. レ イアウ ト フ ァ イルが転送されておらず、 レ イアウ ト 番号が同一の場合

1 ［データ転送］ 画面が表示されます。

2 左側のサムネイルから レ イアウ ト フ ァ イルを選択し、 右側の一覧から レ イアウ ト
フ ァ イルに割り当てるレ イアウ ト 番号をダブルク リ ッ ク し て選択し ます。

3 ［転送］ ボタ ンを押し ます。

「ファ イルの転送が完了しました」 という メ ッセージ画面が表示されます。 ［OK］ ボタンを押して画面を

閉じます。

4 ［閉じ る］ ボタ ンを押し て ［データ転送］ 画面を閉じ ます。

1.6.4. レ イアウ ト フ ァ イルが転送されておらず、 レ イアウ ト 番号が異なる場合

操作方法は、 1.6.3 と同様です。

転送が完了し、レイアウ ト番号が転送されたレイアウ ト ファ イルの番号に変更されたメ ッ
セージが表示されたら、 ［OK］ ボタンを押します。

［制御モー ド］ が 「リ モー ト 」 の場合、 スキャナコ ン ト ローラのレ イアウ ト 番号
（アク テ ィ ブレ イアウ ト ） は切り替わり ません。 （詳細については、 『第 5 章 2. 
データ転送 （レ イアウ ト の転送、 削除、 コ ピー）』 （69 ページ） 参照）

レ イアウ ト フ ァ イル

を選択する レ イアウ ト 番号を選

択する

［OK］ ボタ ン
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2. 外部のフ ァ イルを イ ンポー ト する

2.1. DXF イ ンポー ト （DXF フ ァ イルを イ ンポー ト する）

CAD ソフ トで作成したDXFファ イルを読み込んで、レイアウ ト ファ イルに配置できます。

以下の手順で、 DXF ファイルをインポート します。 インポート した DXF ファイルは、下

絵と して利用できます。

1 メ ニューから ［フ ァ イル］ － ［イ ンポー ト ］ － ［DXF イ ンポー ト ］ を選択し ます。

［ファ イルを開く］ 画面が表示されます。

2 イ ンポー ト する DXF フ ァ イルを選択し ます。
イ ンポー ト し た DXF フ ァ イルを下絵と し て使用する場合は、 ［下絵と し て取り込
む］ にチ ェ ッ ク を付けます。

3 ［開 く ］ ボタ ンを押し ます。

DXF ファイルがインポート され、 レイアウ トエ リ アに表示されます。

AutoCAD で作成された DXF フ ァ イルのみサポー ト し ています。

・ イ ンポー ト できる DXF データ ： 線、 円、 円弧、 楕円、 楕円弧、 折線、 文字、

曲線、 ブロ ッ ク （部品）、 点。
・ DXF フ ァ イルを イ ンポー ト する と、 AutoCAD 上で指定し た原点が溶接中心

座標に配置されます。 AutoCAD で原点を調整し てから、 イ ンポー ト し て く

だ さい。
・ DXF のフ ァ イル形式は、 「ASCII （アスキー）」 と し て く だ さい。 「バイナ リ」

はサポー ト し ていません。



下絵と し て利用する場合

にチ ェ ッ ク を付ける
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2.2. GWH イ ンポー ト （GWH フ ァ イルを イ ンポー ト する）

他のレーザ装置のソフ ト ウェアで作成したファイルを読み込んで、レイアウ ト ファ イルに
配置できます。

1 メ ニューから ［フ ァ イル］ － ［イ ンポー ト ］ － ［GWH イ ンポー ト ］ を選択し ます。

［ファ イルを開く］ 画面が表示されます。

2 イ ンポー ト する GWH フ ァ イルを選択し ます。

3 ［開 く ］ ボタ ンを押し ます。
フ ァ イルがイ ンポー ト されたこ と を確認するための画面が表示されます。 また、
GWH フ ァ イルに設定されているオフセ ッ ト 値を表示し ます。 必要に応じ て、 値を
控えておいて く だ さい。 ［OK］ ボタ ンを押すと、 画面が閉じ ます。

GWH ファ イルがインポート され、 レイアウ トエ リ アに表示されます。
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3. レ イアウ ト を合成する

既存のレイアウ ト ファ イルを複数取り込んで、合成したレイアウ ト ファ イルを新規に作成
します。

3.1. 合成される要素

合成対象の要素と非対象の要素は以下のとおりです。

3.2. レ イアウ ト 合成 （合成するレ イアウ ト フ ァ イルを選択する）

1 メ ニューから ［フ ァ イル］ － ［レ イアウ ト 合成］ を選択し ます。

［レイアウ ト合成］ 画面が表示されます。

2 合成する フ ァ イルを選択し ます。

種類 合成可否 備考

線分 ○

円 ○ ハッチングを含む

円弧 ○

四角形 ○ ハッチングを含む

連続線分 ○

スポッ ト ○

搬送制御 ○

コ メン ト ○

下絵 ×

フ ァ イルを選択する



3. レ イアウ ト を合成する

60

SWDraw2

3 ［確定］ ボタ ンを押し ます。

レイアウ ト合成するファイルを含めて、 使用要素が 1000 未満の場合は、 レイアウ トエ リ アに選択した溶

接データが表示されます。 1000 を超える場合は 「オブジェク ト数の上限を超えています。 上限まで合成

しますか」 という メ ッセージが表示されます。

［はい］ ボタンを押すと、 1000 オブジェク ト まで合成されます。 ［いいえ］ ボタンを押すと、 レイアウ ト

合成せずに画面を閉じます。

合成された要素のスキャニング順は、 現在作成されている最後のオブジェク トの後に追加されます。

4 作成し たレ イアウ ト 合成フ ァ イルは、 レ イアウ ト 名を付けて適宜保存し ます。

フ ァ イルの表示をサムネイル表示ではな く 、 フ ァ イル名のリ ス ト 表示にし たい
と きは、 ［表示切替］ ボタ ンを押し て く だ さい。
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4. アプ リ ケーシ ョ ンの終了

1 アプ リ ケーシ ョ ンのメ ニューから ［フ ァ イル］ － ［アプ リ ケーシ ョ ンの終了］ を選
択するか、 画面右上の ［×］ ボタ ンを押し て、 「SWDraw2」 を終了し ます。

装置の終了については、『第 2 章 ⑥　装置を終了する』 （40 ページ） を参照してください。

［×］ ボタ ン
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1. コ ン ト ロール

［コン ト ロール］ 画面では、 レイアウ ト ファ イルの転送、 溶接の実行、 制御機の各種設定
を行う こ とができます。 こ こでは、 ［コン ト ロール］ 画面の概要を説明します。

1.1. ［コ ン ト ロール］ 画面の構成

第 5 章 レーザ制御

GWM-PFL （ML-3060A） の場合の画面です。 接続する機種によ って、 使用可能

なボタ ン と条件が異な り ます。

（1）

（2）

（3）

（4）

（7） （8）

（5）

（6）
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(1) ［オン ラ イ ン］ / ［オフ ラ イ ン］ ボタ ン

［オンライン］ ボタンを押すと、 USB 通信を有効にします。

［オフライン］ ボタンを押すと、 USB 通信を無効にします。

(2) スキャナ

スキャナの状態を確認したり、 スキャナの設定を行います。 以下の項目を設定でき
ます。

• ［データ転送］ ボタン
レイアウ ト ファ イルのスキャナコン ト ローラへの転送と、 パソコン上およびス
キャナコン ト ローラ上のレイアウ ト ファ イルの削除、 コピーといったファイルメ
ンテナンスを行うためのボタンです。 このボタンを押すと、 ［データ転送］ 画面
が表示されます。 （詳細については、 『第 5 章 2.1. レイアウ ト ファ イルの転送』

（70 ページ） 参照）

(3) エラー

• ［ハードエラー］ ランプ
スキャナコン ト ローラ、 またはレーザ装置にエラーが発生した場合に点灯しま
す。

• ［エラーリセッ ト ］ ボタン
このボタンを押すと、 エラーを リセッ ト します。 エラーのリセッ トによって異常
状態を解除しないと、 溶接を再開できません。

• ［RAS］ ボタン

このボタンを押すと、 エラーの内容を確認するための ［RAS ステータス］ 画面

を表示します。

オフ ラ イ ン時に設定されていた機種とオン ラ イ ンにし た と きに接続されている
機種が異なる場合は、 SWDraw2 を再起動し て く だ さい。

スキャナの設定項目

項目 設定内容

レイアウ ト番号 溶接を行う レイアウ ト番号を選択します。

レイアウ ト ファ イル名 ［レイアウ ト番号］ で選択したレイアウ ト番号のファイル名を表示
します。 ［更新］ ボタンを押すと、 ［レイアウ ト番号］ に設定されて
いるレイアウ ト番号のファイル名に更新します。 ［キャンセル］ ボ
タンを押すと、 ［レイアウ ト番号］ を最終更新時の状態に戻します。



1. コ ン ト ロール

64

SWDraw2

［RAS ステータス］ 画面では、 ［保存］ ボタンを押すと、 エラーの内容を CSV
データ と して保存するこ とができます。 ［OK］ ボタンを押すと、 画面が閉じます。

(4) スキャ ン起動

スキャニングを実行します。 レーザを出力する場合は ［レーザスキャン］ ボタン、

レーザを出力しない場合は ［テス ト スタート ］ ボタンを押してください。

• ［レーザスキャン］ ボタン
ガイ ド光が OFF のと きにこのボタンを押すと、 ［レーザスキャニング準備完了］

画面が表示されます。

［START］ ボタンを押すと、 溶接を開始します。 溶接が開始される と、 終了するま

でこのボタンは無効になり ます。 スキャンする対象がなくなる と、 溶接は自動的に

終了します。

• フ ァ イル名は、 ド ラ イブ名、 デ ィ レ ク ト リ名を含めて半角で 255 文字以内で

入力し て く だ さい。
• フ ァ イル名に半角を使用する と きは、 大文字を使用し て く だ さい。
• フ ァ イル名に半角カ タ カナ、 特殊文字 （① Ⅱ ㈱など）、 記号 （\/:*?"<>|）、 半

角スペース、 CON、 AUX、 COM1 ～ COM9、 LPT1 ～ LPT9、 PRN、 NUL は

使用できません。

レーザを出力する し ないにかかわらず、 外部信号およびレーザ装置のスケ
ジュールを切り替える信号が出力されます。

［レーザスキャニング準備完了］ 画面の ［START］ ボタ ン上にマウスのカーソル

をおいたまま 5 秒以上経過し た と き、 またはレーザスキャ ン完了直後、 安全の

ために画面がロ ッ ク され、 以下の画面が表示されます。 ［OK］ ボタ ンを押すと、

［レーザスキャニング準備完了］ 画面に戻り ます。
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• ［テス ト スタート ］ ボタン
このボタンを押すと、 ［テス ト スキャニング準備完了］ 画面が表示されます。

［START］ ボタンを押すと、 テス ト溶接を開始します。 レーザは出力されません。

テス ト溶接が開始される と、 終了するまでこのボタンは無効になり ます。 スキャン
する対象がなくなる と、 テス ト溶接は自動的に終了します。

(5) ステータ ス 　 レーザコ ン ト ロール

左側には通信によって取得した装置の状態を示しています。 右側のボタンでレーザ
装置の制御を行う こ とができます。

キーボー ドの <Enter> キーまたは <Space> キーを押し、 ［レーザスキャ ン］ ボ

タ ンを押すと、 以下の画面が表示されます。 キーボー ドから溶接を開始する場
合は、 <Shift> キーを押し ながら <Enter> キーまたは <Space> キーを押し、

［レーザスキャ ン］ ボタ ンを押し て く だ さい。

ステータ スの表示項目

項目 表示 表示の意味

コン ト ロール
デバイス

パネル レーザ装置の単独での制御になり ます。

外部 スキャナコン ト ローラによる制御になり ます。

HV/LD ON レーザ装置が起動しています。

OFF レーザ装置が停止しています。

ガイ ド ON ガイ ド光がオンになっています。

OFF ガイ ド光がオフになっています。

メ インシャ ッ
タ

ON レーザ装置に内蔵されている安全シャッタが開いています。

OFF レーザ装置に内蔵されている安全シャッタが閉じています。

シャ ッ タ
1 ～ 3

ON レーザ装置に内蔵されている分岐シャッタが開いています。

OFF レーザ装置に内蔵されている分岐シャッタが閉じています。

スキャナ温調 OK スキャナヘッ ド冷却システムの流量が正常な範囲内です。

NG スキャナヘッ ド冷却システムの流量が適正な範囲を超えています。

制御モード ローカル スキャナコン ト ローラの制御がローカル制御になっています。

リモート スキャナコン ト ローラの制御がリモート制御になっています。
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• ［HV ON］ / ［LD ON］ / ［HV OFF］ / ［LD OFF］ ボタン

［HV ON］ / ［LD ON］ ボタンを押すと、 レーザ装置が起動します。 起動動作中

は、 メ ッセージが表示されます。
［HV OFF］ / ［LD OFF］ ボタンを押すと、 レーザ装置が停止します。 停止動作

中は、 メ ッセージが表示されます。

• ［ガイ ド ON］ / ［ガイ ド OFF］ ボタン

［ガイ ド ON］ ボタンを押すと、 ガイ ド光がオンになり ます。 スキャン時にガイ

ド光が照射されます。 ［ガイ ド ON］ ボタンを押した状態では、 レーザ光は出射

されません。
［ガイ ド OFF］ ボタンを押すと、 ガイ ド光がオフになり ます。 スキャン時にガイ

ド光が照射されません。

• ［シャ ッ ター開］ / ［シャ ッ ター閉］ ボタン

［シャ ッ ター開］ ボタンを押すと、 レーザ装置に内蔵されている分岐シャッ タを
開きます。
［シャ ッ ター閉］ ボタンを押すと、 レーザ装置に内蔵されている分岐シャッ タを
閉じます。

(6) ハー ド ウ ェ ア情報

接続しているハード ウェア関連の情報を表示します。

(7) ［原点復帰］ ボタ ン

このボタンを押すと、 スキャナを原点に戻すこ とができます。

(8) ［閉じ る］ ボタ ン

このボタンを押すと、 ［コン ト ロール］ 画面を閉じます。

メ ッ セージが表示されている間は、 電源をオフにし ないで く だ さい。 オフにす
る と、 レーザ装置の寿命が著し く 低下し ます。

ご使用の加工対象物やレンズ構成によ っては、 ガイ ド光の位置が見に く いこ と
があ り ます。 その場合は、 いったん原点に移動し、 白い紙などでガイ ド光の位
置を確認し て く だ さい。
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1.2. スキャナの設定

［レーザ制御］ － ［スキャナ調整］ メニューで、 スキャナの動作条件を設定できます。

まず、 ［パスワードの入力］ 画面が表示されます。

デフォルトではパスワードは設定されていませんので、 ［OK］ ボタンを押すと、 ［スキャ

ナ調整］ 画面が開きます。

［スキャナ調整］ 画面では、 次の項目が設定できます。

スキャナ調整の設定項目

項目 設定内容 設定範囲

スキャナ 1 ～ 3*1 コン ト ロール 対応する番号のスキャナを使用する
かど うかを設定します。 使用するス
キャナ番号のチェッ クボッ クスに
チェッ クを付ける と、 スキャナの動
作条件を設定できます。

－

レンズ レンズの種類を設定します。 －

ゲイン X X 座標のスキャナ出力値の倍率を設

定します。

0 ～ 10000000

ゲイン Y Y 座標のスキャナ出力値の倍率を設

定します。

0 ～ 10000000

テス トゲイン X X 座標のテス ト スタートのスキャナ

出力値の倍率を設定します。

0 ～ 10000000

テス トゲイン Y Y 座標のテス ト スタートのスキャナ

出力値の倍率を設定します。

0 ～ 10000000

ガイ ド光ゲイン
X

X 座標のガイ ド光機能オン時のス

キャナ出力値の倍率を設定します。

0 ～ 10000000
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*1 接続されたスキャナ （コン ト ローラ） に対してのみ設定が有効です。

*2 ［システムパラ メータ］ 画面で設定した値を考慮して、 数値を入力してください。

注 ： パスワードを設定または変更するには、 ［パスワードの入力］ 画面で、 ［変更］ ボタン
をク リ ッ ク し、 ［パスワードの変更］ 画面で新しいパスワードを設定します。

スキャナ 1 ～ 3*1 ガイ ド光ゲイン
Y

Y 座標のガイ ド光機能オン時のス

キャナ出力値の倍率を設定します。

0 ～ 10000000

ディ ス トーシ ョ
ン X

X 座標のレンズ歪補正用係数を設定

します。

-32767 ～ 32767

ディ ス トーシ ョ
ン Y

Y 座標のレンズ歪補正用係数を設定

します。

-32767 ～ 32767

軸 スキャナの X 軸、 Y 軸交差角度の補

正値を設定します。

-45 度～ 45 度

オフセッ ト X*2 X 座標の移動距離を設定します。 -280.00 ～ 280.00

オフセッ ト Y*2 Y 座標の移動距離を設定します。 -280.00 ～ 280.00

スキャナ調整の設定項目

項目 設定内容 設定範囲
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2. データ転送 （レ イアウ ト の転送、 削除、 コ ピー）

［データ転送］ 画面では、 レイアウ ト ファ イルのスキャナコン ト ローラへの転送と、 パソ
コン上およびスキャナコン ト ローラ上のレイアウ ト ファ イルの削除、コピーといったファ
イルメンテナンスを行います。

以下のいずれかの方法で、 ［データ転送］ 画面を開きます。

• ツールバーの ［データ転送］ ボタンを押す

• メニューから ［レーザ制御］ － ［データ転送］ を選択する

• 作図画面の右ク リ ッ ク メニューから ［レーザ制御］ － ［データ転送］ を選択する

• ［コン ト ロール］ 画面の ［データ転送］ ボタンを押す

［データ転送］ 画面が表示されます。

以下に、 レイアウ トデータの転送手順と個々の操作方法について説明します。

［データ転送］ 画面の機能一覧

ボタ ン名 機能

すべて選択 すべてのファイルを選択または選択解除します。

削除 選択したファイルを削除します。 複数選択できます。

コピー 選択したレイアウ ト図形をファイルにコピーします。 （名前を付けて
保存）

転送 ファイルを転送します。

使用スケジュール 使用しているスケジュール番号を表示します。

表示切替 ファイルの表示をサムネイル表示／ファイル名のリ ス ト表示に切り
替えます。

閉じる ［データ転送］ 画面を閉じます。

［表示切替］ ボタ ンを押すと、 ［転送可能レ イアウ ト 一覧］ の表示をサムネイル
形式またはリ ス ト 形式に切り替えられます。 次回起動時も切り替え後の形式で
表示されます。
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2.1. レ イアウ ト フ ァ イルの転送

レイアウ ト ファ イルをスキャナコン ト ローラに転送する方法を示します。スキャナコン ト
ローラでは、 レイアウ ト ファ イルを番号で管理しているので、 ファ イルに番号を割り当て
る必要があ り ます。

1 左側の ［転送可能レ イアウ ト 一覧］ から レ イアウ ト フ ァ イルを選択し、 右側の ［転
送済みレ イアウ ト 一覧］ から レ イアウ ト フ ァ イルに割り当てるレ イアウ ト 番号を選
択し ます。 選択するには、 以下の 2 つの方法があ り ます。

• ク リ ッ ク／ダブルク リ ッ ク
左側の ［転送可能レイアウ ト一覧］ から転送したいレイアウ ト ファ イルを選択し
てシングルク リ ッ ク し、 選択状態にします。 続いて、 右側の ［転送済みレイアウ
ト一覧］ で転送したい番号を選択してダブルク リ ッ ク します。

• ド ラ ッグ & ド ロ ップ

左側の ［転送可能レイアウ ト一覧］ でファ イルを選択 （サムネイル表示の場合は
赤枠表示） してド ラ ッグします。 ド ラ ッグが成功する と、 マウスカーソルが変わ
り ます （レイアウ ト ファ イルがマウスカーソルに付随して表示されます）。 続い
て、 右側の ［転送済みレイアウ ト一覧］ の転送したい番号のと ころにマウスを合
わせる と赤枠が表示されるので、 そこでド ロ ップします。

2 手順 2 を繰り返し て、 転送する フ ァ イルすべてにレ イアウ ト 番号を割り当てます。

転送するファイルは、 右側の一覧のファイル名の横にチェッ クマークが付きます。

ファ イルの転送をやめる と きは、 このチェッ クマークを外して設定を解除してください。 解除方法につ

いては、 『2.2. レイアウ ト ファ イルの転送解除、 転送予約番号の変更』 （72 ページ） を参照してくださ

い。

3 ［転送］ ボタ ンを押し ます。

レイアウ ト番号が変わらない場合、 ［ファ イルの転送が完了しました］ という メ ッセージ画面が表示され

ます。 レイアウ ト番号が変わった場合は、 レイアウ ト番号 （アクティブレイアウ ト ） に ［転送前］、 ［転

送後］ のレイアウ ト番号を記したメ ッセージが表示される と と もに、 ［コン ト ロール］ 画面の ［レイアウ

ト番号］ に、 ［コン ト ロール］ 画面や外部入出力からのレーザスキャン可能なレイアウ ト番号が ［転送

後］ のレイアウ ト番号と して新たに設定されます。 ［OK］ ボタンを押して画面を閉じます。

転送済みのフ ァ イルを再転送する場合は、 左側の ［転送可能レ イアウ ト 一覧］
で何も選択されていない状態から、 右側の ［転送済みレ イアウ ト 一覧］ で再転
送し たい番号を選択し てダブルク リ ッ ク し ます。 転送予約される と、 チ ェ ッ ク
マークが付きます。 再転送する フ ァ イルは ［転送可能レ イアウ ト 一覧］ になけ
ればな り ません。 ない場合は再転送できません （チ ェ ッ クマークが付きませ
ん）。

転送済みのフ ァ イルは他の番号に転送する こ とはできません。 例えば、
「A.LMB」 が 1 番に転送済みのと き、 「A.LMB」 を 1 番以外に転送する こ とはで

きません。
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4 ［閉じ る］ ボタ ンを押し て ［データ転送］ 画面を閉じ ます。

5 レーザスキャ ンを実行するか否かの画面が表示されます。
［はい］ ボタ ンを押すと、 ［コ ン ト ロール］ 画面が開きます。 （詳細については、 『1. 
コ ン ト ロール』 （62 ページ） 参照）
［いいえ］ ボタ ンを押すと、 作図画面に戻り ます。

以上で、 レイアウ ト ファ イルがスキャナコン ト ローラに転送されました。

転送されたレイアウ ト ファ イルは、スキャナコン ト ローラの CF （コンパク ト フラ ッシュ）

内の ZIP フォルダに圧縮ファイル（ZIP 形式）で保存されます。圧縮されるデータは INF、
LID、LMB、LOS の拡張子を持つレイアウ トデータです。また、INF ファイルのバージ ョ

ン情報には、 現在の SWDraw2 のバージ ョ ンが転記されます。 圧縮ファイルのファイル

名は、 転送するレイアウ ト ファ イルと同じです。

ZIP フォルダは、 フォルダがない場合は自動的に作成されます。

スキャナコン ト ローラに転送したレイアウ ト ファ イルを削除した場合は、ZIP ファイルも

削除されます。 ただし、転送済みレイアウ ト ファ イルをすべて削除しても、一度作成され
た ZIP フォルダは削除されません。

複数のレ イアウ ト フ ァ イルを転送し た場合は、 最も番号の大きいレ イアウ ト
フ ァ イルがレ イアウ ト 番号 （アク テ ィ ブレ イアウ ト ） と し て設定されます。

［制御モー ド］ が 「リ モー ト 」 のと きは外部入出力からの制御が優先されるの
で、 レ イアウ ト 番号 （アク テ ィ ブレ イアウ ト ） の切り替えは行いません。
転送し たレ イアウ ト フ ァ イルのレ イアウ ト 番号と スキャナコ ン ト ローラに設定
されている現在のレ イアウ ト 番号が異なる場合には、 レ イアウ ト 番号の変更は
行わない旨の メ ッ セージが表示されます。

［OK］ ボタ ン
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2.2. レ イアウ ト フ ァ イルの転送解除、 転送予約番号の変更

2.2.1. ［転送可能レ イアウ ト 一覧］ の選択解除

左側の ［転送可能レイアウ ト一覧］ で選択したファイルは、 以下の方法で解除できます。

サムネイル表示の場合 ：

• 選択したファイルを再度ク リ ッ クする

• レイアウ ト ファ イルのない空白のサムネイルをク リ ッ クする

リ ス ト表示の場合 ：

• 選択したファイルを再度ク リ ッ クする

2.2.2. ［転送済みレ イアウ ト 一覧］ の転送予約解除

右側の ［転送済みレイアウ ト一覧］ でチェ ッ クが付いた 「転送予約済み」 のレイアウ ト
ファ イルの転送予約を解除する場合は、 該当ファ イルをダブルク リ ッ ク します。 このと
き、左側の ［転送可能レイアウ ト一覧］ で選択されているファイルが同一か否かで動作が
異なり ます。

左側の ［転送可能レイアウ ト一覧］ で何も選択されていない、 または左側の ［転送可能レ
イアウ ト一覧］ と右側の ［転送済みレイアウ ト一覧］ で選択したファ イル名が同じ場合、
［転送済みレイアウ ト一覧］ で解除したいレイアウ ト ファ イルをダブルク リ ッ クするこ と
で転送予約が解除され、 チェッ クが外れます。

しかし、 左側の ［転送可能レイアウ ト一覧］ と右側の ［転送済みレイアウ ト一覧］ で選択
したファイルが異なる場合で、左側の ［転送可能レイアウ ト一覧］ で選択したファイルが
転送済みでない場合は、 ダブルク リ ッ クするこ とで左側の ［転送可能レイアウ ト一覧］ で
選択したファ イルが転送予約とな り ます （新しいレイアウ ト ファ イルが転送予約されま
す）。

例えば、 左側の ［転送可能レイアウ ト一覧］ で 「A.LMB」、 右側の ［転送済みレイアウ ト

一覧］で 「B.LMB」 が選択されている場合、「B.LMB」 をダブルク リ ッ クする と、「A.LMB」

が転送予約されます。 この状態で再度 「A.LMB」 をダブルク リ ッ クする と、 左側の ［転

送可能レイアウ ト一覧］ と右側の ［転送済みレイアウ ト一覧］ のファ イルが同じなので、
転送予約は解除されます。

また、ド ラ ッグ & ド ロ ップでも転送予約を解除できます。転送予約済みのレイアウ ト ファ

イルをド ラ ッグして、 右側の ［転送済みレイアウ ト一覧］ の枠の外でド ロ ップします。 解
除して良いか否かの確認画面が開きますので、 転送予約を解除する場合は ［はい］ ボタ
ン、 中止する場合は ［いいえ］ ボタンを押します。



 2. データ転送 （レ イアウ ト の転送、 削除、 コ ピー）

73

SWDraw2

5
章

　
レ

ー
ザ

制
御

2.2.3. ［転送済みレ イアウ ト 一覧］ の転送予約番号の変更

ド ラ ッグ＆ド ロ ップによって、 転送予約番号を変更するこ とができます。

レイアウ ト ファ イルが左側の ［転送可能レイアウ ト一覧］ 中にあ り、 スキャナコン ト ロー
ラにまだ転送されていない転送予約済み （チェッ クオン） のレイアウ ト ファ イルは、別の
番号にド ラ ッグ＆ド ロ ップするこ とで転送予約番号を変更できます。

例えば、 10 番に 「A.LMB」 を転送予約済みと します。 15 番に変更する場合は、 10 番の

「A.LMB」 を ド ラ ッグして、 15 番の位置でド ロ ップします。 転送済みのレイアウ ト ファ

イルにも ド ロ ップできます （上書き転送とな り ます）。

ただし、すでにスキャナコン ト ローラに転送済みのレイアウ ト ファ イルは、 この方法では
転送番号を変更するこ とはできません。いったん削除した後に、新たな番号に再転送する
必要があ り ます。

転送予約の順序のよ っては、 解除できない場合もあ り ます。 転送予約を解除す
る こ と で、 同一のレ イアウ ト フ ァ イルを異なる 2 つの番号に転送し よ う とする

条件が生じ る場合は、 解除できません。

例） ［転送可能レ イアウ ト 一覧］ に 「A.LMB」 と 「B.LMB」 があ り、 「A.LMB」

を 1 番に転送済みと し た場合

1. 1 番に 「B.LMB」 の転送予約を行います。 （「A.LMB」 を 「B.LMB」 で上書き

転送予約）
2. 2 番に 「A.LMB」 の転送予約を行います。

3. 1 番の転送予約を解除し ます。

以上を実行し た場合、 手順 3 の転送予約は以下の メ ッ セージが表示され、 解除

できません。 これは、 1 番の転送予約を解除する こ と で、 1 番に 「A.LMB」 の転

送予約が復活し、 「A.LMB」 を 1 番と 2 番の両方に転送する矛盾が生じ るためで

す。

この場合は、 先に 2 番の 「A.LMB」 を解除する こ と で、 1 番も解除できるよ う

にな り ます。
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2.3. レ イアウ ト フ ァ イルの削除

レイアウ ト ファ イルを削除する方法を説明します。

2.3.1. 転送可能レ イアウ ト 一覧

1 ［転送可能レ イアウ ト 一覧］ から削除するレ イアウ ト フ ァ イルを選択し、 ［削除］ ボ
タ ンを押し ます。

パソコンに保存されているレイアウ ト ファ イルが削除されます。

サムネイル表示では、 一度に 1 ファイルしか選択できません。 選択されたレイアウ ト ファ イルは赤枠表

示とな り ます。

リ ス ト表示では、 削除するファイルをク リ ッ ク して選択します。 <Ctrl> キーまたは <Shift> キーを押し

ながら ク リ ッ クするこ とで、 複数のファイルを選択できます。 選択されたレイアウ ト ファ イルは青色背

景とな り ます。

2.3.2. 転送済みレ イアウ ト 一覧

1 ［転送済みレ イアウ ト 一覧］ から削除するレ イアウ ト フ ァ イルを選択し、 ［削除］ ボ
タ ンを押し ます。

スキャナコン ト ローラに転送されているレイアウ ト ファ イルが削除されます。 CF （コンパク ト フラ ッ

シュ） に圧縮して保存されているレイアウ ト ファ イルも削除されます。

削除するファイルをク リ ッ ク して選択します。 <Ctrl> キーまたは <Shift> キーを押しながら ク リ ッ クす

るこ とで、 複数のファイルを選択できます。 選択されたレイアウ ト ファ イルは青色背景とな り ます。

［転送済みレ イアウ ト 一覧］ で転送予約されているレ イアウ ト フ ァ イルは削除で
きません。 削除するレ イアウ ト フ ァ イルが複数の場合、 削除設定のフ ァ イルす
べてが転送予約済みになっていない場合のみ、 削除を実行し ます。

転送予約されている フ ァ イルが 1 つでもある と削除できません （［削除］ ボタ ン

が有効にな り ません）。 削除を実行するためには、 転送予約をすべて解除し てお
く 必要があ り ます。
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2.4. レ イアウ ト フ ァ イルのコ ピー

レイアウ ト ファ イルをコピーする方法を説明します。

1 ［転送可能レ イアウ ト 一覧］ から コ ピーするレ イアウ ト フ ァ イルを選択し、 ［コ
ピー］ ボタ ンを押し ます。

［ファ イルのコピー］ 画面が表示されます。

2 保存する場所と フ ァ イル名を入力し、 ［保存］ ボタ ンを押し ます。

パソコンに保存されているレイアウ ト ファ イルがコピーされます。

• 保存する場所を変更し た場合、 SWDraw2 から読めな く な り ますので、 特に必

要がない限り変更し ないで く だ さい。 また、 フ ァ イルの拡張子は変更し ない
で く だ さい。 INF、 LID、 LMB、 LOS 以外の拡張子を設定する と、 コ ピーに失

敗し ます。
• 同一名でのコ ピーはできません。 例えば、 「A.LMB」 を 「A.LMB」 と し て上書

き コ ピーはできません。
• リ ス ト 表示で複数のフ ァ イルを選択し た場合、 コ ピーはできません。
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3. スケジュール

溶接を実行するためには、 波形の作成方式、 レーザ光の照射時間、 出力値など、 レーザ光
の出力条件を設定する必要があ り ます。

本装置では、レーザ光の出力条件のこ とをスケジュールといいます。スケジュールは、［ス
ケジュール画面］画面（GWM-STD/SHG/MHP/STD2-000/MHP2-000）または［スケジュー

ル入力画面］ 画面 （GWM-PFL/DDL/FL/STD2-001/STD2-002/DDL2-000） で行います。

スケジュールの設定範囲については、 レーザ装置の取扱説明書を参照してください。

3.1. GWM-STD/SHG/STD2-000

3.1.1. ［スケジュール画面］ 画面の構成

(1) 出力条件 欄

(2) ［レーザー出力エネルギー］

表示されるグラフに対してのレーザ出力エネルギーの参考値を表示します。

項目 設定内容

スケジュール 表示または編集するスケジュール番号を選択します。

FORM 溶接方式 （FIX/FLEX） を指定します。

変調 ON が選択される と、 右画面で変調設定の値が入力できるよ うにな り ま

す。

シーム ON が選択される と、 右画面でシーム設定の値が入力できるよ うにな り

ます。

(3)(1)

(5)

(4)
(2)
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(3) ［編集中］

スケジュールが編集中のと きに表示されます。

(4) スケジュールコ ピー

コピー先のスケジュール番号を指定し、 現在表示中の内容をコピーします。

(5) ボタ ン

ボタ ン 機能

GWH 読み込み GWH ファ イルからスケジュールを読み込みます。

転送 レーザ装置に表示されたスケジュールを転送します。 （装置がオンライ
ンである場合のみ使用されます。）

読み込み 作業フォルダに保存されているスケジュールが読み込まれます。

再取得 表示されているスケジュール番号に、 レーザ装置上のスケジュールが読
み込まれます。 （装置がオンラインである場合のみ使用されます。）

保存 表示されたスケジュールを作業フォルダに保存します。

閉じる ［スケジュール画面］ 画面を閉じます。 スケジュールが変更された場合
は、 「保存されていないデータがあ り ます。 も し くは未転送のデータが
あ り ます。 終了しますか？」 という メ ッセージが表示されます。
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3.1.2. FIX 方式でスケジュールを設定する

FIX 方式は、 レーザをパルス発振させ、 レーザ出力時間と レーザ出力ピーク値の組み合わ

せを、 3 種類設定し て波形を作る溶接方式です。 波形の立ち上が り、 立ち下が り にはス

ロープをつける こ とができます。

以下の方法で、 スケジュールを設定できます。

1 メ ニューから ［レーザ制御］ － ［スケジュール］ を選択し ます。

［スケジュール画面］ 画面が表示されます。

2 ［スケジュール］ 欄でスケジュール番号を設定し てから、 ［FORM］ 欄で 「FIX」 を
選択し ます。

FIX 方式の画面が表示されます。

3 以下の表を参考に、 レーザ光の出力時間や出力値などを入力し ます。 こ こで設定し
た値に応じ て、 グラ フが自動的に更新されます。

スケジュール番号

と溶接方式を選択

する
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*1 単発出力と繰り返し出力の違い

以下に、 単発出力と繰り返し出力の違いを示します。

FIX 方式の設定項目

項目 設定内容 範囲

ピークパワー レーザ出力ピーク値の基準値を設定します。
実際のレーザ出力値は、 この数値を 100% と

したと きの割合 （%） で設定します。
レーザ装置による

↑ SLOPE FLASH1 に設定した出力値までアップスロー

プ （レーザ出力が徐々に強くなっていく） す
る時間 （TIME） を設定します。 アップス

ロープは、 FLASH1 の時間に含まれます。

↑ SLOPE ≦ FLASH1 となるよ うにして く

ださい。 また、 FLASH1 を設定してから、

↑ SLOPE を設定してください。

レーザ装置による

FLASH1 ～ 3 各レーザの出力時間 （TIME） と出力値 （パ

ワー） を設定します。
レーザ装置による

COOL1 ～ 2
（ML-2050A/2051A/
2150A では使用不可）

レーザ出力を行わない時間 （TIME） を設定

します。 レーザ装置による

SLOPE ↓ 最後の FLASH に設定した出力値からダウン

スロープ （レーザ出力が徐々に弱くなってい
く） する時間 （TIME） を設定します。 ダウ

ンスロープは、 最後の FLASH の時間に含ま

れます。 ↓ SLOPE ≦最後の FLASH となる

よ うに設定してください。

レーザ装置による

REPEAT*1 レーザ光を 1 秒間に出力する回数を設定しま

す。 REPEAT の値を 「1」 以上の値を設定す

る と、 繰り返し出力になり ます。

レーザ装置による

SHOT*1 レーザ光を出力する回数を設定します。
SHOT に 「1」 を設定する と、 単発出力方式

になり ます。

レーザ装置による

単発出力 レーザ光が 1 回だけ出力されて、 装置が停止する方式です。
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4 設定が終了し たら、 ［転送］ ボタ ンを押し ます。

スケジュールファイルがスキャナコン ト ローラに転送されます。

以上で、 スケジュールを設定できま し た。

繰り返し出力 レーザ光が繰り返し出力される方式です。 出力回数が SHOT に設定された値

に達する と、 装置が停止します。 詳細については、 レーザ装置の取扱説明書

を参照してください。

FLASH の値は、 以下の条件を超えないよ う に入力し て く だ さい。

• 0.25ms ≦ FLASH1 ＋ FLASH2 ＋ FLASH3 ≦各レーザ装置の上限値

• FLASH1 ＋ FLASH2 ＋ FLASH3 ＋ COOL1 ＋ COOL2 ≦各レーザ装置の上限

値

複数のパラ メ ータ を同時に変更し て ［転送］ ボタ ンを押すと、 転送エラーが起
こ る こ とがあ り ます。 その場合は、 パラ メ ータ を 1 つ変更するご とに ［転送］

ボタ ンを押し て く だ さい。

レーザ装置の状態や設定によ って、 エラーチ ェ ッ クの値 （範囲） が変わる こ と
があ り ます。 そのため、 SWDraw2 のエラーチ ェ ッ ク と実際のレーザ装置でのエ

ラーチ ェ ッ クが異なる場合があ り ます。
SWDraw2 では、 設定可能な最大範囲でエラーチ ェ ッ ク を行います。 厳密なエ

ラーチ ェ ッ クは、 レーザ装置側で確認し て く だ さい。
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3.1.3. FLEX 方式でスケジュールを設定する

FLEX 方式は、 レーザをパルス発振させ、 レーザの出力時間ご とに出力ピーク値を設定し

て波形を作る溶接方式です。 出力時間は、 20 種類まで設定できます。

以下の方法で、 スケジュールを設定できます。

1 メ ニューから ［レーザ制御］ － ［スケジュール］ を選択し ます。

［スケジュール画面］ 画面が表示されます。

2 ［スケジュール］ 欄でスケジュール番号を設定し てから、 ［FORM］ 欄で 「FLEX」
を選択し ます。

FLEX 方式の画面が表示されます。

スケジュール番号と

溶接方式を選択する
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3 以下の表を参考に、 レーザ光の出力時間や出力値などを入力し ます。 レーザ出力時
間は、 1 つ前の POINT から設定し ます。 こ こ で設定し た値に応じ て、 グラ フが自動
的に更新されます。 ［リ セ ッ ト ］ ボタ ンを押すと、 TIME、 パワーの値をすべて 0 に
戻すこ とができます。

*1 POINT1 ～ 20 の合計が各レーザ装置の上限値以上になる とエラーになり ます。

*2 単発出力と繰り返し出力の違い

以下に、 単発出力と繰り返し出力の違いを示します。

4 設定が終了し たら、 ［転送］ ボタ ンを押し ます。

スケジュールファイルがスキャナコン ト ローラに転送されます。

FLEX 方式の設定項目

項目 設定内容 設定範囲

ピークパワー レーザ出力ピーク値の基準値を設定します。
実際のレーザ出力値は、 この数値を 100% と

したと きの割合 （%） で設定します。
レーザ装置による

POINT1 ～ 20 レーザ出力時間と、 対応するレーザ出力時間
ごとのレーザ出力ピーク値を設定します。

• レーザ出力時間 ：

レーザ装置による *1

• レーザ出力ピーク値 ：
レーザ装置による

REPEAT*2 レーザ光を 1 秒間に出力する回数を設定しま

す。 REPEAT の値を 「1」 以上の値を設定す

る と、 繰り返し出力になり ます。

レーザ装置による

SHOT*2 レーザ光を出力する回数を設定します。
SHOT に 「1」 を設定する と、 単発出力方式

になり ます。

レーザ装置による

単発出力 レーザ光が 1 回だけ出力されて、 装置が停止する方式です。

繰り返し出力 レーザ光が繰り返し出力される方式です。 出力回数が SHOT に設定された値

に達する と、 装置が停止します。 詳細については、 レーザ装置の取扱説明書

を参照してください。
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以上で、 スケジュールを設定できま し た。

レーザ装置の状態や設定によ って、 エラーチ ェ ッ クの値 （範囲） が変わる こ と
があ り ます。 そのため、 SWDraw2 のエラーチ ェ ッ ク と実際のレーザ装置でのエ

ラーチ ェ ッ クが異なる場合があ り ます。
SWDraw2 では、 設定可能な最大範囲でエラーチ ェ ッ ク を行います。 厳密なエ

ラーチ ェ ッ クは、 レーザ装置側で確認し て く だ さい。
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3.1.4. CW 方式でスケジュールを設定する

CW 方式は、 レーザを連続発振させ、 レーザの出力時間ご とに出力ピーク値を設定し て波

形を作る溶接方式です。 出力時間は、 20 種類まで設定できます。 FIX、 FLEX 方式に比べ

て、 シーム設定 ・ 繰り返し出力／単発出力の設定ができず、 出力時間が短 く な り ますが、
連続的に溶接を行えるため、 仕上がりがきれいにな り ます。

以下の方法で、 スケジュールを設定できます。

1 メ ニューから ［レーザ制御］ － ［スケジュール］ を選択し ます。

［スケジュール画面］ 画面が表示されます。

2 ［スケジュール］ 欄でスケジュール番号を設定し てから、 ［FORM］ 欄で 「FLEX」
を選択し ます。

CW 方式の画面が表示されます。

スケジュール番号と

溶接方式を選択する
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3 ［CW］ 欄で 「ON」 を選択し ます。

4 以下の表を参考に、 レーザ光の出力時間や出力値などを入力し ます。 こ こで設定し
た値に応じ て、 グラ フが自動的に更新されます。 ［リ セ ッ ト ］ ボタ ンを押すと、
TIME、 パワーの値をすべて 0 に戻すこ とができます。

*1 POINT1 ～ 20 の合計が各レーザ装置の上限値以上になる とエラーになり ます。

5 設定が終了し たら、 ［転送］ ボタ ンを押し ます。

スケジュールファイルがスキャナコン ト ローラに転送されます。

CW 方式の設定項目

項目 設定内容 設定範囲

ピークパワー レーザ出力ピーク値の基準値を設定します。
実際のレーザ出力値は、 この数値を 100% と

したと きの割合 （%） で設定します。
レーザ装置による

POINT1 ～ 20 レーザ出力時間と、 レーザ出力時間ごとの
レーザ出力ピーク値を設定します。

• レーザ出力時間 ：

レーザ装置による *1

• レーザ出力ピーク値 ：
000.0 ～ 200.0%

CW を ON にする
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以上で、 スケジュールを設定できま し た。

レーザ装置の状態や設定によ って、 エラーチ ェ ッ クの値 （範囲） が変わる こ と
があ り ます。 そのため、 SWDraw2 のエラーチ ェ ッ ク と実際のレーザ装置でのエ

ラーチ ェ ッ クが異なる場合があ り ます。
SWDraw2 では、 設定可能な最大範囲でエラーチ ェ ッ ク を行います。 厳密なエ

ラーチ ェ ッ クは、 レーザ装置側で確認し て く だ さい。
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3.1.5. スケジュールに変調方式を設定する （ML-6040A/6700B/6810B のみ）

変調方式は、 一定の変調幅や周波数などを設定する こ と でパルス幅を変調させ、 さ まざま
な加工を可能にする溶接方法です。

矩形波 （RECT）、 三角波 （TRI）、 正弦波 （SINE） の 3 種類よ り レーザ光の変調度や変調

周期などを設定し、 波形を作成し ます。

• 矩形波 （RECT）

• 三角波 （TRI）

• 正弦波 （SINE）
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以下の方法で、 変調方式を設定できます。

1 ［変調］ 欄を 「ON」 に設定し ます。

2 以下の表を参考に、 レーザ光の出力時間や出力値などを入力し ます。 こ こで設定し
た値に応じ て、 グラ フが自動的に更新されます。 ［リ セ ッ ト ］ ボタ ンを押すと、
TIME、 パワーの値をすべて 0 に戻すこ とができます。

3 設定が終了し たら、 ［転送］ ボタ ンを押し ます。

スケジュールファイルがスキャナコン ト ローラに転送されます。

以上で、 変調方式を設定できま し た。

変調方式の設定項目

項目 設定内容 設定範囲

WAVE 変調波形の種類を、 矩形波 （RECT）、 三角波

（TRI）、 正弦波 （SINE） から選択します。

－

DUTY Duty 比を設定します。 10 ～ 90

MODULATION 変調度を設定します。 0 ～ 100%

FREQUENCY 周波数を設定します。 レーザ装置による

設定し た値に応じ て

グラ フが更新される
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3.1.6. スケジュールにシーム機能を設定する

シーム機能は、 レーザエネルギーをなだらかに上げ下げし て、 シーム溶接に適し た連続波
形にする機能で、 シーム溶接の仕上がり を美し く し ます。

以下の方法で、 シーム機能を設定できます。

1 ［FORM］ 欄が 「FIX」 または 「FLEX」、 ［CW］ 欄が 「OFF」 に設定されている と き
に、 ［シーム］ 欄を 「ON」 に設定し ます。

2 以下の表を参考に、 レーザ光の出力回数や 「ピークパワー」 に対する割合を入力し
ます。 ［リ セ ッ ト ］ ボタ ンを押すと、 シ ョ ッ ト 、 パワーの値をすべて 0 に戻すこ と
ができます。

シーム機能の設定項目

項目 設定内容 設定範囲

POINT1 ～ 20 レーザ光の出力回数と、 そのと きのレーザ出
力値の割合を設定します。

• シ ョ ッ ト ：

2 ～ 9999 カウン ト *1

• パワー ：
0 ～ 150%

シームを ON にする

値を設定する
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*1 POINT1 のシ ョ ッ トは 1 に固定。 シ ョ ッ トには、 POINT2 ＜ POINT3 のよ うに、 前の POINT よ

り大きい値のみ入力できます。

3 設定が終了し たら、 ［転送］ ボタ ンを押し ます。

スケジュールファイルがスキャナコン ト ローラに転送されます。

以上で、 シーム機能を設定できま し た。
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3.2. GWM-MHP/MHP2-000

3.2.1. ［スケジュール画面］ 画面の構成

(1) 出力条件 欄

(2) ［レーザー出力エネルギー］

表示されるグラフに対してのレーザ出力エネルギーの参考値を表示します。

(3) ［編集中］

スケジュールが編集中のと きに表示されます。

(4) スケジュールコ ピー

コピー先のスケジュール番号を指定し、 現在表示中の内容をコピーします。
コピー先のスケジュールは、 転送および保存されません。

項目 設定内容

スケジュール 表示または編集するスケジュール番号 （0 ～ 31） を選択します。

（本装置では、 0 ～ 31 のスケジュール番号のみ使用します。）

FORM 溶接方式 （FIX/FLEX） を指定します。

変調 ON が選択される と、 右画面で変調設定の値が入力できるよ うにな り ま

す。

シーム ON が選択される と、 右画面でシーム設定の値が入力できるよ うにな り

ます。

(3)(1)

(5)

(4)
(2)
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(5) ボタ ン

ボタ ン 機能

GWH 読み込み GWH ファ イルからスケジュールを読み込みます。

転送 レーザ装置に表示されたスケジュールを転送します。 （装置がオンライ
ンである場合のみ使用されます。）

読み込み 作業フォルダに保存されているスケジュールが読み込まれます。

再取得 表示されているスケジュール番号に、 レーザ装置上のスケジュールが読
み込まれます。 （装置がオンラインである場合のみ使用されます。）

保存 表示されたスケジュールを作業フォルダに保存します。

閉じる ［スケジュール画面］ 画面を閉じます。 スケジュールが変更された場合
は、 「保存されていないデータがあ り ます。 も し くは未転送のデータが
あ り ます。 終了しますか？」 という メ ッセージが表示されます。
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3.2.2. FIX 方式でスケジュールを設定する

FIX 方式は、 レーザをパルス発振させ、 レーザ出力時間とレーザ出力ピーク値の組み合せ

を、 3 種類設定して波形を作る溶接方式です。 波形の立ち上がり、 立ち下がりにはスロー

プをつけるこ とができます。

以下の方法で、 スケジュールを設定できます。

1 メ ニューから ［レーザ制御］ － ［スケジュール］ を選択し ます。

［スケジュール画面］ 画面が表示されます。

2 ［スケジュール］ 欄でスケジュール番号を設定し てから、 ［FORM］ 欄で 「FIX」 を
選択し ます。

FIX 方式の画面が表示されます。

3 以下の表を参考に、 レーザ光の出力時間や出力値などを入力し ます。 こ こで設定し
た値に応じ て、 グラ フが自動的に更新されます。

スケジュール番号

と溶接方式を選択

する
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*1 単発出力と繰り返し出力の違い

以下に、 単発出力と繰り返し出力の違いを示します。

4 設定が終了し たら、 ［転送］ ボタ ンを押し ます。

スケジュールファイルがスキャナコン ト ローラに転送されます。

以上で、 スケジュールを設定できました。

FIX 方式の設定項目

項目 設定内容 範囲

ピークパワー レーザ出力ピーク値の基準値を設定します。
実際のレーザ出力値は、 この数値を 100% と

したと きの割合 （%） で設定します。
レーザ装置による

↑ SLOPE FLASH1 に設定した出力値までアップスロー

プ （レーザ出力が徐々に強くなっていく） す
る時間 （TIME） を設定します。 アップス

ロープは、 FLASH1 の時間に含まれます。

↑ SLOPE ≦ FLASH1 となるよ うにして く

ださい。 また、 FLASH1 を設定してから、

↑ SLOPE を設定してください。

レーザ装置による

FLASH1 ～ 3 各レーザの出力時間 （TIME） と出力値 （パ

ワー） を設定します。
レーザ装置による

COOL1 ～ 2 レーザ出力を行わない時間 （TIME） を設定

します。
レーザ装置による

SLOPE ↓ 最後の FLASH に設定した出力値からダウン

スロープ （レーザ出力が徐々に弱くなってい
く） する時間 （TIME） を設定します。 ダウ

ンスロープは、 最後の FLASH の時間に含ま

れます。 ↓ SLOPE ≦最後の FLASH となる

よ うに設定してください。

レーザ装置による

REPEAT*1 レーザ光を 1 秒間に出力する回数を設定しま

す。 REPEAT に 「1」 以上の値を設定する

と、 繰り返し出力になり ます。

レーザ装置による

SHOT*1 レーザ光を出力する回数を設定します。
SHOT に 「1」 を設定する と、 単発出力方式

になり ます。

レーザ装置による

単発出力 レーザ光が 1 回だけ出力されて、 装置が停止する方式です。

繰り返し出力 レーザ光が繰り返し出力される方式です。 出力回数が SHOT に設定された値

に達する と、 装置が停止します。 詳細については、 レーザ装置の取扱説明書

を参照してください。

レーザ装置の状態や設定によ って、 エラーチ ェ ッ クの値 （範囲） が変わる こ と
があ り ます。 そのため、 SWDraw2 のエラーチ ェ ッ ク と実際のレーザ装置でのエ

ラーチ ェ ッ クが異なる場合があ り ます。
SWDraw2 では、 設定可能な範囲でエラーチ ェ ッ ク を行います。 厳密なエラー

チ ェ ッ クは、 レーザ装置側で確認し て く だ さい。
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3.2.3. FLEX 方式でスケジュールを設定する

FLEX 方式は、 レーザをパルス発振させ、 レーザの出力時間ごとに出力ピーク値を設定し

て波形を作る溶接方式です。 出力時間は、 20 種類まで設定できます。

以下の方法で、 スケジュールを設定できます。

1 メ ニューから ［レーザ制御］ － ［スケジュール］ を選択し ます。

［スケジュール画面］ 画面が表示されます。

2 ［スケジュール］ 欄でスケジュール番号を設定し てから、 ［FORM］ 欄で 「FLEX」
を選択し ます。

FLEX 方式の画面が表示されます。

3 以下の表を参考に、 レーザ光の出力時間や出力値などを入力し ます。 レーザ出力時
間は、 1 つ前の POINT から設定し ます。 こ こ で設定し た値に応じ て、 グラ フが自動
的に更新されます。 ［リ セ ッ ト ］ ボタ ンを押すと、 TIME、 パワーの値をすべて 0 に
戻すこ とができます。

スケジュール番号と

溶接方式を選択する
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*1 単発出力と繰り返し出力の違い

以下に、 単発出力と繰り返し出力の違いを示します。

4 設定が終了し たら、 ［転送］ ボタ ンを押し ます。

スケジュールファイルがスキャナコン ト ローラに転送されます。

以上で、 スケジュールを設定できました。

FLEX 方式の設定項目

項目 設定内容 設定範囲

ピークパワー レーザ出力ピーク値の基準値を設定します。
実際のレーザ出力値は、 この数値を 100% と

したと きの割合 （%） で設定します。
レーザ装置による

POINT1 ～ 20 レーザ出力時間と、 対応するレーザ出力時間
ごとのレーザ出力ピーク値を設定します。

• レーザ出力時間 ：
レーザ装置による

• レーザ出力ピーク値 ：
レーザ装置による

REPEAT*1 レーザ光を 1 秒間に出力する回数を設定しま

す。 REPEAT に 「1」 以上の値を設定する

と、 繰り返し出力になり ます。

レーザ装置による

SHOT*1 レーザ光を出力する回数を設定します。
SHOT に 「1」 を設定する と、 単発出力方式

になり ます。

レーザ装置による

単発出力 レーザ光が 1 回だけ出力されて、 装置が停止する方式です。

繰り返し出力 レーザ光が繰り返し出力される方式です。 出力回数が SHOT に設定された値

に達する と、 装置が停止します。 詳細については、 レーザ装置の取扱説明書

を参照してください。

レーザ装置の状態や設定によ って、 エラーチ ェ ッ クの値 （範囲） が変わる こ と
があ り ます。 そのため、 SWDraw2 のエラーチ ェ ッ ク と実際のレーザ装置でのエ

ラーチ ェ ッ クが異なる場合があ り ます。
SWDraw2 では、 設定可能な範囲でエラーチ ェ ッ ク を行います。 厳密なエラー

チ ェ ッ クは、 レーザ装置側で確認し て く だ さい。
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3.2.4. CW 方式でスケジュールを設定する

CW 方式は、 レーザを連続発振させ、 レーザの出力時間ごとに出力ピーク値を設定して波

形を作る溶接方式です。出力時間は、 20 種類まで設定できます。 FIX、 FLEX 方式に比べ

て、 シーム設定 ・繰り返し出力／単発出力の設定ができず、 出力時間が短くな り ますが、
連続的に溶接を行えるため、 仕上がりがきれいになり ます。

以下の方法で、 スケジュールを設定できます。

1 メ ニューから ［レーザ制御］ － ［スケジュール］ を選択し ます。

［スケジュール画面］ 画面が表示されます。

2 ［スケジュール］ 欄でスケジュール番号を設定し てから、 ［FORM］ 欄で 「FLEX」
を選択し ます。

CW 方式の画面が表示されます。

3 ［CW］ 欄で 「ON」 を選択し ます。

4 以下の表を参考に、 レーザ光の出力時間や出力値などを入力し ます。 こ こで設定し
た値に応じ て、 グラ フが自動的に更新されます。 ［リ セ ッ ト ］ ボタ ンを押すと、
TIME、 パワーの値をすべて 0 に戻すこ とができます。

スケジュール番号と

溶接方式を選択する

CW を ON にする
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5 設定が終了し たら、 ［転送］ ボタ ンを押し ます。

スケジュールファイルがスキャナコン ト ローラに転送されます。

以上で、 スケジュールを設定できました。

CW 方式の設定項目

項目 設定内容 設定範囲

ピークパワー レーザ出力ピーク値の基準値を設定します。
実際のレーザ出力値は、 この数値を 100% と

したと きの割合 （%） で設定します。
レーザ装置による

POINT1 ～ 20 レーザ出力時間と、 レーザ出力時間ごとの
レーザ出力ピーク値を設定します。

• レーザ出力時間 ：
レーザ装置による

• レーザ出力ピーク値 ：
レーザ装置による

レーザ装置の状態や設定によ って、 エラーチ ェ ッ クの値 （範囲） が変わる こ と
があ り ます。 そのため、 SWDraw2 のエラーチ ェ ッ ク と実際のレーザ装置でのエ

ラーチ ェ ッ クが異なる場合があ り ます。
SWDraw2 では、 設定可能な範囲でエラーチ ェ ッ ク を行います。 厳密なエラー

チ ェ ッ クは、 レーザ装置側で確認し て く だ さい。
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3.2.5. スケジュールに変調方式を設定する

変調方式は、一定の変調幅や周波数などを設定するこ とでパルス幅を変調させ、 さまざま
な加工を可能にする溶接方法です。

矩形波 （RECT）、 三角波 （TRI）、 正弦波 （SINE） の 3 種類よ り レーザ光の変調度や変

調周期などを設定し、 波形を作成します。

• 矩形波 （RECT）

• 三角波 （TRI）

• 正弦波 （SINE）
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以下の方法で、 変調方式を設定できます。

1 ［変調］ 欄を 「ON」 に設定し ます。

2 以下の表を参考に、 変調幅や周波数などを入力し ます。

3 設定が終了し たら、 ［転送］ ボタ ンを押し ます。

スケジュールファイルがスキャナコン ト ローラに転送されます。

以上で、 変調方式を設定できました。

変調方式の設定項目

項目 設定内容 設定範囲

WAVE 変調波形の種類を、 矩形波 （RECT）、 三角波

（TRI）、 正弦波 （SINE） から選択します。

－

DUTY Duty 比を設定します。 レーザ装置による

MODULATION 変調度を設定します。 レーザ装置による

FREQUENCY 周波数を設定します。 レーザ装置による

値を設定する

変調を ON にする
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3.2.6. スケジュールにシーム機能を設定する

シーム機能は、 レーザエネルギーをなだらかに上げ下げして、シーム溶接に適した連続波
形にする機能で、 シーム溶接の仕上がり を美し く します。

以下の方法で、 シーム機能を設定できます。

1 ［FORM］ 欄が 「FIX」 または 「FLEX」、 ［CW］ 欄が 「OFF」 に設定されている と き
に、 ［シーム］ 欄を 「ON」 に設定し ます。

2 以下の表を参考に、 レーザ光の出力回数や 「ピークパワー」 に対する割合を入力し
ます。 ［リ セ ッ ト ］ ボタ ンを押すと、 シ ョ ッ ト 、 パワーの値をすべて 0 に戻すこ と
ができます。

*1 POINT1 のシ ョ ッ トは 1 に固定。 シ ョ ッ トには、 POINT2 ＜ POINT3 のよ うに、 前の POINT よ

り大きい値のみ入力できます。

3 設定が終了し たら、 ［転送］ ボタ ンを押し ます。

スケジュールファイルがスキャナコン ト ローラに転送されます。

以上で、 シーム機能を設定できました。

シーム機能の設定項目

項目 設定内容 設定範囲

POINT1 ～ 20 レーザ光の出力回数と、 そのと きのレーザ出
力値の割合を設定します。

• シ ョ ッ ト ：

2 ～ 9999 カウン ト *1

• パワー ：
0 ～ 150%

値を設定する

シームを ON にする
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3.3. GWM-PFL/DDL/FL/STD2-001/STD2-002/DDL2-000

3.3.1. ［スケジュール入力画面］ 画面の構成

(1) メ ニュー

・ スケジュール入力画面は、 レーザ装置がオン ラ イ ンの状態のと きのみ開 く こ
とができます。

・ 設定を変更する と、 レーザ装置のスケジュール設定が即時に変更されます。

項目 設定内容

ファ イル インポート インポートする CSV 形式のファイルを選択するダイアログが表示

されます。 選択したスケジュールデータを読み込み、 スケジュー
ルデータ と して転送します。 転送後、 スケジュールデータを再取
得して表示します。

エクスポート エクスポートするファ イルを選択するダイアログが表示されます。
ファ イル名入力後、 スケジュールデータを CSV 形式でのファイル

作成と、 波形イ メージ （ビッ トマップ） の作成を行います。 出力
される形式は、 取得したスケジュールデータの値をそのまま CSV
形式と して出力します。

編集 コピー *1 指定したスケジュールデータをク リ ップボードにコピーします。

ペース ト *1 ク リ ップボードにあるスケジュールデータを取得し、 スケジュー
ルデータ と して転送します。 転送後、 スケジュールデータを再取
得して表示します。

リセッ ト 指定したスケジュールデータを リセッ ト します。
リセッ ト後、 スケジュールデータを再取得して表示します。

(1)

(2)

(2)

(3)

(2)
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*1 コピーおよびペース トは SWDraw2 内でしか機能しません。 他のアプリ ケーシ ョ ンへデータを連携

したい場合には、 インポートおよびエクスポート を使用してください。

(2) 出力条件 欄

(3) ［出力エネルギー予想値］

表示されるグラフに対してのレーザ出力エネルギーの参考値を表示します。

項目 設定内容

スケジュール 表示または編集するスケジュール番号 （0 ～ 255） を選択します。

PFB ON/
PFB OFF
（GWM-PFL/
STD2-001 のみ）

パワーフ ィードバッ クの ON/OFF を設定 ・表示します。

フォーム 溶接方式 （FIX/FLEX/CW） を指定します。

変調 チェッ クボッ クスにチェッ クを付ける と、 変調設定の値が入力できるよ
うにな り ます。

シーム チェッ クボッ クスにチェッ クを付ける と、 シーム設定の値が入力できる
よ うにな り ます。
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3.3.2. FIX 方式でスケジュールを設定する

FIX 方式は、 レーザをパルス発振させ、 レーザ出力時間とレーザ出力ピーク値の組み合せ

を、 3 種類設定して波形を作る溶接方式です。 波形の立ち上がり、 立ち下がりにはスロー

プをつけるこ とができます。

以下の方法で、 スケジュールを設定できます。

1 メ ニューから ［レーザ制御］ － ［スケジュール］ を選択し ます。

［スケジュール］ 画面が表示されます。

2 レーザ装置がオン ラ イ ンの状態で、 ［開 く （接続）］ ボタ ンを押し ます。

［スケジュール入力画面］ 画面が表示されます。

3 ［スケジュール］ 欄でスケジュール番号を設定し てから、 ［フ ォーム］ 欄で 「FIX」
を選択し ます。

FIX 方式の画面が表示されます。

IP ア ド レスには、 レーザ装置に設定された IP ア ド レスを設定し ます。 デフ ォル

ト は 「192.168.1.10」 です。 『第 1 章 2.5. パソ コ ンのネ ッ ト ワークの設定』 （20
ページ） を参照し て く だ さい。

［開 く （接続）］ ボタ ン

スケジュール番号

と溶接方式を選択

する
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4 以下の表を参考に、 レーザ光の出力時間や出力値などを入力し ます。 こ こで設定し
た値に応じ て、 グラ フが自動的に更新されます。

FIX 方式の設定項目

項目 設定内容 範囲

ピークパワー
（セッ トパワー）

レーザ出力ピーク値の基準値を設定します。
実際のレーザ出力値は、 この数値を 100% と

したと きの割合 （%） で設定します。
レーザ装置による

分解能 分解能 （0.1ms/0.05ms） を設定します。 レー

ザ出力時間が、 指定した分解能で表示されま
す。

－

↑ SLOPE FLASH1 に設定した出力値までアップスロー

プ （レーザ出力が徐々に強くなっていく） す
る時間 （時間） を設定します。 アップスロー
プは、 FLASH1 の時間に含まれます。

↑ SLOPE ≦ FLASH1 となるよ うにして く

ださい。 また、 FLASH1 を設定してから、

↑ SLOPE を設定してください。

レーザ装置による

FLASH1 ～ 3 各レーザの出力時間 （時間） と出力値 （パ
ワー） を設定します。

レーザ装置による

COOL1 ～ 2 レーザ出力を行わない時間 （時間） を設定し
ます。

レーザ装置による

↓ SLOPE 最後の FLASH に設定した出力値からダウン

スロープ （レーザ出力が徐々に弱くなってい
く） する時間 （時間） を設定します。 ダウン
スロープは、 最後の FLASH の時間に含まれ

ます。 ↓ SLOPE ≦最後の FLASH となるよ

うに設定してください。

レーザ装置による

繰返し *1 レーザ光を 1 秒間に出力する回数を設定しま

す。 繰返しに 「1」 以上の値を設定する と、

繰り返し出力になり ます。

レーザ装置による

回数 *1 レーザ光を出力する回数を設定します。 回数
に 「1」 を設定する と、 単発出力方式になり

ます。

レーザ装置による
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*1 単発出力と繰り返し出力の違い

以下に、 単発出力と繰り返し出力の違いを示します。

以上で、 スケジュールを設定できました。

単発出力 レーザ光が 1 回だけ出力されて、 装置が停止する方式です。

繰り返し出力 レーザ光が繰り返し出力される方式です。 出力回数が回数に設定された値に

達する と、 装置が停止します。 詳細については、 レーザ装置の取扱説明書を

参照してください。
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3.3.3. FLEX 方式でスケジュールを設定する

FLEX 方式は、 レーザをパルス発振させ、 レーザの出力時間ごとに出力ピーク値を設定し

て波形を作る溶接方式です。 出力時間は、 20 種類まで設定できます。

以下の方法で、 スケジュールを設定できます。

1 メ ニューから ［レーザ制御］ － ［スケジュール］ を選択し ます。

［スケジュール］ 画面が表示されます。

2 レーザ装置がオン ラ イ ンの状態で、 ［開 く （接続）］ ボタ ンを押し ます。

［スケジュール入力画面］ 画面が表示されます。

3 ［スケジュール］ 欄でスケジュール番号を設定し てから、 ［フ ォーム］ 欄で 「FLEX」
を選択し ます。

FLEX 方式の画面が表示されます。

IP ア ド レスには、 レーザ装置に設定された IP ア ド レスを設定し ます。 デフ ォル

ト は 「192.168.1.10」 です。 『第 1 章 2.5. パソ コ ンのネ ッ ト ワークの設定』 （20
ページ） を参照し て く だ さい。

［開 く （接続）］ ボタ ン

スケジュール番号

と溶接方式を選択

する
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4 以下の表を参考に、 レーザ光の出力時間や出力値などを入力し ます。 レーザ出力時
間は、 1 つ前のポイ ン ト から設定し ます。 こ こで設定し た値に応じ て、 グラ フが自
動的に更新されます。 メ ニューから ［レーザ制御］ － ［スケジュール］ を選択する
と、 時間、 パワーの値をすべて 0 に戻すこ とができます。

*1 単発出力と繰り返し出力の違い

以下に、 単発出力と繰り返し出力の違いを示します。

以上で、 スケジュールを設定できました。

FLEX 方式の設定項目

項目 設定内容 設定範囲

ピークパワー
（セッ トパワー）

レーザ出力ピーク値の基準値を設定します。
実際のレーザ出力値は、 この数値を 100% と

したと きの割合 （%） で設定します。
レーザ装置による

分解能 分解能 （0.1ms/0.05ms） を設定します。 レー

ザ出力時間が、 指定した分解能で表示されま
す。

－

ポイン ト 1 ～ 20 レーザ出力時間と、 対応するレーザ出力時間
ごとのレーザ出力ピーク値を設定します。

• レーザ出力時間 ：
レーザ装置による

• レーザ出力ピーク値 ：
レーザ装置による

繰返し *1 レーザ光を 1 秒間に出力する回数を設定しま

す。 繰返しに 「1」 以上の値を設定する と、

繰り返し出力になり ます。

レーザ装置による

回数 *1 レーザ光を出力する回数を設定します。 回数
に 「1」 を設定する と、 単発出力方式になり

ます。

レーザ装置による

単発出力 レーザ光が 1 回だけ出力されて、 装置が停止する方式です。

繰り返し出力 レーザ光が繰り返し出力される方式です。 出力回数が回数に設定された値に

達する と、 装置が停止します。 詳細については、 レーザ装置の取扱説明書を

参照してください。
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3.3.4. CW 方式でスケジュールを設定する

CW 方式は、 レーザを連続発振させ、 レーザの出力時間ごとに出力ピーク値を設定して波

形を作る溶接方式です。出力時間は、 20 種類まで設定できます。 FIX、 FLEX 方式に比べ

て、 シーム設定 ・繰り返し出力／単発出力の設定ができず、 出力時間が短くな り ますが、
連続的に溶接を行えるため、 仕上がりがきれいになり ます。

以下の方法で、 スケジュールを設定できます。

1 メ ニューから ［レーザ制御］ － ［スケジュール］ を選択し ます。

［スケジュール］ 画面が表示されます。

2 レーザ装置がオン ラ イ ンの状態で、 ［開 く （接続）］ ボタ ンを押し ます。

［スケジュール入力画面］ 画面が表示されます。

3 ［スケジュール］ 欄でスケジュール番号を設定し てから、 ［フ ォーム］ 欄で 「CW」
を選択し ます。

CW 方式の画面が表示されます。

IP ア ド レスには、 レーザ装置に設定された IP ア ド レスを設定し ます。 デフ ォル

ト は 「192.168.1.10」 です。 『第 1 章 2.5. パソ コ ンのネ ッ ト ワークの設定』 （20
ページ） を参照し て く だ さい。

［開 く （接続）］ ボタ ン

スケジュール番号

と溶接方式を選択

する
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4 以下の表を参考に、 レーザ光の出力時間や出力値などを入力し ます。 こ こで設定し
た値に応じ て、 グラ フが自動的に更新されます。 メ ニューから ［レーザ制御］ －
［スケジュール］ を選択する と、 時間、 パワーの値をすべて 0 に戻すこ とができま
す。

以上で、 スケジュールを設定できました。

CW 方式の設定項目

項目 設定内容 設定範囲

ピークパワー
（セッ トパワー）

レーザ出力ピーク値の基準値を設定します。
実際のレーザ出力値は、 この数値を 100% と

したと きの割合 （%） で設定します。
レーザ装置による

分解能 分解能 （1s/0.1s/0.01s/0.001s） を設定しま

す。 レーザ出力時間が、 指定した分解能で表
示されます。

－

ポイン ト 1 ～ 20 レーザ出力時間と、 レーザ出力時間ごとの
レーザ出力ピーク値を設定します。

• レーザ出力時間 ：
レーザ装置による

• レーザ出力ピーク値 ：
レーザ装置による
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3.3.5. スケジュールに変調方式を設定する

変調方式は、一定の変調幅や周波数などを設定するこ とでパルス幅を変調させ、 さまざま
な加工を可能にする溶接方法です。

矩形、三角、正弦の 3 種類よ り レーザ光の変調度や変調周期などを設定し、波形を作成し

ます。

• 矩形

• 三角

• 正弦
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以下の方法で、 変調方式を設定できます。

1 ［変調］ 欄のチ ェ ッ クボ ッ クスにチ ェ ッ ク を付けます。

2 以下の表を参考に、 変調幅や周波数などを入力し ます。

以上で、 変調方式を設定できました。

変調方式の設定項目

項目 設定内容 設定範囲

波形 変調波形の種類を、 矩形、 三角、 正弦から選
択します。

－

デューティ比 デューティ比を設定します。 10 ～ 90

変調幅 変調度を設定します。 0 ～ 100%

周期 周波数を設定します。 レーザ装置による

値を設定する

変調を ON にする
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3.3.6. スケジュールにシーム機能を設定する

シーム機能は、 レーザエネルギーをなだらかに上げ下げして、シーム溶接に適した連続波
形にする機能で、 シーム溶接の仕上がり を美し く します。

以下の方法で、 シーム機能を設定できます。

1 ［フ ォーム］ 欄が 「FIX」 または 「FLEX」 のと きに、 ［シーム］ 欄のチ ェ ッ クボ ッ ク
スにチ ェ ッ ク を付けます。

2 以下の表を参考に、 レーザ光の出力回数や 「ピークパワー」 に対する割合を入力し
ます。 メ ニューから ［レーザ制御］ － ［スケジュール］ を選択する と、 回数、 パ
ワーの値をすべて 0 に戻すこ とができます。

*1 ポイン ト 1 の回数は 1 に固定。 回数には、 ポイン ト 2 ＜ポイン ト 3 のよ うに、 前のポイン ト よ り大

きい値のみ入力できます。

以上で、 シーム機能を設定できました。

シーム機能の設定項目

項目 設定内容 設定範囲

ポイン ト 1 ～ 20 レーザ光の出力回数と、 そのと きのレーザ出
力値の割合を設定します。

• 回数 ：

2 ～ 9999 カウン ト *1

• パワー ：
0 ～ 150%

値を設定する

シームを ON にする
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4. システムパラ メ ータ設定 （レーザ装置の動作条件
を設定する）

以下の手順で、 レーザ装置の基本的な動作条件を設定できます。

1 メ ニューから ［レーザ制御］ － ［システムパラ メ ータ設定］ を選択し ます。

［システムパラ メータ］ 画面が表示されます。 オンラインのと きは、 レーザ装置の現在のシステムパラ

メータが表示されます。

2 パソ コ ンに保存されているシステムパラ メ ータ を読み込む場合は、 ［読み込み］ ボ
タ ンを押し ます。

パソコンに保存されているシステムパラ メータが読み込まれます。

3 以下の表を参考に、 レーザ装置の基本的な動作条件を設定し ます。

システムパラ メ ータの設定項目 （ １  / ２ ）

項目 設定内容
範囲

（デフ ォル ト ）
ピ ッ チ

ス
ピ
｜
ド

ジャンプスピード *1 線を 1 本描き終わってから、 次の線の始点までの移

動スピードを設定します。
レンズによる 1mm/s

ジャンプ後待ち時間 線を 1 本描き終わって、 次の線の始点まで移動して

から、 溶接を開始するまでの待ち時間を設定しま
す。

0.0 ～ 1000.0ms
（10ms）

0.1ms
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*1 レンズ種別による各パラ メータの設定範囲については、 各レーザ溶接用スキャニングシステムの取扱説

明書を参照してください。

*2 ［スキャナ調整］ 画面で設定した値を考慮して、 数値を入力してください。

*3 レンズオフセッ トについて

［X オフセッ ト ］ で設定した数値分、 溶接時に絶対原点 C が X 軸方向にずれます。

［Y オフセッ ト ］ で設定した数値分、 溶接時に絶対原点 C が Y 軸方向にずれます。

［全体回転角度］ で設定した数値分、 溶接結果が、 絶対原点 C を中心に反時計方向に回転します。

レ
ン
ズ
オ
フ
セ
ッ
ト
*3

回転角度 溶接時、 レイアウ ト ファ イルの傾きを設定値分回転
します。

0 ～ 360 度

（0 度）
0.000001 度

X オフセッ ト *1*2 溶接時、 レイアウ ト ファ イルの X 軸を設定値分だ

け移動します。

レンズによる
（0mm）

0.001mm

Y オフセッ ト *1*2 溶接時、 レイアウ ト ファ イルの Y 軸を設定値分だ

け移動します。

レンズによる
（0mm）

0.001mm

原点復帰 有り 溶接が完了するごとに、 スキャナを原点に戻しま
す。

－ －

なし 溶接が完了してもスキャナを原点に戻しません。
（デフォルト値）

－ －

シ
ャ
ッ
タ

シャ ッ タ開遅れ時間
*4*5

レーザを出力するタイ ミ ングを変化させます。 -100.00 ～
100.00ms
（0ms）

0.01ms

シャ ッ タ閉遅れ時間
*4*5

レーザを止めるタイ ミ ングを変化させます。 -100.00 ～
100.00ms
（0ms）

0.01ms

安全
シャッ タ

制御 *6

常時開 LD が ON のと きは常にシャッ タを開いています。 － －

スキャニン
グ連動

溶接する と きは開き、 溶接していないと きは閉じま
す。

－ －

搬
送
機
制
御

ス ト ローブ出力遅れ
時間

搬送機へのス ト ローブ信号が出力されるタイ ミ ング
を設定します。

0 ～ 999ms
（999ms）

1ms

ACK 応答待ち時間 搬送機の異常監視タイマの応答に対する待ち時間を
設定します。 0 に設定する と、 タイムアウ ト なしに

なり ます。

0 ～ 99.9s
（10.0s）

0.1s

ワ
ブ
リ
ン
グ
*7

種類 なし ワブリ ングが無効になり ます。 － －

円 円動作でらせん状にスキャンします。 － －

正弦波 正弦波でスキャンします。 － －

ワブリ ング幅 ワブリ ングの幅 （線幅） を設定します。 0.01 ～ 5mm
（1.000mm）

0.001mm

ワブ リ ング周波数 ワブリ ング動作の周期を設定します。 1 ～ 1000Hz
（100Hz）

1Hz

スキャニング速度 *8 ワブ リ ング幅、 ワブ リ ング周波数から求めた速度が
表示されます。

－ 1mm/s

システムパラ メ ータの設定項目 （ ２  / ２ ）

項目 設定内容
範囲

（デフ ォル ト ）
ピ ッ チ
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*4 スキャナおよびレーザエンジンに対して開始指令を出力しますが、 各々の応答時間によ り、 スキャナの

実動作とレーザ照射開始のタイ ミ ングが一致しないと、 書き始めがずれてしま う こ とがあ り ます。

そのタイ ミ ングを調整する機能と して、 「シャ ッ タ開 （かい） 遅れ時間」 （および閉 （へい） 遅れ時間）

を設定します。

＜スキャナ動作とレーザ出力タイ ミ ングが一致＞　 　＜スキャナ動作とレーザ出力タイ ミ ングがずれている＞

シャッ タ開遅れ時間 「0ms」 ：
スキャナ指令を出すと同時にレーザスタート指令を ON にします。 レーザスタート指令からレーザ実出

力には若干の遅れ時間があ り ます。 スキャナ動作遅れ時間とのタイ ミ ングが合わないとスキャナ動作前

にレーザが出力される可能性があ り ます （始点に照射痕が強く残り ます）。

レーザ照射

ジャ ンプ

レーザ照射が早いと、

始点に照射痕が強 く 残る
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シャ ッ タ開遅れ時間 「+ （－） ms」 ：
レーザスタート指令を ON にした後、 + 指定時間待ってからスキャナ指令が出力されます。 + 設定の場

合、 スキャナが動き出す前にレーザが出力されます （始点に照射痕が強く残り ます）。 －設定の場合、 ス

キャナ指令の後に設定時間待ってレーザスタート信号を出力します （始点が短くな り ます）。

シャ ッ タ開遅れ時間の動作についてまとめる と、 以下のよ うにな り ます。

始点に強い照射痕が残る場合 ： シャ ッ タ開遅れ時間を、 －方向で調整してください。

始点が短くなる場合 ： シャ ッ タ開遅れ時間を、 ＋方向で調整してください。

溶接スケジュールの FORM 種類によ り、 レーザ終点長さの調整方法が異なり ます。

溶接スケジュールにて 「FIX」 または 「FLEX」 に設定されている場合、 レーザ照射時間は溶接機にて設

定されています。 始点が遅れる と終点もシフ ト して遅れてしまい、 次のスキャン動作にかかる と書き終

わりに 「ヒゲ」 の現象が出るこ とがあ り ます。 この場合は、 レーザ照射時間を調整する、 シャ ッ タ開遅

れ時間を＋方向に調整するなどの対策で改善します。

FORM 種類によるレーザ終点長さの調整方法

FORM シャ ッ タ閉遅れ時間 レーザ終点長さの調整

FIX 無効 スケジュールのレーザ照射時間を調整する

FLEX

CW 有効 シャッ タ閉遅れ時間の設定で調整する
（プラスを増やすと終点が長くなる方向）

レーザ照射

ジャ ンプ

レーザ照射が遅いと、

始点が短 く なる

↓

シャ ッ タ開遅れ時間を

＋方向に調整する こ と で改善

レーザ照射

ジャ ンプ

書き始め 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　書き終わり

実際のスキャ ン時間

FIX （FLEX） 照射時間

シャ ッ タ開遅れ （－）

FIX （FLEX） の場合、 シャ ッ タ開

遅れ時間を＋方向に調整する と、

終点も改善される

欠け ヒゲ
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・ シャ ッ タ閉遅れ時間 「0ms ／－ ms」 （CW のみ有効） ：

レーザスタート指令を OFF にしてから、 指定時間処理が一時停止します （スキャナ動作も停止します）。

レーザ出力遅れ時間後にレーザ実出力は停止しますので、 スキャナ動作遅れ時間によっては、 終点が短

くな り ます。

・ シャ ッ タ閉遅れ時間 「＋ ms」 （CW のみ有効） ：

スキャナ指令が終点まで処理したタイ ミ ングから、 指定時間経過後にレーザスタート指令が OFF になり

ます。 シャ ッ タ閉遅れ時間を調整して、 スキャナ動作とレーザ実出力タイ ミ ングを合わせます。 シャ ッ

タ閉遅れ時間が長すぎる と、 終点以降もレーザが出て、 ヒゲ状になるこ とがあ り ます。

シャ ッ タ閉遅れ時間の動作についてまとめる と、 以下のよ うにな り ます。

終点に強い照射痕が残る場合 ： シャ ッ タ閉遅れ時間を、 －方向で調整してください。

終点が短くなる場合 ： シャ ッ タ閉遅れ時間を、 ＋方向で調整してください。

*5 シャ ッ タ開遅れ時間およびシャッ タ閉遅れ時間は、 スポッ トのレイアウ トに対しては無効になり ます。

*6 本システムでは使用しません。

レーザ照射

ジャ ンプ

レーザ停止が遅いと、

終点が短 く なる
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*7 ワブ リ ングについて

［ワブ リ ング幅］ および ［ワブ リ ング周波数］ を設定するこ とによ り、 下図のよ うにスキャンします。

*8 スキャナの能力を超過するよ うな設定の場合、 スキャニング速度の文字背景が黄色で表示されます。

4 設定内容を保存する場合は、 ［保存］ ボタ ンを押し ます。

システムパラ メータの設定値がパソコンに保存されます。

5 設定し た内容を装置に転送する必要があ り ます。 ［転送］ ボタ ンを押し ます。

* ［転送］ ボタンは、 オンラインの状態のと きだけ操作できます。

6 設定を終了する場合は、 ［閉じ る］ ボタ ンを押し ます。

• 設定し た値の組み合わせによ り、 設定値どお り に動作し ない場合があ り ます。
• スポ ッ ト オブジ ェ ク ト には、 ワブ リ ングは機能し ません。
• 正弦波の場合、 軌跡の角度が変わる部分でレーザが途切れます。

手順 4 で設定内容を保存し ていない場合は、 設定内容が無効にな り ます。

• 円動作

ワブ リ ング周期

ワブ リ ング幅

ワブ リ ング周期

ワブ リ ング幅

• 正弦波動作
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5. RS232C 通信設定

以下の手順で、 RS232C 通信条件を設定できます。

1 オン ラ イ ンの状態で、 かつ溶接実行中でない （レーザスキャ ン中でない） 状態で、
メ ニューから ［レーザ制御］ － ［RS232C 通信設定］ を選択し ます。

［RS232C 通信設定］ 画面が表示されます。

2 以下の表を参考に、 使用する制御パソ コ ン と通信条件を一致させます。

3 設定内容を保存する場合は、 ［OK］ ボタ ンを押し ます。

RS232C 通信設定の設定項目

項目 設定範囲

ボーレート 4800bps、 9600bps、 19200bps、
38400bps、 57600bps、 115200bps

ス ト ップビッ ト 1bit、 2bit

パリティ None （なし）、 Even （偶数）、 Odd （奇数）

チェッ クサム Disable （無効）、 Enable （有効）

終端 ETX Disable （無効）、 Enable （有効）
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6. イベン ト 情報

以下の手順で、 イベン ト内容を確認できます。 記録数は最大 1000 件で、 1000 件を超え

た場合は古い順に削除されます。

1 オン ラ イ ンの状態で、 メ ニューから ［レーザ制御］ － ［イベン ト 情報］ を選択し ま
す。

［イベン ト情報］ 画面が表示されます。

2 ［保存］ ボタ ンを押すと、 イベン ト の内容を CSV データ と し て保存する こ とができ
ます。 ［OK］ ボタ ンを押すと、 画面が閉じ ます。

• フ ァ イル名は、 ド ラ イブ名、 デ ィ レ ク ト リ名を含めて半角で 255 文字以内で

入力し て く だ さい。
• フ ァ イル名に半角を使用する と きは、 大文字を使用し て く だ さい。
• フ ァ イル名に半角カ タ カナ、 特殊文字 （① Ⅱ ㈱など）、 記号 （\/:*?"<>|）、 半

角スペース、 CON、 AUX、 COM1 ～ COM9、 LPT1 ～ LPT9、 PRN、 NUL は

使用できません。
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7. 外部 I/O モニ タ テス ト

外部 I/O モニタテス ト ツールを使用する と、外部入出力および拡張外部入出力コネクタに

接続された I/O 信号の入出力状態をモニタ リ ングするこ とができます。

また、模擬的に手動で出力信号の状態を変更できるシ ミ ュレートモードを使用して、シー
ケンサなど外部機器との接続確認に活用できます。

1 オン ラ イ ンの状態で、 メ ニューから ［レーザ制御］ － ［外部 I/O モニ タ テス ト ］ を選
択し ます。

［外部 I/O モニタテス ト ］ 画面が表示されます。 ［外部 I/O モニタテス ト ］ 画面には、 外部入出力および

拡張外部入出力コネクタの I/O 信号の ON/OFF 状態が表示されます。

2 ［シ ミ ュ レータ］ を選択する と、 シ ミ ュ レーシ ョ ンモー ド に切り替わり、 任意の I/O
出力をボタ ン操作で ON/OFF できるよ う にな り ます。 シ ミ ュ レーシ ョ ンモー ド中で
も外部 I/O のモニ タは可能です。

シ ミ ュレーシ ョ ンモードを終了するには、 ［モニター］ を選択します。

3 ［キャ ンセル］ ボタ ンを押すと、 外部 I/O モニ タ テス ト が終了し ます。
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1. 元に戻す （操作を取り消す）

操作を間違ってしまった場合などに、 メニューから ［編集］ － ［元に戻す］ を選択する
と、 その操作を取り消すこ とができます。

2. やり直し （操作をやり直す）

いったん取り消した操作をやり直すこ とができます。 メニューから ［編集］ － ［やり直
し］ を選択する と、 いったん取り消した操作を再度実行できます。

3. 図形の削除 （図形を削除する）

選択した図形を削除できます。

1 メ ニューから ［編集］ － ［削除］ を選択し ます。

2 削除する対象を選択し ます。
対象を含む領域の始点、 終点を指定する こ とによ って、 選択できます。

図形が削除されます。

第 6 章 編集

元に戻すを実行する と、 戻す前の画像のゴ ミ が残る こ とがあ り ます。 （編集デー
タには影響あ り ません。）
メ ニューから ［表示］ － ［再表示］ を選択し て画面を再表示させて く だ さい。

メ ニューから ［編集］ － ［削除］ を選択せずに、 対象を含む領域を囲った場合
は領域内に含まれる要素すべてを選択する こ とにな り ます。 DXF を イ ンポー ト

し た図形など、 要素数の多いデータに対し てこの動作を行う と、 選択完了まで
時間がかかり ます。
削除を行う場合は必ず先に メ ニューから ［削除］ を選択し て く だ さい。
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4. 図形のコ ピー

4.1. コ ピー （コ ピーを配置する）

作成した図形をコピーして配置できます。

1 メ ニューから ［編集］ － ［コ ピー］ を選択し ます。

2 コ ピーする対象を選択し ます。
対象を含む領域の始点、 終点を指定する こ とによ って、 選択できます。

3 基準点と なる位置を指定し ます。

基準点には、 コピー対象とカーソルの相対位置が設定されます。 通常は、 コピー対象に基準点を設定し

ます。

4 コ ピー先の位置を指定し ます。

図形のコピーが配置されます。

基準点を指定する

コ ピー先の位置

を指定する
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4.2. 回転コ ピー （コ ピーを回転し て配置する）

作成した図形のコピーを、 回転して配置できます。

1 メ ニューから ［編集］ － ［回転コ ピー］ を選択し ます。

2 コ ピーする対象を選択し ます。
対象を含む領域の始点、 終点を指定する こ とによ って、 選択できます。

3 回転の中心点を指定し ます。

4 コマン ド入力欄に回転角度を入力し、 ＜ Enter ＞キーを押し ます。

図形のコピーが回転した状態で配置されます。

四角オブジ ェ ク ト は、 この機能の対象外です。
レ イアウ ト エ リ ア全体に広がるほどの大きな図形は、 回転時にレ イアウ ト エ リ
アからはみ出て し ま う ため、 回転させる こ とができません。

中心点を指定する

コ ピーが回転し て配置される
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4.3. 反転コ ピー （コ ピーを反転し て配置する）

作成した図形のコピーを、 軸に対して反転して配置できます。

1 メ ニューから ［編集］ － ［反転コ ピー］ を選択し ます。

2 コ ピーする対象を選択し ます。
対象を含む領域の始点、 終点を指定する こ とによ って、 選択できます。

3 反転の軸と なる線分を指定し ます。
軸と なる線分がすでに配置されている場合は、 その線分を選択し ます。
軸と なる線分が配置されていない場合は、 軸の始点と終点を指定し ます。

図形のコピーが、 線分を軸と して反転して配置されます。

四角オブジ ェ ク ト は、 この機能の対象外です。
レ イアウ ト エ リ ア全体に広がるほどの大きな図形は、 反転時にレ イアウ ト エ リ
アからはみ出て し ま う ため、 反転させる こ とができません。

軸を指定する

コ ピーが反転し て

配置される
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5. 図形の移動

5.1. 移動 （図形を移動する）

作成した図形を移動できます。

1 メ ニューから ［編集］ － ［移動］ を選択し ます。

2 移動する対象を選択し ます。
対象を含む領域の始点、 終点を指定する こ とによ って、 選択できます。

3 基準点と なる位置を指定し ます。

基準点には、 移動対象とカーソルの相対位置が設定されます。 通常は、 移動対象に基準点を設定します。

4 移動先の位置を指定し ます。

図形が移動します。

メ ニューから ［編集］ － ［移動］ を選択せずに、 対象を含む領域を囲った場合
は領域内に含まれる要素すべてを選択する こ とにな り ます。 DXF を イ ンポー ト

し た図形など、 要素数の多いデータに対し てこの動作を行う と、 選択完了まで
時間がかかり ます。
移動を行う場合は必ず先に メ ニューから ［移動］ を選択し て く だ さい。

基準点を指定する

移動先の位置を

指定する
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5.2. 回転移動 （図形を回転し て移動する）

作成した図形を回転して移動できます。

1 メ ニューから ［編集］ － ［回転移動］ を選択し ます。

2 移動する対象を選択し ます。
対象を含む領域の始点、 終点を指定する こ とによ って、 選択できます。

3 回転の中心点を指定し ます。

4 コマン ド入力欄に回転角度を入力し、 ＜ Enter ＞キーを押し ます。

図形が回転して移動します。

四角オブジ ェ ク ト は、 この機能の対象外です。
レ イアウ ト エ リ ア全体に広がるほどの大きな図形は、 回転時にレ イアウ ト エ リ
アからはみ出て し ま う ため、 回転させる こ とができません。

回転の中心点を指定する

回転し て移動する
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5.3. 反転移動 （図形を反転し て移動する）

作成した図形を、 軸に対して反転して移動できます。

1 メ ニューから ［編集］ － ［反転移動］ を選択し ます。

2 移動する対象を選択し ます。
対象を含む領域の始点、 終点を指定する こ とによ って、 選択できます。

3 反転の軸と なる線分を指定し ます。
軸と なる線分がすでに配置されている場合は、 その線分を選択し ます。
軸と なる線分が配置されていない場合は、 軸の始点と終点を指定し ます。

図形が、 線分を軸と して反転して移動されます。

四角オブジ ェ ク ト は、 この機能の対象外です。
レ イアウ ト エ リ ア全体に広がるほどの大きな図形は、 反転時にレ イアウ ト エ リ
アからはみ出て し ま う ため、 反転させる こ とができません。

軸を指定する

反転し て配置される
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5.4. 下絵縮尺変更 （下絵のサイズを変更する）

下絵編集モードのと き、 以下の手順で下絵のサイズを拡大 ・縮小できます。

1 メ ニューから ［編集］ － ［下絵縮尺変更］ を選択し ます。

2 サイズ変更の目安と なる線を特定するために、 下絵上の任意の 2 点を指定し ます。

3 手順 2 で指定し た 2 点間の距離の、拡大・縮小し た後の長さ を コマン ド入力欄に半角
数字で入力し ます。

手順 2 の 2 点間の長さよ り大きい数値を入力する と、 下絵が拡大され、 小さい数値を入

力する と、 下絵が縮小されます。
例えば、 手順 2 の 2 点間の長さが 「20」 のと き、 コマンド入力欄に 「60」 を入力する

と、 長さが 3 倍とな り、 サイズが 9 倍になり ます。

コマン ド入力欄に 「60」 と入力する と、

目安にし た距離が 60mm になる よ う に

縮小されます。

6020
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6. コ メ ン ト （コ メ ン ト を編集する）

作成されたコ メン ト を修正します。

1 メ ニューから ［編集］ － ［コ メ ン ト 編集］ を選択し ます。

2 編集する コ メ ン ト を選択し ます。

［コ メ ン ト ］ 画面が表示されます。

3 編集箇所を変更し て、 ［OK］ ボタ ンを押し ます。 編集を中止する場合は、 ［キャ ン
セル］ ボタ ンを押し ます。
『第 9 章 10. コ メ ン ト （コ メ ン ト を入力する）』 （205 ページ） を参照してください。
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7. 行列配置 / 行列解除

作図エリアにある図形をコピーして行列状に配置します。

7.1. 行列配置

1 メ ニューから ［編集］ － ［行列］ － ［設定］ を選択し ます。

［行列設定］ 画面が表示されます。

2 行列の設定を行います。

*1 ［行数］ × ［列数］ が 10000 を超える数値は入力できません。

*2 レンズによ り最大範囲が異なり ます。

3 ［OK］ ボタ ンを押し ます。

行列が配置されます。

行列範囲のプロパティについては、 以下を参照してください。

また、 プロパティの使い方については、 『第 7 章 3.1. プロパティの使い方』 （138 ページ）

を参照してください。

• 行列配置を実行する と、 行列配置を解除するまで図形は編集できません。
• 行列配置を実行し た後は、 作図エ リ アに他の図形は配置できません。
• 50×50 以上の行列配置を行う と、 処理に長い時間がかかる こ とがあ り ます。

行列設定の設定項目

項目 設定内容

行数 *1 縦方向に配置する数を設定します。

列数 *1 横方向に配置する数を設定します。

行ピッチ *2 縦方向の配置間隔 （mm） を設定します。

列ピッチ *2 横方向の配置間隔 （mm） を設定します。

配置角度 コピーを傾けて配置する と きに角度を設定します （-179.999 ～

180.000）。

行優先 / 列優先 スキャニングの順番で、 行 / 列のどちらを優先するかを選択します。

行列範囲のプロパテ ィ

項目 設定内容 範囲 （デフ ォル ト ） ピ ッ チ

行 選択している行列の縦方向に数えた番号
を表示します。

－ －
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*1 レンズ種別による各パラ メータの設定範囲については、 各レーザ溶接用スキャニングシステムの取扱説

明書を参照してください。

7.2. 行列解除

1 メ ニューから ［編集］ － ［行列］ － ［解除］ を選択し ます。

確認のメ ッセージが表示されます。

2 ［OK］ ボタ ンを押し ます。

行列は解除され、 元の図形の状態に戻り ます。

列 選択している行列の横方向に数えた番号
を表示します。

－ －

行数 縦方向に配置する数の設定を表示しま
す。

－ －

列数 横方向に配置する数の設定を表示しま
す。

－ －

行ピッチ 縦方向の配置間隔 （mm） の設定を表示

します。

－ －

列ピッチ 横方向の配置間隔 （mm） の設定を表示

します。

－ －

X オフセッ ト *1 選択された要素の基準位置 （左下） の X 
座標 （mm） を設定します。

レンズによる 0.001

Y オフセッ ト *1 選択された要素の基準位置 （左下） の Y 
座標 （mm） を設定します。

レンズによる 0.001

軸回転角度 行列を傾けて配置する と きに角度を設定
します。

-179.999 ～
180.000

0.001

削除
（スキャニング有無）

スキャンを行うかど うかを表示します。 表示、 非表示
（表示）

－

スキャニング順序 スキャニングの順序を表示します。 1 ～ 1000 －

行列解除を行った後、 再度行列配置を行う と、 ［行列設定］ 画面に直前までの行
列のパラ メ ータが入力された状態で画面が開きます。 このと き、 画面の中の数
値をまった く 操作せずに ［OK］ ボタ ンを押すと、 各行列要素の個別オフセ ッ ト

も含め、 解除前の行列の状態が復元されます。

行列範囲のプロパテ ィ

項目 設定内容 範囲 （デフ ォル ト ） ピ ッ チ
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1. 不要な線を削除する

1.1. ト リ ミ ング （線の一部を削除する）

線の一部を削除 （または延長） できます。

1 メ ニューから ［調整］ － ［ ト リ ミ ング］ を選択し ます。

2 ト リ ミ ングする線を選択し ます。

3 線上で、 削除する範囲の始点と終点を指定し ます。

指定した範囲の線が削除されます。

第 7 章 調整

削除する範囲の始点と

終点を指定する

指定範囲の線が削除される
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1.2. 交点切断 （交点の不要な線を削除する）

線と線が交差する と ころにある余分な線を削除できます。交点にある不要な線をすべて削
除すれば、 きれいな角にするこ とができます。

1 メ ニューから ［調整］ － ［交点切断］ を選択し ます。

2 交点の延長上にある、 削除する線を選択し ます。

交点までの線が削除されます。

交点の延長上にある、

削除する線を選択する

交点までの線が削除される
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2. 図形を選択する

2.1. 選択モー ド （選択モー ド に切り替える）

作成した図形を編集する と きは、 通常、 ［編集］ メニューや ［調整］ メニューの機能を利
用します。 また、 マウス操作によって、おおまかに位置やサイズを設定するこ と もできま
す。 こ こでは、 ツールバーの ［選択モード］ ボタンを押して、 選択モードに切り替えてか
ら、 図形をマウスで編集する操作について説明します。

図形のプロパティを変更したり、マウスによって図形の移動やサイズ変更を行いたいと き
は、 以下のいずれかの方法で、 選択モードに切り替えます。

• ツールバーの ［選択モード］ ボタンを押す

• ＜ Esc ＞キーを数回押してコマンドを抜ける

• メニューから ［調整］ － ［選択モード］ を選択する

• 図形を選択していない状態で、 右ク リ ッ ク メニューから ［選択モード］ を選択する

選択モードのと き、図形をマウスク リ ッ クで選択する と、選択した図形の周りにグレーま
たは赤色の枠線が表示され、青い移動用ハンドルと白いサイズ変更ハンドルが表示されま
す。 ただし、 連続線分を単独で選択した場合は、 ［連続線］ 画面が表示されます。 ［連続
線］画面の詳細は、『第 9 章 2.2. ［連続線］画面の構成』（177 ページ） を参照してください。

＜ Ctrl ＞キーを押しながら ク リ ッ クする と、 複数の図形を選択するこ とができます。

2.1.1. 選択モー ド で図形のサイズを変更する

選択モードのと き、図形をマウスク リ ッ クで選択する と、選択した図形の周りにグレーま
たは赤色の枠線が表示され、サイズ変更ハンドルが表示されます。サイズ変更ハンドルを
ド ラ ッグする と、 図形のサイズを自由に変更できます。

図形のサイズは、 プロパティでも変更できます。

サイズ変更

ハン ドル

移動用ハン

ドル

サイズ変更ハン ドルを

ド ラ ッ グする
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2.1.2. 選択モー ド で図形を移動する

選択モードのと き、図形をマウスク リ ッ クで選択する と、選択した図形の周りにグレーま
たは赤色の枠線が表示され、枠の中央に青い移動用ハンドルが表示されます。移動用ハン
ドルをド ラ ッグする と、 図形を自由に移動できます。

図形の移動は、 メニューからも実行できます。

2.2. 回転モー ド （選択モー ド で線分を回転する）

選択モードのと き、 線分をマウスク リ ッ クで選択し、 ツールバーの ［回転モード］ ボタン
を押すか、 メニューから ［調整］ － ［回転モード］ を選択する と、 線分の両端に回転用ハ
ンドルが表示されます。回転用ハンドルをド ラ ッグする と、線分の傾きを自由に変更でき
ます。 また、 中心のハンドルを動かすと、 回転時の中心位置を変更できます。

移動用ハン ドルを

ド ラ ッ グする

回転用ハン ドルを

ド ラ ッ グする
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3. 図形のプロパテ ィ を変更する

3.1. プロパテ ィ の使い方

プロパティ とは、 配置した図形の詳細情報のこ とです。

選択モードのと き、図形をマウスク リ ッ クで選択する と、 そのプロパティが、作図画面の
プロパティ欄に表示されます。 プロパティ欄では、作成した図形の形状や、加工条件など
を、 直接変更できます。

以下に、 プロパティの使用例と して、 スポッ トのプロパティによって、 スポッ トの内容と
位置を変更する手順を記載します。

例）

• ［開時間］ を 「10ms」 から 「5ms」 に変更する

• 基準位置 （文字の左下の位置） の座標を 「原点 （0,0）」 にする

1 ツールバーの ［選択モー ド］ ボタ ンを押す、 または＜ ESC ＞キーを数回押し てコマ
ン ド を抜けます。

選択モードに切り替わり ます。

2 スポ ッ ト をマウスク リ ッ クで選択し ます。

3 プロパテ ィ の ［基準位置 X］ ［基準位置 Y］ を、 それぞれ 「0」 に変更し ます。
［開時間］ を 「5」 に変更し ます。

プロパテ ィ 欄で直

接変更する
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4 ［更新］ ボタ ンを押し ます。

スポッ ト と位置が変更されます。

プロパテ ィ で設定範囲外の値を入力し て ［更新］ ボタ ンを押し た場合は、 自動
的に入力前の値に戻り ます。

［更新］ ボタ ンで確定

する
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3.2. プロパテ ィ の設定項目

プロパティで設定できる項目を以下の表に示します。設定できる項目は図形またはその形
状によって異なり ます。

なお、 オブジェク ト種類など、 グレーの行に表示されている内容は変更できません。

プロパテ ィ の設定項目 （1 / 8）

分類 項目 設定内容 範囲
（デフ ォル ト ）

ピ ッ チ

すべての図形に
共通

スキャニング順序 スキャニングの順番を表示します。 1 ～ 4294967295 1

スキャニング待ち
時間
*1

待機時間後の、 レーザ出力の始点へのジャ
ンプから、 レーザ出力の開始までの時間を
指定します。

0 ～ 30000 ms
(0 ms)

1 ms

四角 オブジェク ト種類 図形 （オブジェク ト ） の種類を表示します。 SQUARE －

オブジェク ト名
（デフォルト ）

図形 （オブジェク ト ） の名前を設定します。 SQUARE x 最大 256
文字

レーザ種類
オーバーラ ップ 1

オーバーラ ップ 1 のレーザ種類を表示しま

す。 この内容はスケジュール番号によって
変わり ます。

SPOT、 SEAM、
CW

－

スケジュール
オーバーラ ップ 1

オーバーラ ップ 1 で使用するスケジュール

データの番号を表示します。 項目部分をダ
ブルク リ ッ クする と、 設定されているスケ
ジュールデータの番号に応じた 5.3. 項の

［スケジュール画面］ を表示します。

0 ～レーザ装置に

よる (0)
1

波形種別
オーバーラ ップ 1

オーバーラ ップ 1 の波形の作成方式を表示

します。 この内容はスケジュール番号に
よって変わり ます。

FIX、 FLEX －

レーザ種類
オーバーラ ップ 2

オーバーラ ップ 2 のレーザ種類を表示しま

す。 この内容はスケジュール番号によって
変わり ます。

SPOT、 SEAM、
CW

－

スケジュール
オーバーラ ップ 2

オーバーラ ップ 2 で使用するスケジュール

データの番号を表示します。 項目部分をダ
ブルク リ ッ クする と、 設定されているスケ
ジュールデータの番号に応じた 5.3. 項の

［スケジュール画面］ を表示します。

0 ～レーザ装置に

よる (0)
1

波形種別
オーバーラ ップ 2

オーバーラ ップ 2 の波形の作成方式を表示

します。 この内容はスケジュール番号に
よって変わり ます。

FIX、 FLEX －

レーザ種類
線分

線分のレーザ種類を表示します。 この内容
はスケジュール番号によって変わり ます。

SPOT、 SEAM、
CW

－

スケジュール
線分

線分で使用するスケジュールデータの番号
を表示します。 項目部分をダブルク リ ッ ク
する と、 設定されているスケジュールデー
タの番号に応じた 5.3. 項の ［スケジュール

画面］ を表示します。

0 ～レーザ装置に

よる (0)
1

波形種別
線分

線分の波形の作成方式を表示します。 この
内容はスケジュール番号によって変わり ま
す。

FIX、 FLEX －

レーザ種類
面取り

面取りのレーザ種類を表示します。 この内
容はスケジュール番号によって変わり ます。

SPOT、 SEAM、
CW

－
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四角
（つづき）

スケジュール
面取り

面取りで使用するスケジュールデータの番
号を表示します。 項目部分をダブルク リ ッ
クする と、 設定されているスケジュール
データの番号に応じた 5.3. 項の ［スケ

ジュール画面］ を表示します。

0 ～レーザ装置に

よる (0)
1

波形種別
面取り

面取りの波形の作成方式を表示します。 こ
の内容はスケジュール番号によって変わり
ます。

FIX、 FLEX －

スキャニング速度
*2

スキャナの移動速度を設定します。 1 ～レンズによる
(100 mm/s)

1 mm/s

左下 X 原点からの X 座標を指定します。 レンズによる 0.001 mm

左下 Y 原点からの Y 座標を指定します。 レンズによる 0.001 mm

幅 辺の幅を指定します。 レンズによる 0.001 mm

高さ 辺の高さを指定します。 レンズによる 0.001 mm

スキャニング開始 スキャニングの始点を四隅から指定します。 左上、 左下、 右
上、 右下

（作図データによ
る）

－

スキャニング方向 スキャニング方向を設定します。 時計回り、 反時計
回り

（作図データによ
る）

－

面取り種別 面取り種別を指定します。 なし、 面取り、 半
径 （なし）

－

面取りサイズ 面取り寸法を指定します。 作図データによる
(0.000 mm)

0.001 mm

オーバーラ ップ長 オーバーラ ップ部分の長さを指定します。 作図データによる
(0.000 mm)

0.001 mm

長さ 図形 （オブジェク ト ） の周長とオーバー
ラ ップ長の合計を表示します。

－ 0.001 mm

時間 長さ、 スキャニング速度から、 スキャニン
グ時間の目安を算出します。

－ 0.1 ms

繰り返し 図形 （オブジェク ト ） を指定した回数だけ
繰り返してスキャニングします。

1 ～ 5000
（1）

1

ハッチング ハッチングのあ り／なしを設定します。 あ り、 なし
（なし）

－

レーザ種類
ハッチング

ハッチングのレーザ種類を表示します。 こ
の内容はスケジュール番号によって変わり
ます。

SPOT、 SEAM、
CW

－

スケジュール
ハッチング

ハッチングで使用するスケジュールデータ
の番号を表示します。 項目部分をダブルク
リ ッ クする と、 設定されているスケジュー
ルデータの番号に応じた 5.3. 項の ［スケ

ジュール画面］ を表示します。

0 ～レーザ装置に

よる (0)
1

波形種別
ハッチング

ハッチングの波形の作成方式を表示します。
この内容はスケジュール番号によって変わ
り ます。

FIX、 FLEX －

プロパテ ィ の設定項目 （2 / 8）

分類 項目 設定内容 範囲
（デフ ォル ト ）

ピ ッ チ
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四角
（つづき）

オフセッ ト量 外形図形とハッチング領域の距離を指定し
ます。

0.000 ～作図範囲

の最大 Y 座標値

（0.000）

0.001

ピッチ ハッチング線の間隔を指定します。 0.01 ～作図範囲の

最大 Y 座標値

（1.00）

0.01

角度 ハッチングの角度を指定します。 外形図形
とは関係なく、 絶対角度です。

0.000 ～ 360.000
（0.000）

0.001

線分 オブジェク ト種類 図形 （オブジェク ト ） の種類を表示します。 LINE －

オブジェク ト名
（デフォルト ）

図形 （オブジェク ト ） の名前を設定します。 LINE x 最大 256
文字

レーザ種類 レーザ種類を表示します。 この内容はスケ
ジュール番号によって変わり ます。

SPOT、 SEAM、
CW

－

スケジュール 使用するスケジュールデータの番号を表示
します。 項目部分をダブルク リ ッ クする と、
設定されているスケジュールデータの番号
に応じた 5.3. 項の ［スケジュール画面］ を

表示します。

0 ～レーザ装置に

よる (0)
1

波形種別 波形の作成方式を表示します。 この内容は
スケジュール番号によって変わり ます。

FIX、 FLEX －

スキャニング速度
*2

スキャナの移動速度を設定します。 1 ～レンズによる
(100 mm/s)

1 mm/s

始点 X 座標 始点の X 座標を設定します。 レンズによる 0.001 mm

始点 Y 座標 始点の Y 座標を設定します。 レンズによる 0.001 mm

終点 X 座標 終点の X 座標を設定します。 レンズによる 0.001 mm

終点 Y 座標 終点の Y 座標を設定します。 レンズによる 0.001 mm

長さ 図形 （オブジェク ト ） の長さを表示します。 レンズによる 0.001 mm

時間 長さ、 スキャニング速度から、 スキャニン
グ時間の目安を算出します。

－ 0.1 ms

円 （AUTO） オブジェク ト種類 図形 （オブジェク ト ） の種類を表示します。 Auto_CIRCLE －

オブジェク ト名
（デフォルト ）

図形 （オブジェク ト ） の名前を設定します。 CIRCLE x 最大 256
文字

レーザ種類 レーザ種類を表示します。 この内容はスケ
ジュール番号によって変わり ます。

SPOT、 SEAM、
CW

－

スケジュール 使用するスケジュールデータの番号を表示
します。 項目部分をダブルク リ ッ クする と、
設定されているスケジュールデータの番号
に応じた 5.3. 項の ［スケジュール画面］ を

表示します。

0 ～レーザ装置に

よる (0)
1

波形種別 波形の作成方式を表示します。 この内容は
スケジュール番号によって変わり ます。

FIX、 FLEX －

スキャニング速度
*2

スキャナの移動速度を設定します。 1 ～レンズによる
(100 mm/s)

1 mm/s

中心 X 座標 中心の X 座標を設定します。 レンズによる 0.001 mm

プロパテ ィ の設定項目 （3 / 8）

分類 項目 設定内容 範囲
（デフ ォル ト ）

ピ ッ チ
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円 （AUTO）

（つづき）

中心 Y 座標 中心の Y 座標を設定します。 レンズによる 0.001 mm

半径 半径を設定します。 レンズによる
(20 mm)

0.001 mm

角度 始点の円の中心からの角度を設定します。 0 ～ 360 度
(0°)

0.001 度

スキャニング方向 スキャニング方向を設定します。 時計回り、 反時計
回り

（作図データによ
る）

－

長さ 図形 （オブジェク ト ） の周長を表示します。 － 0.001 mm

時間 長さ、 スキャニング速度から、 スキャニン
グ時間の目安を算出します。

－ 0.1 ms

助走角度 シャッ タ開遅れ時間とスキャニング時間か
ら計算し、 表示します。

－ 0.01 度

繰り返し 図形 （オブジェク ト ） を指定した回数だけ
繰り返してスキャニングします。

1 ～ 5000
（1）

1

ハッチング ハッチングのあ り／なしを設定します。 あ り、 なし
（なし）

－

レーザ種類
ハッチング

ハッチングのレーザ種類を表示します。 こ
の内容はスケジュール番号によって変わり
ます。

SPOT、 SEAM、
CW

－

スケジュール
ハッチング

ハッチングで使用するスケジュールデータ
の番号を表示します。 項目部分をダブルク
リ ッ クする と、 設定されているスケジュー
ルデータの番号に応じた 5.3. 項の ［スケ

ジュール画面］ を表示します。

0 ～レーザ装置に

よる (0)
1

波形種別
ハッチング

ハッチングの波形の作成方式を表示します。
この内容はスケジュール番号によって変わ
り ます。

FIX、 FLEX －

オフセッ ト量 外形図形とハッチング領域の距離を指定し
ます。

0.000 ～作図範囲

の最大 Y 座標値

（0.000）

0.001

ピッチ ハッチング線の間隔を指定します。 0.01 ～作図範囲の

最大 Y 座標値

（1.00）

0.01

角度 ハッチングの角度を指定します。 外形図形
とは関係なく、 絶対角度です。

0.000 ～ 360.000
（0.000）

0.001

円
（MANUAL）

オブジェク ト種類 図形 （オブジェク ト ） の種類を表示します。 CIRCLE －

オブジェク ト名
（デフォルト ）

図形 （オブジェク ト ） の名前を設定します。 CIRCLE x 最大 256
文字

レーザ種類
オーバーラ ップ 1

オーバーラ ップ 1 のレーザ種類を表示しま

す。 この内容はスケジュール番号によって
変わり ます。

SPOT、 SEAM、
CW

－

プロパテ ィ の設定項目 （4 / 8）

分類 項目 設定内容 範囲
（デフ ォル ト ）

ピ ッ チ
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円
（MANUAL）
（つづき）

スケジュール
オーバーラ ップ 1

オーバーラ ップ 1 で使用するスケジュール

データの番号を表示します。 項目部分をダ
ブルク リ ッ クする と、 設定されているスケ
ジュールデータの番号に応じた 5.3. 項の

［スケジュール画面］ を表示します。

0 ～レーザ装置に

よる (0)
1

波形種別
オーバーラ ップ 1

オーバーラ ップ 1 の波形の作成方式を表示

します。 この内容はスケジュール番号に
よって変わり ます。

FIX、 FLEX －

レーザ種類
オーバーラ ップ 2

オーバーラ ップ 2 のレーザ種類を表示しま

す。 この内容はスケジュール番号によって
変わり ます。

SPOT、 SEAM、
CW

－

スケジュール
オーバーラ ップ 2

オーバーラ ップ 2 で使用するスケジュール

データの番号を表示します。 項目部分をダ
ブルク リ ッ クする と、 設定されているスケ
ジュールデータの番号に応じた 5.3. 項の

［スケジュール画面］ を表示します。

0 ～レーザ装置に

よる (0)
1

波形種別
オーバーラ ップ 2

オーバーラ ップ 2 の波形の作成方式を表示

します。 この内容はスケジュール番号に
よって変わり ます。

FIX、 FLEX －

レーザ種類
円

円のレーザ種類を表示します。 この内容は
スケジュール番号によって変わり ます。

SPOT、 SEAM、
CW

－

スケジュール
円

円で使用するスケジュールデータの番号を
表示します。 項目部分をダブルク リ ッ クす
る と、 設定されているスケジュールデータ
の番号に応じた 5.3. 項の ［スケジュール画

面］ を表示します。

0 ～レーザ装置に

よる (0)
1

波形種別
円

円の波形の作成方式を表示します。 この内
容はスケジュール番号によって変わり ます。

FIX、 FLEX －

スキャニング速度
*2

スキャナの移動速度を設定します。 1 ～レンズによる
(100 mm/s)

1 mm/s

中心 X 座標 中心の X 座標を設定します。 レンズによる 0.001 mm

中心 Y 座標 中心の Y 座標を設定します。 レンズによる 0.001 mm

半径 半径を設定します。 レンズによる
(20 mm)

0.001 mm

オーバーラ ップ始
角

オーバーラ ップの始めの角度を設定します。 0 ～ 360 度
(0°)

0.001 度

オーバーラ ップ終
角

オーバーラ ップの終わりの角度を設定しま
す。

0 ～ 360 度
(0°)

0.001 度

スキャニング方向 スキャニング方向を設定します。 時計回り、 反時計
回り

（作図データによ
る）

－

長さ 図形 （オブジェク ト ） の周長を表示します。 － 0.001 mm

時間 長さ、 スキャニング速度から、 スキャニン
グ時間の目安を算出します。

－ 0.1 ms

助走角度 シャッ タ開遅れ時間とスキャニング時間か
ら計算し、 表示します。

－ 0.01 度

プロパテ ィ の設定項目 （5 / 8）

分類 項目 設定内容 範囲
（デフ ォル ト ）

ピ ッ チ
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円
（MANUAL）
（つづき）

繰り返し 図形 （オブジェク ト ） を指定した回数だけ
繰り返してスキャニングします。

1 ～ 5000
（1）

1

ハッチング ハッチングのあ り／なしを設定します。 あ り、 なし
（なし）

－

レーザ種類
ハッチング

ハッチングのレーザ種類を表示します。 こ
の内容はスケジュール番号によって変わり
ます。

SPOT、 SEAM、
CW

－

スケジュール
ハッチング

ハッチングで使用するスケジュールデータ
の番号を表示します。 項目部分をダブルク
リ ッ クする と、 設定されているスケジュー
ルデータの番号に応じた 5.3. 項の ［スケ

ジュール画面］ を表示します。

0 ～レーザ装置に

よる (0)
1

波形種別
ハッチング

ハッチングの波形の作成方式を表示します。
この内容はスケジュール番号によって変わ
り ます。

FIX、 FLEX －

オフセッ ト量 外形図形とハッチング領域の距離を指定し
ます。

0.000 ～作図範囲

の最大 Y 座標値

（0.000）

0.001

ピッチ ハッチング線の間隔を指定します。 0.01 ～作図範囲の

最大 Y 座標値

（1.00）

0.01

角度 ハッチングの角度を指定します。 外形図形
とは関係なく、 絶対角度です。

0.000 ～ 360.000
（0.000）

0.001

円弧／ 3 点円弧 オブジェク ト種類 図形 （オブジェク ト ） の種類を表示します。 ARC －

オブジェク ト名
（デフォルト ）

図形 （オブジェク ト ） の名前を設定します。 ARC x 最大 256
文字

レーザ種類 レーザ種類を表示します。 この内容はスケ
ジュール番号によって変わり ます。

SPOT、 SEAM、
CW

－

スケジュール 使用するスケジュールデータの番号を表示
します。 項目部分をダブルク リ ッ クする と、
設定されているスケジュールデータの番号
に応じた 5.3. 項の ［スケジュール画面］ を

表示します。

0 ～レーザ装置に

よる (0)
1

波形種別 波形の作成方式を表示します。 この内容は
スケジュール番号によって変わり ます。

FIX、 FLEX －

スキャニング速度
*2

スキャナの移動速度を設定します。 1 ～レンズによる
(100 mm/s)

1 mm/s

中心 X 座標 中心の X 座標を設定します。 レンズによる 0.001 mm

中心 Y 座標 中心の Y 座標を設定します。 レンズによる 0.001 mm

半径 半径を設定します。 レンズによる
(20 mm)

0.001 mm

角度 始点の円の中心からの角度を設定します。 0 ～ 360 度
(0°)

0.001 度

終角 終点の円の中心からの角度を設定します。 0 ～ 360 度
(0°)

0.001 度

プロパテ ィ の設定項目 （6 / 8）

分類 項目 設定内容 範囲
（デフ ォル ト ）

ピ ッ チ
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円弧／ 3 点円弧

（つづき）

スキャニング方向 スキャニング方向を設定します。 時計回り、 反時計
回り

（作図データによ
る）

－

長さ 図形 （オブジェク ト ） の長さを表示します。
円や四角オブジェク トは周長を表示します。

－ 0.001 mm

時間 長さ、 スキャニング速度から、 スキャニン
グ時間の目安を算出します。

－ 0.1 ms

スポッ ト オブジェク ト種類 図形 （オブジェク ト ） の種類を表示します。 SPOT －

オブジェク ト名
（デフォルト ）

図形 （オブジェク ト ） の名前を設定します。 SPOT x 最大 256
文字

レーザ種類 レーザ種類を表示します。 この内容はスケ
ジュール番号によって変わり ます。

SPOT、 SEAM、
CW

－

スケジュール 使用するスケジュールデータの番号を表示
します。 項目部分をダブルク リ ッ クする と、
設定されているスケジュールデータの番号
に応じた 5.3. 項の ［スケジュール画面］ を

表示します。

0 ～レーザ装置に

よる (0)
1

波形種別 波形の作成方式を表示します。 この内容は
スケジュール番号によって変わり ます。

FIX、 FLEX －

X 座標 X 座標を設定します。 レンズによる 0.001 mm

Y 座標 Y 座標を設定します。 レンズによる 0.001 mm

開時間 レーザを照射する時間を設定します。 使用
するスケジュールのパルス幅 +2 ms で使用

してください。

0 ～ 20000000 ms
(10)

0.01 ms

連続線分 オブジェク ト種類 図形 （オブジェク ト ） の種類を表示します。 POLY －

オブジェク ト名
（デフォルト ）

図形 （オブジェク ト ） の名前を設定します。 POLY x 最大 256
文字

レーザ種類 レーザ種類を表示します。 この内容はスケ
ジュール番号によって変わり ます。

SPOT、 SEAM、
CW

－

スケジュール 使用するスケジュールデータの番号を表示
します。 項目部分をダブルク リ ッ クする と、
設定されているスケジュールデータの番号
に応じた 5.3. 項の ［スケジュール画面］ を

表示します。

0 ～レーザ装置に

よる (0)
1

波形種別 波形の作成方式を表示します。 この内容は
スケジュール番号によって変わり ます。

FIX、 FLEX －

繰り返し 図形 （オブジェク ト ） を指定した回数だけ
繰り返してスキャニングします。 始点と終
点が同じ場合に有効です。

1 ～ 5000
（1）

1

搬送制御 オブジェク ト種類 図形 （オブジェク ト ） の種類を表示します。 AXIS －

オブジェク ト名
（デフォルト ）

図形 （オブジェク ト ） の名前を設定します。 AXIS x 最大 256
文字

レーザ種類 レーザ種類を表示します。 この内容はスケ
ジュール番号によって変わり ます。

SPOT、 SEAM、
CW

－

プロパテ ィ の設定項目 （7 / 8）

分類 項目 設定内容 範囲
（デフ ォル ト ）

ピ ッ チ
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*1 スキャニング待ち時間

スポッ ト使用時に OVERRATE エラーが発生した場合、 プロパティの ［スキャニング待ち時間］ または

［システムパラ メータ］ 画面の ［シャ ッ タ閉遅れ時間］ を指定し、 スポッ ト と スポッ トの間に待機時間を

挿入してください。

*2 レーザ装置によっては、 設定効果が得られない場合もあ り ます。

波形制御

（つづき）

スケジュール 使用するスケジュールデータの番号を表示
します。 項目部分をダブルク リ ッ クする と、
設定されているスケジュールデータの番号
に応じた 5.3. 項の ［スケジュール画面］ を

表示します。

0 ～レーザ装置に

よる (0)
1

波形種別 波形の作成方式を表示します。 この内容は
スケジュール番号によって変わり ます。

FIX、 FLEX －

座標移動 座標移動のあ り／なしを設定します。 あ り、 なし
（なし）

－

X 座標 移動先の X 座標を設定します。 レンズによる 0.001 mm

Y 座標 移動先の Y 座標を設定します。 レンズによる 0.001 mm

プロパテ ィ の設定項目 （8 / 8）

分類 項目 設定内容 範囲
（デフ ォル ト ）

ピ ッ チ
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4. 連続線分解 （図形を分解する）

作成した連続線分を構成点ごとに切り離し、線分または円弧にできます。連続線分のみ分
解できます。

1 メ ニューから ［調整］ － ［連続線分解］ を選択し ます。

2 分解する対象を選択し ます。

連続線分が分解され、複数の線分または円弧になり ます。連続線分は構成点ごとに分解さ
れます。

繰り返しが設定されていた場合にも、 分解する と無効にな り ます。 元図形の線
分または円弧のみにな り ます。

複数の線分または

円弧になる
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5. 四角分解 （四角形を分解する）

作成した四角形を直線と円弧に分解します。

1 メ ニューから ［調整］ － ［四角分解］ を選択し ます。

2 分解する四角形を選択し ます。

　 　四角形が分解され、 複数の線分になり ます。

　 　面取りや半径を指定して作成している場合は、 線分および円弧に分解されます。

• 四角にハッ チングが設定されていた場合、 ハッ チングを連続線に変換するか
削除するか確認する メ ッ セージが表示されます。

• 繰り返しが設定されていた場合にも、 分解する と無効にな り ます。 元図形の
線分または円弧のみにな り ます。

複数の線分および円弧に

分解される
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6. 分割 （図形を分割する）

作成した図形を任意の位置で切り離すこ とができます。 線分、 円弧のみ分割できます。

1 メ ニューから ［調整］ － ［分割］ を選択し ます。

2 分割する対象を選択し ます。

3 分割を行う対象の開始位置と終了位置を指定し ます。 開始位置、 終了位置を指定し
た線と対象の交点で切り離されます。

対象が分割され、 2 つの図形になり ます。

開始位置と終了位置を指定する

交点で切り離される

分割され、 2 つの図形になる
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• 円弧を分割した場合
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7. 円弧連続線化

作成した円弧を任意の数の連続線に変更できます。

1 メ ニューから ［調整］ － ［円弧連続線化］ を選択し ます。

2 分割する対象を選択し ます。

［円弧分割］ 画面が表示されます。

3 分割数を指定し ます。

指定した数の線分の連続線になり ます。

対象を選択する

分割数を指定する

指定し た数で線分の連続線になる
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8. 結合 （2 つの図形を 1 点で重ね合わせる）

2 つの線分や円弧を 1 点で重ね合わせるこ とができます。 線分、 円弧同士を結合したり、

線分と円弧を結合するこ とができます。 線分と円弧のみ結合できます。

1 メ ニューから ［調整］ － ［結合］ を選択し ます。

2 結合する対象を 2 つ選択し、 結合点 （P1） を指定し ます。

2 つの図形が結合され、 1 つの図形になり ます。

• 指定し た図形同士が延長線上にない場合は、 結合する こ とができません。
• 図形同士が延長線上にあっても、 延長線の長さの最大値を超えている場合は

結合する こ とができません。 延長線の長さの最大値は、 メ ニューの ［設定］
－ ［環境設定］ － ［その他］ － ［最大結合長］ で設定する こ とができます。

図形を 2 つ選択する

図形が結合され、 1 つの

図形になる
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円弧と線分を結合する場合は、 結合点 （P1/P2） を選択するこ とができます。

• P1 を結合点と した場合

• P2 を結合点と した場合

図形は、 結合点 （P1/P2） までの長さが最大結合長を超える場合には結合できま

せん。 最大結合長はメ ニューの ［設定］ 　 － ［環境設定］ － ［その他］ － ［最大
結合長］ で設定する こ とができます。

結合点 （P1/P2） を選択する
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9. 連続線結合

作成した線分または連続線分、円弧を自動もし くは手動で 1 つの連続線分にするこ とがで

きます。

9.1. AUTO （自動で 1 つの連続線分にする）

1 メ ニューから ［調整］ － ［連続線結合］ － ［AUTO］ を選択し ます。

2 図形を 1 つ選択し ます。

3 手順 2 で選択し た図形と結合する対象を選択し ます。

2 つ以上の図形が結合され、 1 つの連続線分になり ます。

結合する対象を選択する

図形が結合され、 1 つの

連続線分になる



9. 連続線結合

156

SWDraw2

9.2. MANUAL （手動で 1 つの連続線分にする）

1 メ ニューから ［調整］ － ［連続線結合］ － ［MANUAL］ を選択し ます。

2 図形を 1 つ選択し ます。

3 手順 2 で選択し た図形と結合する対象を選択し、 結合点 （P1） を ク リ ッ ク し ます。

2 つ以上の図形が結合され、 1 つの連続線分になり ます。

円弧と直線の間に微少な線分がないこ と を確認し て く だ さい。 う ま く 結合でき
ない場合は、 メ ニューから ［調整］ － ［円弧連続線化］ を選択し、 円弧を連続
線に変更し てみて く だ さい。

結合点 （P1） を ク リ ッ クする

図形が結合され、 1 つの

連続線分になる
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10. フ ィ レ ッ ト

2 つの線分または連続線の直線 2 要素で構成された角を、指定した半径で角を丸めるこ と

ができます。

2 要素とは、 以下を示します。

* 連続線に限り、 半径 0 または負の要素を指定してフ ィ レッ トの解除が可能です。

1 メ ニューから ［調整］ － ［フ ィ レ ッ ト ］ を選択し ます。

2 フ ィ レ ッ ト を行う線分を 2 つ選択し ます。

3 コマン ド入力欄に接続する円弧の半径を入力し ます。

4 ＜ Enter ＞キーを押し ます。

2 つの線分が円弧で接続されます。

交点から線分の先端までの長さ よ り大きい値を入力する こ とはできません。

隣り合う線分 2 隣の線分

線分を 2 つ選択する



10. フ ィ レ ッ ト

158

SWDraw2

円弧の半径を指定せずに＜ Enter ＞キーを押すと、 最後に設定された半径が適用されま

す。 デフォルト値は、 メニューの ［設定］ － ［環境設定］ － ［その他］ － ［フ ィ レッ ト半
径］ で設定できます。

操作を取り消す場合は、 メニューから ［編集］ － ［元に戻す］ を選択し、 半径を変更し
て、 再度 ［調整］ － ［フ ィ レッ ト ］ を選択します。

2 つの線分が円弧で接続

される
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11. 構成点追加

作成した線分または連続線分に構成点を追加できます。

1 メ ニューから ［調整］ － ［構成点追加］ を選択し ます。

2 対象と なる線分または連続線分を選択し ます。

3 構成点を追加し たい位置でク リ ッ ク し ます。

指定した位置に構成点が追加されます。

追加し たい位置を指定する

構成点が追加される
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12. 構成点削除

作成した線分または連続線分の構成点を削除できます。

1 メ ニューから ［調整］ － ［構成点削除］ を選択し ます。

2 対象と なる線分または連続線分を選択し ます。

3 削除し たい構成点番号の位置を ク リ ッ ク し ます。

指定した位置の構成点が削除されます。

削除し たい構成点を ク リ ッ クす

る

構成点が削除される
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13. ハッ チングの連続線化

円または四角に設定されたハッチングを連続線に変更できます。

1 メ ニューから ［調整］ － ［ハッ チングの連続線化］ を選択し ます。

2 対象と なる円または四角を選択し ます。

ハッチングが連続線になり ます。

対象を選択する

ハッ チングが連続線になる
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1. スキャニング方向制御機能

スキャニング方向制御機能と して、 メニューの ［調整］ リ ス トにスキャニング順と して以
下の 3 つの機能を選択可能と します。

• スキャニング順自動機能

• スキャニング順逆転機能

• スキャニング順確認機能

1.1. 対象オブジ ェ ク ト および留意点

スポッ ト を除くすべてのオブジェク ト と します。

なお、 接点を持たないオブジェク トは対象外と します。

［オブジェク ト ごとの留意点］

1.2. スキャニング順方向決定

複数の接点がある場合、接しているオブジェク トのスキャニング順 （スキャニング No. が
若い順） に従って制御します。

第 8 章 スキャニング制御機能

オブジ ェ ク ト 名 内容

線分 ・ 前のオブジェク ト との接点を始点と します。

円弧 ・ 前のオブジェク ト との接点を始点と します。

円 [Auto] ・ 前のオブジェク ト との接点を始点と します。
・ 始角、 終角は作図時に決定します。
① マウスで作図時　→　円の半径を確定する と きに、 左 （または右） ク リ ッ ク

した箇所を始角、 終角と します。
② キーボードで作図時　→　始角、 終角は 0° 固定と します。

連続線分 ・ 前のオブジェク ト との接点を始点と します。
・ 連続線分オブジェク トの開始ポイン ト と最終ポイン トが入れ替わる場合は、

それに伴い中間ポイン ト も順番が変更されます。

四角 ・ 前のオブジェク ト との接点を始点と します。
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1.3. プログラム内部でのオブジ ェ ク ト 特定

スキャニング順自動およびスキャニング順確認にて、起点オブジェク トに接するオブジェ
ク トが複数接している場合、そのオブジェク ト を特定する方法と してオブジェク トにおい
てユニークな項目を SetTag()、 GetTag() を使用して制御を行います。

2. スキャニング順自動機能

作図画面上に配置されたオブジェク トが、作り手の意図する流れで描画できるよ う接点を

持つ連続したオブジェク トのスキャニング順とスキャニング方向を設定する機能です。

2.1. スキャニング順自動機能オペレーシ ョ ン

• メ ニューから ［調整］ － ［スキャニング順］ － ［自動］ を選択し ます。

• ガイダンスに、 以下のよ う に表示されます。

円 [Manual]、 四角およびスポ ッ ト は、 この機能の対象外です。

①メ ニューから調整を選択する

②スキャニング順を選択する

③自動を選択

する
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2.2. スキャニング順自動エラー制御

エラーを検出する と以下のエラー要因ごとに、 決められたメ ッセージボッ クスが表示さ
れ、 メ ッセージボッ クス ［OK］ ボタン押下後も引き続きスキャニング順自動機能を継続

します （2.1 ガイダンスが表示されます）。

(1) 起点オブジ ェ ク ト に 「スポ ッ ト 」 を選択し た場合、 以下のメ ッ セージボ ッ クスが表
示されます。

(2) 起点オブジ ェ ク ト に選択されたオブジ ェ ク ト の始点側および終点側に接するオブ
ジ ェ ク ト が見つからない場合、 以下のメ ッ セージボ ッ クスが表示されます。
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2.3. スキャニング順自動方向制御

スキャニング方向の決定は以下のよ うに行い、スキャニング順は起点となるオブジェク ト
をスキャニング順を 1 と して繋がっているオブジェク ト まで振り直し、このと き選択され

なかったオブジェク トは、 スキャニング順以降に振り直します。

(1) 選択された起点と なるオブジ ェ ク ト の終点側接点にオブジ ェ ク ト がある場合、 連な
る （接点が各オブジ ェ ク ト の始点、 終点にな り ます） オブジ ェ ク ト すべてにスキャ
ニング方向制御を行い、 スキャニング方向制御を し たオブジ ェ ク ト は赤線にて表示
し、 スキャニング順は起点と なるオブジ ェ ク ト を 1 と し て順に繋がっているオブ

ジ ェ ク ト まで振り直し、 それ以外のオブジ ェ ク ト もそのスキャニング順以降に振り
直し ます。

ただし、 接点に複数のオブジェク トがある場合は、 スキャニング No. が一番若いオ

ブジェク ト側にスキャニング方向制御を行います。 このと き選択されなかったオブ
ジェク トは、 スキャニング順以降に振り直します。

なお、 処理終了後も引き続きスキャニング順自動機能を継続します （2.1 ガイダン

スが表示されます）。

(2) 選択された起点と なるオブジ ェ ク ト の終点側接点にオブジ ェ ク ト がない場合、 始点
側接点にオブジ ェ ク ト がある場合、 連なる （接点が各オブジ ェ ク ト の始点、 終点に
なる） オブジ ェ ク ト すべてにスキャニング方向制御を行います。 スキャニング方向
制御を し たオブジ ェ ク ト は赤線にて表示し、 スキャニング順は起点と なるオブジ ェ
ク ト を 1 と し て順に繋がっているオブジ ェ ク ト まで振り直し、 それ以外のオブジ ェ

ク ト もそのスキャニング順以降に振り直し ます。

ただし、 複数のオブジェク トがある場合は、 スキャニング No. が一番若いオブジェ

ク ト側にスキャニング方向制御を行います。 このと き選択されなかったオブジェク
トは、 スキャニング順以降に振り直します。

なお、 処理終了後も引き続きスキャニング順自動機能を継続します （2.1 ガイダン

スが表示されます）。

(3) 選択された起点と なるオブジ ェ ク ト の終点側、 始点側接点にオブジ ェ ク ト が存在し
ない場合、　 「接するオブジ ェ ク ト が見つかり ませんで し た」 メ ッ セージ （2.2 （2）

参照） を表示し、 ［OK］ ボタ ン押下で引き続きスキャニング順自動機能を継続し ま

す （2.1 ガイダンスが表示されます）。

下図は、 自動制御完了後の状態。 起点となったオブジェク トの始点上にスキャニン
グ方向を表示しています。
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(4) スキャニング順自動の例 1

例 1: 下図のよ うな図形のスキャニング方向、 順序を確認する場合

a.) スキャニング順 3 のオブジェク ト を選択した場合、 連なるオブジェク ト表示は

以下のよ うにな り ます。

b.) スキャニング順を並べ替えて以下のよ うにな り ます。

7 6

5

3

4

2

１

　 　 始点 終点

2

１

3

7

4

6

5

⑤

④

①

⑦

②

③

⑥
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(5) スキャニング順自動の例 2

例 2: 下図のよ うな図形のスキャニング方向、 順序を確認する場合

a.) スキャニング順 3 のオブジェク ト を選択した場合、 連なるオブジェク ト表示は

以下のよ うにな り ます。

b.) スキャニング順を並べ替えて以下のよ うにな り ます。

始点 終点

1

3

2

5

4

7

6

1

2

3

5

6

7

4

⑤

⑦

⑥

④

③
②

①
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3. スキャニング順逆転機能

3.1. スキャニング順逆転機能オペレーシ ョ ン

• メ ニューから ［調整］ － ［スキャニング順］ － ［逆転］ を選択し ます。

• ガイダンスに、 以下のよ う に表示されます。

四角およびスポ ッ ト は、 この機能の対象外です。

①メ ニューから調整を選択する

②スキャニング順を選択する

③逆転を選択

する
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3.2. スキャニング順逆転エラー制御

エラーを検出する と以下のエラー要因ごとに、 決められたメ ッセージボッ クスが表示さ
れ、 メ ッセージボッ クス ［OK］ ボタン押下後も引き続きスキャニング順自動機能を継続

します （2.1 ガイダンスが表示されます）。

(1) 起点オブジ ェ ク ト に 「スポ ッ ト 」 を選択し た場合、 以下のメ ッ セージボ ッ クスが表
示されます。

(2) 起点オブジ ェ ク ト に複数のオブジ ェ ク ト が選択された場合、 以下のメ ッ セージボ ッ
クスが表示されます。
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3.3. スキャニング順逆転制御

スキャニング順逆転機能は、選択されたオブジェク トの始点と終点を入れ替える制御を行
います。

• 選択されたオブジ ェ ク ト の始点と終点を入替え、 始点上に三角枠で英大文字 「S」

（Start の頭文字） を表示 （青色） し、 頂点をスキャニング方向と し ます。

引き続きスキャニング順逆転機能を継続します （3.1 ガイダンスが表示されます）。

下図は同じ直線オブジェク トの始点、 終点を逆転した状態を示します。
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4. スキャニング順確認機能

4.1. スキャニング順確認確認機能オペレーシ ョ ン

• メ ニューから ［調整］ － ［スキャニング順］ － ［確認］ を選択し ます。

• ガイダンスに、 以下のよ う に表示されます。

①メ ニューから調整を選択する

②スキャニング順を選択する

③確認を選択

する
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4.2. スキャニング順確認エラー制御

エラーを検出する と以下のエラー要因ごとに、 決められたメ ッセージボッ クスが表示さ
れ、 メ ッセージボッ クス ［OK］ ボタン押下後も引き続きスキャニング順確認機能を継続

します （4.1 ガイダンスが表示されます）。

(1) 起点オブジ ェ ク ト に 「スポ ッ ト 」 を選択し た場合、 以下のメ ッ セージボ ッ クスが表
示されます。

(2) 起点オブジ ェ ク ト に選択されたオブジ ェ ク ト の始点側および終点側に接するオブ
ジ ェ ク ト が見つからない場合、 以下のメ ッ セージボ ッ クスが表示されます。
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4.3. スキャニング順確認方向制御

スキャニング方向の決定は以下のよ うに行います。

(1) 選択された起点と なるオブジ ェ ク ト の終点側接点にオブジ ェ ク ト がある場合、 連な
る （接点が前のオブジ ェ ク ト の終点で、 次のオブジ ェ ク ト の始点になる） オブジ ェ
ク ト を赤線にて表示し ます。

スキャニング No. が前のオブジェク トの +1 されたオブジェク ト を連なるオブジェ

ク ト と します。

（接点が複数あってもスキャニング No. は +1 されたオブジェク ト をサーチします）

なお、 処理終了後も引き続きスキャニング順確認機能を継続します （4.1 ガイダン

スが表示されます）。

(2) 選択された起点と なるオブジ ェ ク ト の終点側接点にオブジ ェ ク ト が存在し ない場
合、 「接するオブジ ェ ク ト が見つかり ませんで し た」 メ ッ セージ （4.2 （2） 参照）

を表示し、 ［OK］ ボタ ン押下で引き続きスキャニング順自動機能を継続し ます （4.1
ガイダンスが表示されます）。

下図は、 確認完了後の状態。 起点となったオブジェク トの始点上にスキャニング方
向を表示しています。

自動制御完了時と同じ表示とな り ます。

(3) スキャニング順確認の例 1

例 1: 下図のよ うな図形のスキャニング方向、 順序を確認する場合

　 始点 終点

7 6

5

3

4

2

１
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• スキャニング順 3 のオブジェク ト を選択した場合、 連なるオブジェク ト表示は

以下のよ うにな り ます。

(4) スキャニング順確認の例 2

例 2: 下図のよ うな図形のスキャニング方向、 順序を確認する場合

• スキャニング順 3 のオブジェク ト を選択した場合、 連なるオブジェク ト表示は

以下のよ うにな り ます。

この場合、 起点オブジェク トの終点側に接するオブジェク トが存在しないので、
「接するオブジェク トが見つかり ませんでした」 メ ッセージボッ クスが表示され
ます。

2

１

3

7

4

6

5

始点 終点

1

3

2

5

4

7

6
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1. 線分 （直線を描 く ）

2 点を指定して線分を描く こ とができます。

1 作図コマン ド一覧の ［線分］ ボタ ンを押すか、 メ ニューから ［作図］ － ［線分］ を
選択し ます。

2 線の始点と終点を指定し ます。

始点と終点を結ぶ直線が描画されます。

入力した内容やサイズなどは、 プロパティで変更できます。 また、個別に加工条件を設定
するこ と もできます。

第 9 章 作図

描画時に下記に示し たコマン ド以外のコマン ド を使用する と、 描画中のオブ
ジ ェ ク ト が削除されます。
［表示］ メ ニューの ［全図形表示］、 ［全体表示］、 ［拡大］、 ［領域拡大］、 ［縮小］、
［画面移動］、 ［再表示］

始点と終点を指定する
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2. 連続線分 （連続し た複数の線分を描 く ）

連続線分は、 複数の直線または円弧で構成されたオブジェク トです。

ただし、 初めから円弧を含む連続線分を作成するこ とはできません。

円弧を含んだ連続線を作成したい場合には、 以下の操作が必要になり ます。

　 ・ 連続線分の直線部分でフ ィ レッ ト を行う

　 ・ 円弧と連続線結合を行う

　 ・ プロパティで半径に数値のあるデータを貼り付ける

2.1. 連続線分の新規作成

折れ線を描く こ とができます。

1 作図コマン ド一覧の ［連続線分］ ボタ ンを押すか、 メ ニューから ［作図］ － ［連続
線分］ を選択し ます。

2 線の第 1 点を指定し、 次に第 2 点を指定し ます。

第 1 点と第 2 点を結ぶ直線が描画されます。

3 続けて点を指定する と、 連続し た直線が描画されます。

4 描画が終わったら、 ＜ Enter ＞キーを押し ます。

折れ線が完成します。

入力した内容やサイズなどは、 プロパティで変更できます。 また、個別に加工条件を設定
するこ と もできます。

折れ線の頂点を指定する
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2.2. ［連続線］ 画面の構成

(1) 構成点

構成点のパラ メータ値を入力するためのセルです。

連続線は、 少なく と も 1 本目の始点、 1 本目の終点／ 2 本目の始点、 2 本目の終点

が必要なため、 3 行以上の構成とな り ます。

直線は、 始点と終点が必要なため、 2 行で示されます。

円弧は、 始点、 中点、 終点が必要なため、 3 行で示されます。

構成点の設定項目

項目 設定内容 範囲
（デフ ォル ト ）

ピ ッ チ

構成点番号 連続線分の構成点番号を示します。 1 ～ 500 1

構成点速度 構成点間のスキャナの移動速度を設定します。 1 ～レンズによ

る (100 mm/s)
1 mm/s

構成点 X 座標 連続線分の構成点、 X 座標を設定します。 レンズによる 0.001 mm

構成点 Y 座標 連続線分の構成点、 Y 座標を設定します。 レンズによる 0.001 mm

半径 連続線分に含まれる円弧の半径を設定します。 構成点の座標に
よる

0.001 mm

（3）

（1）

（7）

（5）

（6）

（8）

（2）

（4）
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• データ一括表示
速度 ・ X 座標 ・ Y 座標 ・半径を一括で見るこ とができます。 構成点数が多い場合

は、 スクロールバーでスクロールするこ とで表示されます。

• データ直接変更
数値入力で値を変更できます。 <PageUp>/<PageDown> キーで値を増減でき、

数値が変わるのと同時に連続線分の作図絵も変わり ます。 ただし、 エラーが発生
している場合、 作図絵は変更されません。

• データ コ ピー＆ペース ト
「Microsoft Excel」 などのテキス トエディ タ とデータをやり と り し、 作成済みの

連続線分を編集できます。 行が選択されていない状態で表の上で右ク リ ッ クする
と、 コピー＆ペース ト メニューが表示され、 表全体をコピー＆ペース トするこ と
ができます。 特定行にコピーしたり特定行以降にペース ト した りするこ とはでき
ません。 ペース ト されるデータは、 以下の点に注意してください。

・ 小数点がある速度データは、 小数点以下が切り捨てられます。

・ 小数点以下 4 桁以上の座標データは、 4 桁目で四捨五入されます。

・ すでに作成済みの連続線のプロパティ画面に、 円弧の存在する連続線のデー
タを貼り付けた場合、 円弧を構成する 3 点 （始点、 中点、 終点） から半径が

自動計算されます。 半径に数値があるこ とで、 円弧と して扱います。

・ 円弧は 3 点 （始点、 中点、 終点） から構成されるので、 半径のデータが連続

してある場合、 2 番目の半径は無効になり ます。



 2. 連続線分 （連続し た複数の線分を描 く ）

179

SWDraw2

9
章

　
作

図

・ 半径のデータは円弧の中点にあるデータなので、 1 点目または最終点の半径の

値は無効になり ます。

または
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• データ チ ェ ッ ク
数値を入力した段階でセルの背景色が変わり、 数値が変更されているこ とがわか
り ます。 背景色は、 正常値の場合は緑、 異常値の場合は赤で表示されます。
ペース トの場合も一括変更の場合も、 同じよ うにエラーチェッ クが行われます。
以下の場合、 エラーと判断します。
・ 範囲外の数値が入力された場合
・数値が未入力の場合
・ XY 座標と もに連続して同じ数値の場合

・構成点数が制限値を超えた場合 （1 つのオブジェク トの最大構成点数は 500）
• 構成点 （行） 追加＆削除

構成点の追加 ・削除と同様に、 構成点 （行） の追加 ・削除が可能です。 追加の場
合、 構成点の座標は前後の構成点 （行） の中間とな り ます。 ただし、 先頭行の場
合、 構成点は原点に追加されます。
構成点 （行） を 1 行だけ選択して、 その行で右ク リ ッ クを行う と （または、

<Delete> キーか <Insert> キーを押すと）、 追加 ・削除のメニューが表示されま

す。 最終行を追加する場合は、 <Shift> キーを押しながら追加メニューを選択し

ます。

• 構成点 （行） 選択による構成点位置確認
構成点を 1 行だけ選択したと きに、 レイアウ トエ リ アで位置を確認できます。

• 複数構成点 （行） 選択
任意の複数行を選択したい場合は、 <Ctrl> キーを押しながらマウスク リ ッ ク し

ます。
特定範囲の複数行を選択したい場合は、 <Shift> キーを押しながらマウスク リ ッ

ク します。

(2) 合計距離

連続線分全体の距離の参考値を表示します。 ただし、 入力座標にエラーが発生して
いる場合は、 表示されません。

(3) ［距離時間確認］ ボタ ン

このボタンを押すと、 構成点間の距離と参考時間の確認画面に切り替えます。 ただ
し、 入力座標にエラーが発生している場合は、 ボタンがグレーアウ ト とな り、 押す
こ とができません。
確認画面では、 以下の機能を使用できます。
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(4) 一括変更

オフセッ ト、 速度初期化、 拡大 ・縮小、 回転機能の中から選択したメニューを一括
で変更できます。

メニューを選び、 数値入力後に ［一括変更反映］ ボタンを押すと、 構成点パラ メー
タ値入力セルに値が反映されます。

設定は、 セル （行） を選択する と、 選択した行だけに有効とな り、 セル （行） を選
択しないと、 すべての行に対して有効になり ます。 ただし、 拡大 ・縮小機能は、 す
べての行に対してのみ有効です。

• ［オフセッ ト変更］
速度 ・ X 座標 ・ Y 座標をオフセッ トするこ とができます。 ± 設定が可能です。 範

囲はレンズ設定によ り ます。 確認画面では、 速度しか設定できません。

• ［速度初期化］
速度を一括で初期化できます。

• ［拡大率変更］
構成点 1 の座標を基準にして、 拡大 ・縮小できます。 範囲は -100.0 ～ +100.0 で

す。 確認画面では設定できません。

確認画面の設定項目

項目 設定内容

構成点 構成点ごとの距離と参考時間が表示されます （円弧の中点は除
く）。 速度は変更できますが、 距離と時間は表示だけで変更はで
きません。 また、 コピーはできますが、 ペース トはできません。

［座標入力］ ボタン 構成点の座標値入力画面に切り替えます。

［任意 2 点計算］ ボタン 任意の 2 点間の距離と参考時間を算出します。

一括変更 速度のみ変更できます。
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• ［回転］
指定した中心点 XY 座標を基準にして、 回転できます。 範囲は 0.000 ～ 360.000
です。

(5) ［一回前に戻る］ / ［やり直し］ ボタ ン

［一回前に戻る］ ボタンを押すと、 行った操作を 1 回前に戻すこ とできます。

［やり直し］ ボタンを押すと、 戻した操作をやり直すこ とができます

［一回前に戻る］ ボタンは複数回押せますが、 ［やり直し］ ボタンは 1 回だけです。

(6) 作図データ マウス移動禁止機能

チェッ クボッ クスにチェッ クを付ける と、 マウスによる作図データの移動を禁止
（ロ ッ ク） するこ とができます。

(7) ［キャ ンセル］ ボタ ン

このボタンを押すと、 ［連続線］ 画面を表示した後のすべての変更を取り消します。

(8) ［変更確定］ ボタ ン

このボタン押すと、 データが最終的に確定されます。 ただし、 エラーが発生してい
る場合は、 押すこ とができません。
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2.3. 連続線分の修正

作図された連続線分は、 マウスもし くはプロパティで修正するこ とが可能です。

2.3.1. 全体の移動

構成点の速度や座標などの微細な調節は、 画面左に表示される連続線分編集専用の画面
（［連続線］ 画面） で行う こ とができます。 ［連続線］ 画面の各機能の詳細は、 『第 9 章 2.2.
［連続線］ 画面の構成』 （177 ページ） を参照してください。

1 連続線分を選択する と、 ［連続線］ 画面が表示されます。

2 変更も し く は移動し たい要素を指定し ます。

3 連続線分上の構成点以外を ク リ ッ クする と、 構成点部分に "" が表示されます。

4 再度 "" を ク リ ッ クする と、 連続線分全体を移動できます。 移動後にマウスボタ ン
を左ク リ ッ クする と位置が決ま り、 画面左にある ［連続線］ 画面のパラ メ ータ値が
更新されます。

［連続線］ 画面は、 1 つの連続線分を選択し た場合のみ表示されます。

複数の連続線分を選択し た場合は表示されません。

が表示される
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5 修正が終わったら、 ［変更確定］ ボタ ンを押し ます。

位置を決める

［変更確定］

ボタ ンを押す



 2. 連続線分 （連続し た複数の線分を描 く ）

185

SWDraw2

9
章

　
作

図

2.3.2. 変形

構成点の速度や座標などの微細な調節は、 画面左に表示される連続線分編集専用の画面
（［連続線］ 画面） で行う こ とができます。 ［連続線］ 画面の各機能の詳細は、 『第 9 章 2.2.
［連続線］ 画面の構成』 （177 ページ） を参照してください。

1 連続線分を選択する と、 ［連続線］ 画面が表示されます。

2 変更も し く は移動し たい要素を指定し ます。

3 連続線分上の構成点付近を ク リ ッ クする と、 構成点部分に " ○ " が表示されます。

または、 オブジェク トブラウザで行を選択します。
（ク リ ッ クで選択できるのは直線の始点 ・終点、 円弧の始点、 終点、 中点のみです）

4 再度 " ○ " を ク リ ッ クする と、 構成点を移動できます。 移動後にマウスボタ ンを左ク
リ ッ クする と位置が決ま り、 画面左にある ［連続線］ 画面のパラ メ ータ値が更新さ
れます。

［連続線］ 画面は、 1 つの連続線分を選択し た場合のみ表示されます。

複数の連続線分を選択し た場合は表示されません。

○が表示される

位置を決める
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5 修正が終わったら、 ［変更確定］ ボタ ンを押し ます。

プロパティでの変更で、 同様のこ とが可能です。
ただし、 以下のルールに基づきます。

(1) マウスでの座標値の変更 （点座標一覧からの座標の直接入力による変更）

・ 始点変更の場合、 始点の座標と半径が変更されます。

　 また、 通過点と終点は変更されません。

　 　 　（半径は、 始点、 通過点、 終点によって自動的に計算されます。）

・ 通過点変更の場合、 通過点の座標と半径が変更されます。

　 　 　（半径は、 始点、 通過点、 終点によって自動的に計算されます。）

［変更確定］

ボタ ンを押す
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・ 終点変更の場合、 終点の座標と半径が変更されます。

　 　 　（半径は、 始点、 通過点、 終点によって自動的に計算されます。

(2) プロパテ ィ での半径の変更 （点座標一覧からの半径の直接入力による変更）

・ 円弧の始点、 終点側が滑らかに接続されている場合

　 　 　変更した半径で滑らかに接続される よ う に、 始点、 終点座標が補正されます。
　 　 　ただし、 入力した半径で円弧が作成されない場合には、 指定できる半径の範囲が
　 　 　表示されます。
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2.3.3. 構成点の追加 ・ 削除

(1) マウス操作の場合

・ 作図での構成点の追加

連続線の直線部分への構成点追加は、 従来どおりの機能ですが、 円弧部分にも構成
点が追加可能です。 円弧上に構成点を追加する と、 指定した円弧が 2 等分されま

す。

・ 作図での構成点の削除

円弧の始点 （スキャン方向から見て） を削除した場合、 円弧の通過点も削除されま
す。

円弧の終点 （スキャン方向から見て） を削除した場合、 円弧の始点、 通過点と削除
点の次の点で円弧が作成されます。

円弧の通過点を削除した場合、 円弧の始点と終点が直線で結ばれます。

スキャン方向 

削除点 

スキャン方向 

削除点 

削除点 
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(2) プロパテ ィ で設定の場合

・ 円弧の始点、　プロパティでの構成点の追加

・ プロパティでの構成点の削除

構成点を追加し
たい行を選択
し、 右ク リ ッ ク
する

行挿入を ク リ ッ
クする と、 構成
点が追加される

挿入された行の
色が変わる

構成点を追加し
たい行を選択
し、 右ク リ ッ ク
する

行削除を ク リ ッ
クする と、 構成
点が削除される

構成点が削除
される
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3. 平行線 （平行線を描 く ）

既存の直線と同じ傾きの直線を描く こ とができます。

1 作図コマン ド一覧の ［平行線］ ボタ ンを押すか、 メ ニューから ［作図］ － ［平行
線］ を選択し ます。

2 傾きの基準とする直線 （線分） を選択し ます。

3 描画する線の始点と終点を指定し ます。

手順 2 で選択した線と同じ傾きの線が描画されます。

入力した内容やサイズなどは、 プロパティで変更できます。 また、個別に加工条件を設定
するこ と もできます。

描画時に下記に示し たコマン ド以外のコマン ド を使用する と、 描画中のオブ
ジ ェ ク ト が削除されます。
［表示］ メ ニューの ［全図形表示］、 ［全体表示］、 ［拡大］、 ［領域拡大］、 ［縮小］、
［画面移動］、 ［再表示］

線分を選択する

始点と終点を指定する
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4. 四角 （四角を描 く ）

四角を描く こ とができます。

1 作図コマン ド一覧の 「四角」 ボタ ンを押すか、 メ ニューから ［作図］ － ［四角］ を
選択し ます。

2 始点を指定し ます。

3 四角の大き さ を指定し ます。

マウスを動かすと四角の大きさが変わるので、適当な大きさになった位置でク リ ッ ク しま
す。

［四角］ 画面が表示されます。

4 以下の表を参考に、 値を入力し ます。 終わったら、 ［OK］ ボタ ンを押し ます。

四角の設定項目 （ １  / ２ ）

項目 設定 範囲 （デフ ォル ト ） ピ ッ チ

サ
イ
ズ 幅 辺の幅を指定します。 レンズによる 0.001 mm

高さ 辺の高さを指定します。 レンズによる 0.001 mm

マウスを動かし て四角の

大き さ を決める
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四角が描画されます。

入力した内容やサイズなどは、 プロパティで変更できます。 また、個別に加工条件を設定
するこ と もできます。

【スキャニング方向について】

四角の書き方によって、 スキャニング方向 （時計回り、 反時計回り） が設定されます。 ス
キャニング方向は、 プロパティの ［スキャニング方向］ 欄で確認および変更できます。

• 始点に対して終点が右側にある場合

スキャニング方向は時計回りになり ます。

• 始点に対して終点が左側にある場合

スキャニング方向は反時計回りになり ます。

面
取

り

なし 面取り を行いません。 － －

面取り 円弧の半径を設定して、 四隅を面取り し
ます。 設定は四隅すべてに適用されます。

0.01 ～作図データ

による
(0.000 mm)

0.001 mm

半径 直線の長さを設定して、 四隅を面取り し
ます。 設定は四隅すべてに適用されます。

0.01 ～作図データ

による
(0.000 mm)

0.001 mm

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル

オーバー
ラ ップ 1

始点から始まるオーバーラ ップ部分に使
用するスケジュールデータの番号を設定
します。

0 ～レーザ装置によ

る
(0)

1

オーバー
ラ ップ 2

終点で終わるオーバーラ ップ部分に使用
するスケジュールデータの番号を設定し
ます。

0 ～レーザ装置によ

る
(0)

1

線分 辺に使用するスケジュールデータの番号
を設定します。

0 ～レーザ装置によ

る
(0)

1

面取り 面取り部に使用するスケジュールデータ
の番号を設定します。

0 ～レーザ装置によ

る
(0)

1

オーバーラ ップ長 オーバーラ ップ部分の長さを指定します。 作図データによる
(0 mm)

0.001 mm

四角の設定項目 （ ２  / ２ ）

項目 設定 範囲 （デフ ォル ト ） ピ ッ チ

C

C

R

R
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プロパティの ［スキャニング方向］ 欄をク リ ッ クする と、 スキャニング方向を変更できま
す。 設定を変更した場合は、 ［更新］ ボタンを押します。

［更新］ ボタ ンを押さ ないと設定が無効にな り ます。

四角オブジ ェ ク ト のスキャニング方向を変更する と きは、 メ ニューから ［調整］
－ ［スキャニング順］ － ［逆転］ を選択し ないで く だ さい。



5. 円 （円を描 く ）

194

SWDraw2

5. 円 （円を描 く ）

本装置には 2 種類の円があ り ます。 用途に応じて、 使用する機能をお選びください。

円 (Manual) ： 書き始めと書き終わりの位置を任意に設定できます。オーバーラ ップ * 付
きの円を描く こ と もできます。

円 (Auto) ： 装置が前のオブジェク ト を計算して、自動的に書き始めの位置を決定しま

す。 オーバーラ ップ付きの円を描く こ とはできません。

* オーバーラ ップとは、 円形領域を密封する目的で、 一度溶接した箇所をも う一度重ねて溶接する機能で

す。

5.1. オーバーラ ッ プ付きの円を描 く （Manual）

オーバーラ ップ付きの円を描く こ とができます。

1 作図コマン ド一覧の 「円 [Manual]」 ボタ ンを押すか、 メ ニューから ［作図］ － ［円
[Manual]］ を選択し ます。

2 始点を指定し ます。

3 円の大き さ を指定し ます。

• マウス操作で指定する場合

マウスを動かすと円の大きさが変わるので、 適当な大きさになった位置でク リ ッ ク
します。

• 数値で指定する場合

コマンド入力欄に半径または直径を入力します。 （半角英数字。 最大 624mm）

直径を入力する場合は、 先頭に 「D」 を付けてください。

［円］ 画面が表示されます。

マウスを動かし て円の大き さ を決める
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4 以下の表を参考に、 値を入力し ます。 終わったら、 ［OK］ ボタ ンを押し ます。

円が描画されます。

入力した内容やサイズなどは、 プロパティで変更できます。 また、個別に加工条件を設定
するこ と もできます。

*1 使用するスケジュール番号について

①オーバーラ ップ 1 で設定されたスケジュール番号

②円で設定されたスケジュール番号

③オーバーラ ップ 2 で設定されたスケジュール番号

円の設定項目

項目 設定 範囲 （デフ ォル ト ） ピ ッ チ

サ
イ
ズ 半径 円の半径を指定します。 レンズによる 0.001 mm

オ
ー

バ
ー

ラ
ッ
プ 始角 オーバーラ ップ部分の開始角度を指定し

ます。
0 ～ 359.999 度 0.001 度

終角 オーバーラ ップ部分の終了角度を指定し
ます。

0 ～ 359.999 度 0.001 度

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
*1

オーバー
ラ ップ 1

1 回目のオーバーラ ップ部分に使用するス

ケジュールデータの番号を設定します。

0 ～レーザ装置によ

る (0)
1

オーバー
ラ ップ 2

2 回目のオーバーラ ップ部分に使用するス

ケジュールデータの番号を設定します。

0 ～レーザ装置によ

る (0)
1

円 オーバーラ ップ部分以外の円弧に使用す
るスケジュールデータの番号を設定しま
す。

0 ～レーザ装置によ

る (0)
1

反時計回り

（始角 90 度、 終角 180 度の場合）

時計回り

（始角 0 度、 終角 270 度の場合）
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【スキャニング方向について】

スキャニング方向は、 プロパティの ［スキャニング方向］ 欄で確認および変更できます。

• 中心点に対して終点が右側にある場合

スキャニング方向は時計回りになり ます。

• 中心点に対して終点が左側にある場合

スキャニング方向は反時計回りになり ます。

5.2. 従来の円を描 く （Auto）

従来の円を描く こ とができます。

1 作図コマン ド一覧の ［円 [Auto]］ ボタ ンを押すか、 メ ニューから ［作図］ － ［円
[Auto]］ を選択し ます。

2 円の中心と なる点を指定し ます。

3 円の大き さ を指定し ます。

• マウス操作で指定する場合

マウスを動かすと円の大きさが変わるので、 適当な大きさになった位置でク リ ッ ク
します。

• 数値で指定する場合

コマンド入力欄に半径または直径を入力します。 （半角英数字。 最大 624mm）

直径を入力する場合は、 先頭に 「D」 を付けてください。

円が描画されます。

入力した内容やサイズなどは、 プロパティで変更できます。 また、個別に加工条件を設定
するこ と もできます。

マウスを動かし て円の大き さ を決める
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【スキャニング方向について】

スキャニング方向は、 プロパティの ［スキャニング方向］ 欄で確認および変更できます。

• 中心点に対して終点が右側にある場合

スキャニング方向は時計回りになり ます。

• 中心点に対して終点が左側にある場合

スキャニング方向は反時計回りになり ます。
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6. 円弧 （半径を指定し て円弧を描 く ）

半径を指定して円弧を描く こ とができます。

1 メ ニューから ［作図］ － ［円弧］ を選択し ます。

2 円の中心と なる点を指定し ます。

3 円の半径を指定し ます。

• マウス操作で指定する場合

マウスを動かすと半径を示す直線が表示されるので、 適当な位置でク リ ッ ク します。

• 数値で指定する場合

コマンド入力欄に半径を入力します。 （半角英数字。 最大 624mm）

半径が大き く 中心座標がエ リ ア外になって し ま う など、 配置の形状によ っては、
スキャニングエ リ ア異常になる場合があ り ます。
そのよ う な場合には、 円弧オブジ ェ ク ト を円弧連続線化を用いて、 連続線オブ
ジ ェ ク ト にし て く だ さい。 スキャニング可能と な り ます。

マウスを動かし て

半径の長さ を決める
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4  円弧の始点と終点を指定し ます。

円弧が描画されます。

入力した内容やサイズなどは、 プロパティで変更できます。 また、個別に加工条件を設定
するこ と もできます。

【スキャニング方向について】

円弧の書き方によって、 スキャニング方向 （時計回り、 反時計回り） が設定されます。 ス
キャニング方向は、 プロパティの ［スキャニング方向］ 欄で確認および変更できます。

• 始点から終点の方向が右回りの場合

スキャニング方向は時計回りになり ます。

• 始点から終点の方向が左回りの場合

スキャニング方向は反時計回りになり ます。

始点と終点を指定する
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7. 3 点円弧 （円周上の 3 点を指定し て円弧を描 く ）

円周上の 3 点を指定して円弧を描く こ とができます。

1 作図コマン ド一覧の ［3 点円弧］ ボタ ンを押すか、 メ ニューから ［作図］ － ［3 点円
弧］ を選択し ます。

2 円弧の始点、 中心点、 終点の 3 点を順番に指定し ます。

円弧が描画されます。

入力した内容やサイズなどは、 プロパティで変更できます。 また、個別に加工条件を設定
するこ と もできます。

【スキャニング方向について】

3 点円弧の書き方によって、 スキャニング方向 （時計回り、反時計回り） が設定されます。

スキャニング方向は、 プロパティの ［スキャニング方向］ 欄で確認および変更できます。

• 始点から終点の方向が右回りの場合

スキャニング方向は時計回りになり ます。

• 始点から終点の方向が左回りの場合

スキャニング方向は反時計回りになり ます。

半径が大き く 中心座標がエ リ ア外になって し ま う など、 配置の形状によ っては、
スキャニングエ リ ア異常になる場合があ り ます。
そのよ う な場合には、 円弧オブジ ェ ク ト を円弧連続線化を用いて、 連続線オブ
ジ ェ ク ト にし て く だ さい。 スキャニング可能と な り ます。

円弧の始点、 中心点、 終点

の 3 点を指定する
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8. スポ ッ ト （スポ ッ ト 溶接用の点を描画する）

レーザ溶接用スキャニングシステムでは、 SWDraw2 で作画した線に沿ってシーム溶接

をするこ とができます。
また、 スポッ ト （スポッ ト溶接用の点） を作成するこ とで、 スポッ ト溶接するこ とがで
きます。

1 作図コマン ド一覧の ［スポ ッ ト ］ ボタ ンを押すか、 メ ニューから ［作図］ － ［ス
ポ ッ ト ］ を選択し ます。

2 点を配置する位置を指定し ます。

点が配置されます。

入力した内容やサイズなどは、 プロパティで変更できます。 また、個別に加工条件を設定
するこ と もできます。

画面に表示される点の大き さは、 実際に溶接されるサイズとは異な り ます。 実
際に溶接されるサイズ、 シャ ッ タ開時間については、 環境設定で設定する こ と
ができます。

点を指定する
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9. 搬送制御

外部機器とのやり と り を行う場合のみ使用する機能 （オブジェク ト ） です。

特にスキャナを特定の場所に移動させ、その場所で一時的にスキャニングを停止させるよ
うな場合に用います。搬送制御全体に関わる設定は、 『第 5 章 4. システムパラ メータ設定

（レーザ装置の動作条件を設定する）』 （114 ページ） を参照してください。

9.1. 搬送制御コマン ド を使用するには

1 メ ニューから ［作図］ － ［搬送制御］ を選択し、 搬送制御コマン ド を配置し ます。

2 配置する と、 オブジ ェ ク ト がグレーで表示されます。

3 グレーのオブジ ェ ク ト は、 座標の移動を伴わない、 搬送機制御コマン ド です。 緑色
のオブジ ェ ク ト は、 座標の移動を伴う、 搬送制御コマン ド です。

座標移動が無しの場合 座標移動が有りの場合
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9.2. 搬送制御コマン ドの実例

端辺で位置確認 （画像処理） を行う場合の例と します。

1 メ ニューから ［作図］ － ［搬送制御］ を選択し、 搬送制御コマン ド を配置し ます。
配置場所はエ リ ア内と し ます。

2 配置されたオブジ ェ ク ト を選択し、 プロパテ ィ を変更し ます。
座標移動を有り にし、 スキャナを移動させたい座標値を入力し ます。

3 同様に、 他に移動が必要な所に、 搬送制御コマン ド を配置し ます。

4 搬送制御コマン ドが実行される順番を変更し ます。
搬送制御コマン ド追加する と、 スキャニング順で最後に追加されます。
オブジ ェ ク ト ブ ラウザを用いて、 スキャニング順を変更し ます。
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5 レ イアウ ト 名を付けて保存し ます。

* オブジ ェ ク ト のスキャニング順に搬送制御コマン ドが実行されます。

順番にはご注意 く だ さい。

周回するよ う なスキャ ンデータの所で、 スキャナを止めておきたい

よ う な場合には、 周回するよ う なオブジ ェ ク ト の開始点に搬送制御

コマン ド を配置する必要があ り ます。
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10. コ メ ン ト （コ メ ン ト を入力する）

スキャニングとは関係なく、 レイアウ トデータに対しての情報を付加します。

コ メン トはスキャニングには影響あ り ません。

10.1. コ メ ン ト を作成する

1 メ ニューから ［作図］ － ［コ メ ン ト ］ を選択し ます。

2 以下の表を参考に、 記入する コ メ ン ト の情報を入力し ます。

(1) 入力文字列

記入するコ メン ト を入力します。
複数行の入力する場合は、 <Ctrl>+<Enter> キーで改行します。

(2) 色

コ メン トの表示に使用する色を選択します。

(3) 文字サイズ

コ メン トの文字サイズを指定します。
大、 中、 小にそれぞれ割り当てられた実際の文字サイズは、 後述する SWDraw.INI
に格納されています。

(4) 文字枠

コ メン トの表示に使用する文字枠を指定します。

（1）

（2）

（3）

（4）
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3 配置する座標を ク リ ッ ク し ます。
配置点は、 1 ～ 3 点入力する こ とができます。
2 点以上入力する と、 引き出し線が作成されます。
2 点引き出し線は、 2 点目入力後に <ENTER> キーを押し て く だ さい。

10.2. コ メ ン ト の情報初期値

コ メ ン ト入力の各パラ メータは、 実行環境下にある SWDraw.INI の 「Comment」 セク

シ ョ ン以下に格納されています。

キー名称 詳細

TextColor コ メン トの色を示す色番号 （0 ～ 31: プルダウン リ ス トの上からの順番）

初期値 :0

TextSize 文字サイズ 0 ～ 2 （0: 大 1: 中 2: 小）

初期値 :0

FrameType 文字枠の種類 FrameType 0 ～ 2 （0: なし  1: 四角 2: 長円）

初期値 :0

LargeSize “ 大 ” の文字サイズ （0.1mm 単位）

初期値 :90

MediumSize “ 中 ” の文字サイズ （0.1mm 単位）

初期値 :60

SmallSize “ 小 ” の文字サイズ （0.1mm 単位）

初期値 :30

FontName 半角用フォン ト名　 “Courier New"
* 文字がすべて半角の場合のみ、 このフォン トが使用されます。

* 文字枠を使用する場合は、 必ず非プロポーシ ョナルフォン ト を指定してくだ

さい。

FontNameJP 全角用フォン ト名　 “MS ゴシッ ク ”
* 文字が全角のみ、 または半角全角混在の場合、 このフォン トが使用されます。

* 文字枠を使用する場合は、 必ず非プロポーシ ョナルフォン ト を指定してくだ

さい。

配置点を ク リ ッ クする と

コ メ ン ト の配置が可能に

なる
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設定例

[Comment]
TextColor=3
TextSize=0
FrameType=0
LargeSize=90
MediumSize=60
SmallSize=30

FontName=MS ゴシッ ク

10.3. 他コマン ド との関連

コ メン トは、 削除コマンドおよび移動コマンド以外のすべてのコマンドにおいて処理対
象外とな り ます。
また、 保存後、 「ファ イル開く」 コマンドで表示されるイ メージ表示 （サムネイル表示）
には、 コ メン トは表示されません。
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1. 左揃え

図形を左揃えにできます。

1 選択モー ド にし、 ＜ Ctrl ＞キーを押し ながら整列する図形を選択し ます。

2 メ ニューから ［レ イアウ ト ］ － ［左揃え］ を選択し ます。

選択した図形が整列されます。

* 図形を整列する と図形同士が重なってしま う場合には、 重ならないよ うに自動調整されます。

2. 右揃え

図形を右揃えにできます。

1 選択モー ド にし、 ＜ Ctrl ＞キーを押し ながら整列する図形を選択し ます。

2 メ ニューから ［レ イアウ ト ］ － ［右揃え］ を選択し ます。

選択した図形が整列されます。

第 10 章 レ イアウ ト
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3. 上揃え

図形を上揃えにできます。

1 選択モー ド にし、 ＜ Ctrl ＞キーを押し ながら整列する図形を選択し ます。

2 メ ニューから ［レ イアウ ト ］ － ［上揃え］ を選択し ます。

選択した図形が整列されます。

4. 下揃え

図形を下揃えにできます。

1 選択モー ド にし、 ＜ Ctrl ＞キーを押し ながら整列する図形を選択し ます。

2 メ ニューから ［レ イアウ ト ］ － ［下揃え］ を選択し ます。

選択した図形が整列されます。
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5. 左右中央揃え

図形を左右中央揃えにできます。

1 選択モー ド にし、 ＜ Ctrl ＞キーを押し ながら整列する図形を選択し ます。

2 メ ニューから ［レ イアウ ト ］ － ［左右中央揃え］ を選択し ます。

選択した図形が整列されます。

6. 上下中央揃え

図形を上下中央揃えにできます。

1 選択モー ド にし、 ＜ Ctrl ＞キーを押し ながら整列する図形を選択し ます。

2 メ ニューから ［レ イアウ ト ］ － ［上下中央揃え］ を選択し ます。

選択した図形が整列されます。
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7. 左右均等揃え

図形を左右均等揃えにできます。

1 選択モー ド にし、 ＜ Ctrl ＞キーを押し ながら整列する図形を選択し ます。

2 メ ニューから ［レ イアウ ト ］ － ［左右均等］ を選択し ます。

選択した図形が整列されます。

8. 上下均等揃え

図形を上下均等揃えにできます。

1 選択モー ド にし、 ＜ Ctrl ＞キーを押し ながら整列する図形を選択し ます。

2 メ ニューから ［レ イアウ ト ］ － ［上下均等揃え］ を選択し ます。

選択した図形が整列されます。
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1. 全図形表示

図形が存在する領域だけを表示するには、 メニューから ［表示］ － ［全図形表示］ を選択
します。 レイアウ トエ リ アの指定した点を中心に拡大表示されます。

2. 全体表示

画面をデフォルトの表示に戻すには、ツールバーの［全体表示］ボタンを押すか、メニュー
から ［表示］ － ［全体表示］ を選択します。 画面表示が 100% 表示に戻り ます。

第 11 章 表示
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3. 拡大

拡大表示するには、 ツールバーの ［拡大表示］ ボタンを押すか、 メニューから ［表示］ －
［拡大］ を選択します。

ツールバーの ［拡大表示］ ボタンは、 画面中央を中心と して拡大します。

メニューから実行する場合は、画面 （レイアウ トエ リ ア） の中心に表示させたい位置をマ
ウスで左ク リ ッ ク します。拡大した後、指定した位置が中心になるよ うにレイアウ ト を移
動します。

4. 領域拡大

領域を指定して拡大表示するには、 メニューから ［表示］ － ［領域拡大］ を選択します。
レイアウ トエ リ アの 2 点を指定して領域を指定する と、その領域内だけが拡大表示されま

す。

2 点を指定し て領域を指定
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5. 縮小

縮小表示するには、 ツールバーの ［縮小表示］ ボタンを押すか、 メニューから ［表示］ －
［縮小］ を選択します。

ツールバーの ［縮小表示］ ボタンは、 画面中央を中心と して縮小します。

メニューから実行する場合は、画面 （レイアウ トエ リ ア） の中心に表示させたい位置をマ
ウスで左ク リ ッ ク します。縮小した後、指定した位置が中心になるよ うにレイアウ ト を移
動します。

6. 画面移動

中心位置を指定して表示範囲を移動するには、 メニューから ［表示］ － ［画面移動］ を選
択します。レイアウ トエ リ アの 1 点を指定する と、指定した位置を中心にして表示範囲が

移動します。

1 点を指定
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7. グ リ ッ ド表示

グ リ ッ ド とは、図形を配置する目安と して、作業中にレイアウ トエ リ アに表示される一定
間隔の点です。 この点は、 レイアウ トエ リ アに表示されるだけで、 溶接はされません。

グ リ ッ ドを設定する と、マウスで線などを描画する と きにカーソルがグ リ ッ ドに吸着され
るので、 ラフな操作でも正確な位置に描画できるよ うにな り ます。

グ リ ッ ドを表示するには、 メニューから ［表示］ － ［グ リ ッ ド表示］ を選択します。

詳細については、 『第 12 章 1. グ リ ッ ド設定』 （216 ページ） を参照してください。

8. 再表示

残像が表示されるなどの不具合がある と きは、 メニューから ［表示］ － ［再表示］ を選択
する と、 解消されます。

9. 下絵表示

下絵の表示のオン／オフを切り替える場合は、 メニューから ［表示］ － ［下絵表示］ を選
択します。

10. 下絵編集モー ド

通常のレイアウ ト編集モードでは、下絵を編集するこ とはできません。 メニューから ［表
示］ － ［下絵編集モード］ を選択し、 ［下絵編集モード］ メニューにチェッ クを付ける と、
下絵編集モードになり、下絵が編集できるよ うにな り ます。下絵編集モードでは、下絵以
外の図形は編集できません。

下絵編集モードを終了する と きは、 再度メニューから ［表示］ － ［下絵編集モード］ を選
択します。

図形の編集方法は、通常のレイアウ トエ リ ア上での作図操作と同じです。［調整］ メニュー
は選択モードのみ操作できます。

11. オーバーラ ッ プ表示

オーバーラ ップ部分の表示のオン／オフを切り替える場合は、 メニューから ［表示］ －
［オーバーラ ップ表示］ を選択します。
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1. グ リ ッ ド設定

以下の手順で、 グ リ ッ ドの点の間隔を設定できます。

1 メ ニューから ［入力支援］ － ［グ リ ッ ド設定］ を選択し ます。

［グ リ ッ ド設定］ 画面が表示されます。

2 以下の表を参考に値を設定し、 ［OK］ ボタ ンを押し ます。

第 12 章 入力支援

グ リ ッ ド設定の設定項目

項目 設定内容 範囲 （デフ ォル ト ） ピ ッ チ

X 間隔 X 方向の間隔を設定します。 0.1 ～ 100
（1.000）

0.1

Y 間隔 Y 方向の間隔を設定します。 0.1 ～ 100
（1.000）

0.1
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2. グ リ ッ ド原点

以下の手順で、 グ リ ッ ドにカーソルを吸着させて作図するこ とができます。

1 グ リ ッ ド を表示し ます。

1) メ ニューから ［入力支援］ － ［グ リ ッ ド原点］ を選択し ます。

2) レ イアウ ト エ リ アでグ リ ッ ドの原点を指定し ます。

3) グ リ ッ ド を表示する領域を指定し ます。

始点、 終点を指定する こ とによ って、 領域を指定できます。

指定した領域にグ リ ッ ドが表示されます。

グ リ ッ ドの間隔を調整する と きは、 手順 1 の操作を再度実行してください。

2 実際に作図し ます。 こ こ では例と し て線を描きます。

グ リ ッ ドが表示された領域では、カーソルがグ リ ッ ドに吸着されグ リ ッ ド以外の場所はク
リ ッ クできません。 そのため、 必然的に、 図形の端点はグ リ ッ ド上に配置されます。

グ リ ッ ドを削除するこ とはできません。

ただし、グ リ ッ ドの表示をオフにすれば、グ リ ッ ド機能を使わずに、自由に描画できます。
グ リ ッ ドの表示のオン／オフを切り替える場合は、 メニューから ［表示］ － ［グ リ ッ ド表
示］ を選択します。

指定し た領域に

グ リ ッ ドが表示される

端点がグ リ ッ ド に

吸着される



3. スナ ッ プ設定

218

SWDraw2

3. スナ ッ プ設定

端点や中点などの要素にスナップ機能を設定する と、 マウスで線などを描画する と きに
カーソルがその要素に吸着されるので、ラフな操作でも正確な位置に描画できるよ うにな
り ます。

以下の手順で、 特定の要素にカーソルを吸着させて作図するこ とができます。

1 吸着させる要素を定義し ます。

1) メ ニューから ［入力支援］ － ［スナ ッ プ設定］ を選択し ます。

［スナップ設定］ 画面が表示されます。

2) 以下の表を参考に、 吸着させたい要素のチ ェ ッ クボ ッ クスにチ ェ ッ ク を付けます。 こ こで

は例と し て ［端点］ にチ ェ ッ ク を付けます。

3) ［OK］ ボタ ンを押し ます。

2 要素 （例 ： 端点） がカーソルの四角の中に入っている状態で右ク リ ッ ク し ます。
カーソルが要素に吸着されます。

スナ ッ プ設定の設定項目

項目 設定内容

端点 線分の端点にスナップします。

交点 線分の交点にスナップします。

中点 線分の中点にスナップします。

中心点 円／円弧の中心点にスナップします。

線分の途中がカーソルの四角の中に入っている場合は、 近い方の端点に吸着さ
れます。

端点がカーソルの四角の中に

入っている状態で右ク リ ッ クす

る と、 カーソルが端点に吸着さ

れる
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4. 角度補正

メニューから ［入力支援］ － ［角度補正］ を選択する と、 描画する線の傾きを 45 度刻み

の角度に固定できます。

5. 距離計測

メニューから ［入力支援］ － ［距離計測］ を選択する と、 指定した 2 点間の距離を計測で

きます。

カーソルが 45 度刻みで しか

動かな く なる
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1. 環境設定

以下の手順で、 作図画面の基本的な機能の動作を設定できます。

1 ツールバーの ［環境設定］ ボタ ンを押すか、 メ ニューから ［設定］ － ［環境設定］
を選択し ます。

［環境設定］ 画面が表示されます。

2 以下の表を参考に、 作図画面の基本的な機能の動作を設定し ます。

第 13 章 設定
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環境設定の設定項目 （ １  / ２ ）

項目 設定内容 範囲

図形選択 色 選択されたと きの図形の色を選択します。 －

線種 線の種類を選択します。 －

範囲 カーソルの大きさを指定します。 1 ～ 50

選択方法 領域を指定して対象を選択する と きの、 選択

方法を設定します。
一部 ： 対象の一部分を含む領域を選択する

と、 その対象を選択できます。
全部 ： 対象の全体を含む領域を選択する と、

その対象を選択できます。

一部／全部

表示 背景色 レイアウ トエ リ アの背景色を選択します。 －

ラバー 描画中の線の色を選択します。 －

カーソル カーソルの色を選択します。 －

点のサイズ シャ ッ タ制御で溶接する点の表示サイズを設
定します。

1 ～ 50

シャ ッ タ時間 *1 シャ ッ タを開けて、 レーザを照射する時間を
設定します。

0.00～
20,000,000.00ms

ビーム径 （ラ ップ率計算） ビーム径を入力しておく と、 スポッ ト以外の
オブジェク ト要素を単選択したと き、 参考値
でのラ ップ率が求められます。 ラ ップ率は
レーザ装置によ り ます。

0.001 ～ 10mm

作図環境 使用機種 オンライン時は、 スキャナコン ト ローラに現
在設定されているレーザ装置の機種を表示し
ます。 変更はできません。 オフライン時は、
任意のレーザ装置を設定できます。

－

作図エリア オンライン時は、 スキャナコン ト ローラに現
在設定されている作図エリアを表示します。
変更はできません。 オフライン時は、 任意の
作図エリアを設定できます。

－

言語 *2 日本語 OS 時、 日本語／英語の言語を切り替

えます。
－

ハンドシェイ ク通信 *3 スケジュールハンドシェイ ク機能の ON/
OFF を選択します。 ON/OFF の切り替えを

行った場合は、 設定内容を反映させるため、
SWDraw2 と GWM コン ト ローラを再起動

してください。

－

グ リ ッ ド 色 グ リ ッ ドの色を選択します。 －

サイズ グ リ ッ ドの点の大きさを指定します。 0 ～ 50

バッ クアップ *4 時間間隔 指定した時間間隔でバッ クアップします。 1 ～ 32767

コマンド数 指定した数のコマンドが実行される とバッ ク
アップされます。

1 ～ 32767

その他 最大結合長 結合を行う際の、 図形同士の許容距離を設定
します。 円弧を円にする と きは無視されま
す。

1 ～ 9999mm

フ ィ レッ ト半径 フ ィ レッ ト を行う際の、 デフォルトの半径を
設定します。

0.0 ～ 99.9mm
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*1 この値はスポッ トオブジェク トの ［シャ ッ タ開時間］ のデフォルト値になり ます。

*2 英語を選択した場合は、 文字化けしないよ うに、 パソコンの設定を英語モードにしてください。

*3 スケジュールハンドシェイ ク機能について

GWM スキャナコン ト ローラは、 EXT.I/O(1)-LASER ケーブルを通じて溶接機のスケジュール切り替

えをします。 スケジュール切り替えは、 高速化のため、 ［ハンドシェイ ク通信］ が OFF の状態では

オープンループ制御となっていますが、 設定を ON にするこ とで RS-485 ケーブルを用いたハンド

シェイ クによる確認機能を持たせるこ とが可能です。

ハンドシェイ クシーケンス （破線部分が ［ハンドシェイ ク通信］ が ON の場合の動作とな り ます）

システム年月日 オンライン時のみ、 スキャナコン ト ローラに
現在設定されているシステム年月日を表示し
ます。 数値を入力してから ［設定］ ボタンを
押すと、 変更できます。

－

オーバーラ ップ図形
スケジュール設定

「再設定有り」 に設定する と、 レイアウ ト保
存時、 同一スケジュール No. が連続してい

るオーバーラ ップ図形に対して、 スケジュー
ルが再度設定され、 スケジュールが切り替わ
り ます。

－

フォルダ指定 *5 ログファ イル システムのログファ イルの保存先を設定しま
す。 ［...］ ボタンを押して表示される ［ファ

イル選択］ 画面から、 ディ レク ト リ を選択し
ます。

－

作業フォルダ ユーザが作成する各種ファイル （レイアウ
ト ・ 図形 ・加工条件） の保存先を設定しま
す。 ［...］ ボタンを押して表示される ［ファ

イル選択］ 画面から、 ディ レク ト リ を選択し
ます。

－

環境設定の設定項目 （ ２  / ２ ）

項目 設定内容 範囲

【正常時】
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* スケジュール番号の返答確認のため、 ［ハンドシェイ ク通信］ が OFF のと き と比較して、 1 スケジュー

ル切り替え当たり約 100ms タ ク トが増加します。 また、 1600ms 間スケジュール番号の返答確認が取れ

ない場合、 条件 No. 切り替え異常が発生します。

*4 作図中のト ラブルによるデータ損失を防ぐために、 作業中のレイアウ ト ファ イルと図形ファイルが自

動的にバッ クアップされます。
*5 V00-02A 以降では、 UAC （ユーザアカウン ト制御） を OS のデフォルトで使用できるよ うに、 デ

フォルトの指定フォルダを変更しました （Program フォルダ→ Miyachi フォルダ）。 バージ ョ ンアッ

プされた場合は、 フォルダを変更するかデータをコピーするよ うにして ください。

3 設定内容を保存する場合は、 ［OK］ ボタ ンを押し ます。

「作図環境が更新されました」 という メ ッセージ画面が表示されます。 ［OK］ ボタンを押して画面を閉じ

ます。

4 設定を終了する場合は、 ［キャ ンセル］ ボタ ンを押すか、 画面右上の ［×］ ボタ ンを
押し ます。

以上で、 環境設定は終了です。

手順 3 で設定内容を保存し ていない場合は、 設定内容が無効にな り ます。

【異常時】
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1. オブジ ェ ク ト ブ ラウザについて

オブジェク トブラウザとは、配置されているすべての図形 （オブジェク ト ） を リ ス ト表示
する機能です。 レイアウ トがどのよ うな図形で構成されているかを確認したり、特定の図
形を選択して加工条件を確認 ・変更するこ とができます。

2. オブジ ェ ク ト ブ ラウザでオブジ ェ ク ト のプロパ
テ ィ を確認する

1 ［一覧］ タ ブを選択し ます。

オブジェク トブラウザが表示されます。

第 14 章 オブジ ェ ク ト ブ ラウザ

［一覧］ タ ブを

選択する
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2 オブジ ェ ク ト のリ ス ト を確認し ます。 オブジ ェ ク ト ブ ラウザには、 オブジ ェ ク ト の
スキャニング番号、 割り当てられた名前 （オブジ ェ ク ト 名）、 オブジ ェ ク ト の種類
がリ ス ト 表示されます。 オブジ ェ ク ト 名は図形の種類によ って決ま り ます。

3 リ ス ト を ソー ト する場合は、 リ ス ト の上にある リ ス ト ボ ッ クスを ク リ ッ ク し て、
ソー ト の種類を選択し ます。 また、 ソー ト の種別によ っては昇順、 降順を選択する
こ と もできます。
リ ス ト は以下の種別でソー ト する こ とができます。

オブジ ェ ク ト ブ ラウザのソー ト 項目

項目 昇順 降順 備考

一覧 オブジェク ト名がアルファベッ ト順
にソート されます。

• 同一名称は指定できないため、 第
2 キーは指定できません。

• 名称は文字列と して比較されま
す。 例えば、 昇順では、 Line1、
Line10、 Line11、 Line2 の順とな

り ます。

オブジ ェ ク ト のリ

ス ト が表示される

オブジ ェ ク ト の種類

を確認する場合は、

スク ロールバーを右

に移動する

ソー ト の種類を

選択する
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*1 昇順 ・降順は選択できません。

4 プロパテ ィ を確認するオブジ ェ ク ト を リ ス ト から選択し ます。 オブジ ェ ク ト は、 レ
イアウ ト エ リ アで選択する こ と もできます。

プロパティ欄にオブジェク トのプロパティが表示されます。 必要に応じて、 プロパティを変更できます。

5 ［作図］ タ ブを選択し て、 作図コマン ド に戻り ます。

以上で、 確認は終了です。

種類 オブジェク トの種類別にソート され
ます。 同一の種類の場合は、 スキャ
ニング順にソート されます。

オブジェク ト種別の昇順は、 以下のと
おりです ：
線分
連続線分
四角
円弧
円 [Auto]
スポッ ト
円 [Manual]
搬送制御

スキャニング番号順 スキャニング順にソート されます。 *1

距離と時間 スキャニング順にソート され、 前の
オブジェク トからの距離と時間が表

示されます。 *1

オブジ ェ ク ト ブ ラウザのソー ト 項目

項目 昇順 降順 備考

プロパテ ィ 欄
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3. オブジ ェ ク ト ブ ラウザでスキャニング順を変更す
る

オブジェク トブラウザでスキャニング順を確認 ・変更できます。

1 ［一覧］ タ ブを選択し ます。

オブジェク トブラウザが表示されます。

2 リ ス ト の上にある リ ス ト ボ ッ クスから、 ［スキャニング番号順］ を選択し ます。

リ ス トがスキャニング順にソート されます。

下絵編集中は選択する こ とができません。

［一覧］ タ ブを

選択する

［スキャニング番号

順］ を選択する
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3 スキャニング順を変更する図形を選択し ます。

［移動オブジェク ト名］ に選択したオブジェク ト名が表示され、 レイアウ トエ リ ア上の該当する図形が赤

く表示されます。

4 スキャニング順を変更し ます。

• スキャニング順を 1 つずつ繰り上げ／繰り下げる場合

［上へ移動］ ／ ［下へ移動］ ボタンを押して、 スキャニング順を 1 つずつ繰り上

げ／繰り下げします。

オブジ ェ ク ト 名を

選択する

ボタ ンを押し て、

スキャニング順

を変更する
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• スキャニング順を指定し て変更する場合

［移動先スキャニング番号］ にスキャニング順を入力します。

5 ［更新］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

スキャニング順が設定され、 プロパティ欄の ［スキャニング順序］ が変更されます。 スキャニング順を

設定する と、 他のオブジェク トのスキャニング順は 1 つずつ繰り上げ／繰り下げされます。

［再読込］ ボタンを押すと、 スキャニング順は設定されず、 オブジェク トブラウザのスキャニング順が元

に戻り ます。

スキャニング順

を入力する

スキャニン

グ順序が変

更される
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1. SWDraw2 のバージ ョ ン情報
（SWDraw2 のバージ ョ ン情報を確認する）

1 ツールバーの ［ヘルプ］ ボタ ンを押すか、 メ ニューから ［ヘルプ］ － ［SWDraw2
のバージ ョ ン情報］ を選択し ます。

［SWDraw2 のバージ ョ ン情報］ 画面が表示されます。

2 バージ ョ ンを確認し、 ［OK］ ボタ ンを押し ます。

［SWDraw2 のバージ ョ ン情報］ 画面が閉じます。

2. コ ン ト ローラのバージ ョ ン情報
（スキャナコ ン ト ローラ ソ フ ト のバージ ョ ン情報を
確認する）

1 オン ラ イ ンの状態で、 メ ニューから ［ヘルプ］ － ［コ ン ト ローラのバージ ョ ン情
報］ を選択し ます。

［コン ト ローラのバージ ョ ン情報］ 画面が表示されます。

2 バージ ョ ンを確認し、 ［OK］ ボタ ンを押し ます。

［コン ト ローラのバージ ョ ン情報］ 画面が閉じます。

第 15 章 ヘルプ
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1. 共通の右ク リ ッ ク メ ニュー

以下に、 共通で使用できる右ク リ ッ ク メニューとその機能を示します。

2. 図形を選択し ていないと きの右ク リ ッ ク メ ニュー

以下に、 図形を選択していない場合の右ク リ ッ ク メニューとその機能を示します。

第 16 章 右ク リ ッ ク メ ニュー

共通の右ク リ ッ ク メ ニュー機能一覧

メ ニュー名 サブ メ ニュー名 機能

元に戻す － 操作を元に戻します。
＜ Ctrl ＞＋＜ Z ＞キーでも同様に操作できます。

やり直し － 元に戻した操作をやり直します。
＜ Ctrl ＞＋＜ Y ＞キーでも同様に操作できます。

削除 － 選択した図形を削除します。

図形を選択し ていないと きの右ク リ ッ ク メ ニュー機能一覧 （ １  / ２ ）

メ ニュー名 サブ メ ニュー名 機能

選択モード － 選択モードに切り替えます。 選択した図形のプロパ
ティを表示します。

コピー － 図形のコピーを配置します。

移動 － 図形を移動します。

レーザ制御 コン ト ロール レーザ装置の状態を確認したり、 溶接を実行したり、
レーザ制御を行います。

スケジュール レーザ光の出力条件を設定します。

データ転送 レイアウ ト ファ イルをスキャナコン ト ローラに転送し
ます。

作図 線分 直線を描画します。

連続線分 連続した直線を描画します。

平行線 既存の直線と同じ傾きの直線を描画します。

四角 四角を描画します。

円 [Manual] オーバーラ ップ付きの円を描画します。

円弧 半径を指定して円弧を描画します。

3 点円弧 円周上の 3 点を指定して円弧を描画します。

スポッ ト シャ ッ タの制御によって点を描画します。
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3. 図形を選択し ている と きの右ク リ ッ ク メ ニュー

以下に、 1 つの図形を選択している と きの右ク リ ッ ク メニューを示します。

*1 図形を選択してから使用する右ク リ ッ ク メニューについて

選択コピーや選択移動など、 図形を選択してから右ク リ ッ ク メニューを使用するには、 以下の 3 つ

の方法があ り ます。

• 選択したい図形の上で右ク リ ッ クする

• 図形を選択している状態で、 ＜ Ctrl ＞キーを押しながら右ク リ ッ クする

• 図形を選択している状態で、 作図画面以外で右ク リ ッ クする

これによ り、 必要な図形のみを選択して設定するこ とができます。 例えば通常のコピーを行った場

合、 範囲で図形を選択するため、 コピーしたくない図形も一緒に選択してしま う こ とがあ り ます。 選

択コピーを行う と、 不要な図形を含まずにコピーするこ とができます。

作図
（つづき）

搬送制御 外部機器とのやり と り を行います。

円 [Auto] 従来の円を描画します。

表示 全図形表示 図形が存在する領域だけを表示します。

全体表示 画面を 100% 表示に戻します。

拡大 拡大後、 マウスで左ク リ ッ ク した位置が中心になるよ
うに再表示します。

領域拡大 領域を指定して拡大表示します。

縮小 縮小後、 マウスで左ク リ ッ ク した位置が中心になるよ
うに再表示します。

グ リ ッ ド表示 グ リ ッ ドの表示のオン／オフを切り替えます。

再表示 画面表示を更新します。

設定 環境設定 アプリ ケーシ ョ ンの基本的な機能の動作を設定します。

1 つの図形を選択し ている と きの右ク リ ッ ク メ ニュー一覧

メ ニュー名 サブ メ ニュー名 機能

回転モード － 選択モードで線分を回転します。

選択コピー *1 － 現在選択中の図形をコピーします。

選択移動 *1 － 現在選択中の図形を移動します。

調整 選択分解 選択している図形を分解します。

選択分割 選択している図形を分割します。

選択結合 選択している円弧を結合し、 円にします。

選択構成点追加 選択している図形に構成点を追加します。

選択構成点削除 選択している図形の構成点を削除します。

連続線結合 選択している図形を結合し、 1 つの連続線分にします。

図形を選択し ていないと きの右ク リ ッ ク メ ニュー機能一覧 （ ２  / ２ ）

メ ニュー名 サブ メ ニュー名 機能
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4. 複数の図形を選択し ている と きの右ク リ ッ ク メ
ニュー

以下に、複数の図形を選択している と きの右ク リ ッ ク メニューを示します。 なお、複数の
図形を選択する場合は、選択したい図形をマウスでド ラ ッグするこ とによって、一度に選
択できます。

*1 図形を選択してから使用する右ク リ ッ ク メニューについて

選択コピーや選択移動など、 図形を選択してから右ク リ ッ ク メニューを使用するには、 以下の 2 つ

の方法があ り ます。

• 図形を選択している状態で、 ＜ Ctrl ＞キーを押しながら右ク リ ッ クする

• 図形を選択している状態で、 作図画面以外で右ク リ ッ クする

これによ り、 必要な図形のみを選択して設定するこ とができます。 例えば通常のコピーを行った場

合、 範囲で図形を選択するため、 コピーしたくない図形も一緒に選択してしま う こ とがあ り ます。 選

択コピーを行う と、 不要な図形を含まずにコピーするこ とができます。

複数の図形を選択し ている と きの右ク リ ッ ク メ ニュー一覧

メ ニュー名 サブ メ ニュー名 機能

選択コピー *1 － 選択している図形のコピーを配置します。

選択移動 *1 － 選択している図形を移動します。

調整 選択結合 *1 選択している図形を結合します。

選択連続線結合 *1 選択している図形を結合し、 1 つの連続線分にします。

レイアウ ト 左揃え 図形を左揃えで整列します。

右揃え 図形を右揃えで整列します。

上揃え 図形を上揃えで整列します。

下揃え 図形を下揃えで整列します。

左右中央揃え 図形を左右中央揃えで整列します。

上下中央揃え 図形を上下中央揃えで整列します。

左右均等揃え 図形を左右均等揃えで整列します。

上下均等揃え 図形を上下均等揃えで整列します。

オブジェク ト （配置されている図
形のオブジェク ト名
が表示される）

選択したオブジェク ト を選択状態にします。 それまで
選択していたオブジェク トの選択状態は解除されます。
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*1 平行線は、 作図後は線分と同じ

*2 円弧と 3 点円弧は、 配置後のプロパティは同じ

第 17 章
オブジ ェ ク ト 種類によ って

使用できる機能

線分 連続
線分

平行線
*1

四角 円
[Manu

al]

円弧 *2 3 点
円弧 *2

スポ ッ
ト

搬送
制御

円
[Auto]

コ メ ン
ト

削除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コピー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

回転コピー ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

反転コピー ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

移動 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

回転移動 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

反転移動 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

ト リ ミ ング ○ × ○ × × × × × × × ×

交点切断 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ ×

選択モード ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

回転モード ○ × ○ × × × × × × × ×

分解 × ○ × × × × × × × × ×

四角分解 × × × ○ × × × × × × ×

分割 ○ × ○ × × ○ ○ × × × ×

円弧分割 × × × × × ○ ○ × × × ×

結合 ○ × ○ × × ○ ○ × × × ×

連続線結合 ○ ○ ○ × × ○ ○ × × × ×

フ ィ レッ ト ○ ○ ○ × × × × × × × ×

構成点追加 ○ ○ ○ × × × × × × × ×

構成点削除 ○ ○ ○ × × × × × × × ×

ス
キ

ャ
ニ

ン
グ
順 自動 ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ×

逆転 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ ×

確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ×

○ ：使用可　× ： 使用不可
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これらは SWDraw2 を動作させるための最小システム要件です。

Appendix 
A SWDraw2 システム要件

パソコン

CPU デュアルコア以上のインテル Celeron または Core i

メモ リ 4GB 以上

ハードディ スク空き容量 5GB 以上

表示機能 1366x768 ド ッ ト以上

光学ド ライブ DVD-ROM が使用可能なド ライブ

インターフェース キーボード／マウス／ USB1.1 準拠 4 ピン x 1 ／ LAN

OS Windows10 Pro 64bit 日本語／英語

WIndows11 Pro 日本語／英語
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数字
3 点円弧 200

C
CW 84, 97, 109

D
DXF イ ンポー ト 57
DXF フ ァ イル 57

F
FIX 78, 93, 104
FLASH 79, 94, 105
FLEX 81, 95, 107

G
GWH 77, 92

R
RECT 87, 99
REPEAT 79, 82, 94, 96

S
SHOT 79, 82, 94, 96
SINE 87, 99

T
TRI 87, 99

X
X オフセ ッ ト 115
X 間隔 216

Y
Y オフセ ッ ト 115
Y 間隔 216

あ
アプ リ ケーシ ョ ンの終了 61
安全シャ ッ タ制御 115

い
移動 127
移動用ハン ドル 137
イ ンポー ト 57

う
上書き保存 52

え
円 196
円弧 198

お
オーバーラ ッ プ 194

か
回数 105, 108
回転移動 128
回転角度 115

回転コ ピー 125
回転用ハン ドル 137
拡大 213
拡大表示 213
カーソル 221
画面移動 214
環境設定 220

き
旧バージ ョ ンで保存 53
距離計測 49, 219

く
ク イ ッ ク リ フ ァ レンス 28
矩形 111
繰返し 105, 108
グ リ ッ ド 215, 221
グ リ ッ ド原点 217
グ リ ッ ド設定 216

け
言語 221
原点復帰 115

こ
交点切断 135
コ ピー 124
コマン ド入力欄 43

さ
サイズ変更ハン ドル 136
再表示 215
削除 123
作図コマン ド一覧 42
三角 111

し
シーム 89, 101, 113
システムパラ メ ータ 114
下絵縮尺変更 130
下絵編集モー ド 215
シャ ッ タ開遅れ速度 115
シャ ッ タ時間 221
シャ ッ タ閉遅れ速度 115
ジャ ンプ後待ち時間 114
ジャ ンプスピー ド 114
終了 61
縮小 214
縮小表示 214
助走角度 143, 144
新規作成 50

す
図形選択 221
ステータ スバー 43
スナ ッ プ 218
スナ ッ プ設定 218
スポ ッ ト 201
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せ
正弦 111
全図形表示 212
全体表示 212
線分 175

そ
操作履歴表示 43

つ
ツールバー 42, 205

て
点のサイズ 221

と
ト リ ミ ング 134

な
名前を付けて保存 52

は
背景色 221
バッ クア ッ プ 221
反転移動 129
反転コ ピー 126
ハン ド シ ェ イ ク通信 221

ひ
開 く  51

ふ
プロパテ ィ 欄 43

へ
平行線 190
変調 87, 99, 111

め
メ ッ セージ表示 43
メ ニューバー 42

も
元に戻す 123

や
やり直し 123

ら
ラバー 221

り
領域拡大 213

れ
レ イアウ ト エ リ ア 42
レ イアウ ト フ ァ イルを開 く  51
連続線分 176

ろ
ログフ ァ イル 222
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